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日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
国
際

日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
創

設

に
あ

た
り
、

一
九

八
七

年

に
開
設

さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ

り
ま
す
。

そ

の
主

な
目
的

は
海

外

の
日
本
研
究
者
と

日
本

の
研
究
者

と
の
交
流
を
促
進
す

る

こ
と

に
あ
り
ま
す
。

研
究

と

い
う
人
間

の
営

み

は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活

動

の
み

で
成

り
立

っ
て
い

る

わ

け

で
は
な
く
、

た
ま
た
ま
顔
を
出

し

た
会

や
、

お
茶
を
飲

み
な
が

ら
の
議

論

や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

こ
の

フ
ォ
ー

ラ

ム
は

そ
の
よ
う
な
契
機
を
生

み
出

す

こ
と
を
願

い
、

様

々
な
研
究
者

が
自

由

な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来

る
よ
う

に
、
文

字
ど

お
り
イ

ン

フ
ォ
ー

マ
ル
な

「
広
場

」

を

提
供

し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の

フ
ォ
ー

ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機

と
し

て
、
皆
様

の
日
文

研

フ
ォ
ー

ラ

ム

へ
の
ご
理
解

が
深
ま
り
ま
す

こ
と
を
祈
念

い
た
し

て
お

り
ま
す
。

国
際

日
本
文
化
研
究

セ

ン
タ
ー

所
長

河

合

隼

雄



屯



　

ア ー マ

明治初期における朝鮮修信使の日本見聞

OnSomeO戸servationsoftheYiDynasty'sEnvoys

lnEarlyMe輯iEraofJapan

発表 者

宋 敏
SONGMin

大 韓 民 国 ・国 民 大 学 校 教 授

Professor,Kuk-MinUniversity ,KOREA

1999年9月7日(火)



発表者紹介

宋 敏

SONGMin

大 韓民 国 ・国 民 大 学校 教授

Professor,Kuk-MinUniversity,KOREA

1937年10月 大韓:民国全羅北道益山市生 まれ

1963年8月 ソウル大学校文理科大学国語国文学科卒業

1985年8月 ソウル大学校大学院博士号(文 学)取 得

1967年3月 ～1984年2月 聖心女子大学専任講師、助教授、副教授、教授

1971年11月 ～1972年8月 東京大学文学部外 国人研究員

(Harvard-YenchingInstitute'sVisitingScholarship)

1979年8月 ～1980年8月 東京言語研究所研究員

(TheJapanFoundation'sFellowship)

1984年3月 ～現在 国民大学校教授

1987年2月 ～1989年2月 韓国 日本学会長

1990年6月 ～現在 国語審議会委員

1993年8月 ～1995年1月 国民大学校文科大学長

1995年1月 ～1997年1月 国立 国語研究院長

1998年3月 ～1999年2月 国民大学校文芸創作大学院長

1999年3月 ～現在 国語学会長

!999年3月 ～1999年11月 国際 日本文化研究 セ ンター客員教授

主 な著書 ・論文
・「韓 日両 国語比較研究史」(聖心女子大 『論文集』1、1969年)
・「上代 日本語 の母音体系」(韓国 日本学会 『日本学報」3、1975年)
・『日本語 の構造』(関東出版社、1977年)
・「日本語動詞 の活 用規則」(『日本学報』10 、1983年)
・『前期近 代国語 音韻論研究』(塔出版社、1986年)
・「韓 日両語 の比較 にっいて」(大修館書店 『日本語の古層』、1987年)
・「朝鮮 修信使の新 文明語彙接触 」(国民大 『語文学論叢』7、1988年)
・「開化期新文明語彙 の成 立過程 」(r語文学論叢』8、1989年)
・「開化期の語彙改新 にっいて」(『語文学論叢』11 、1992年)
・「近 代国語の音韻論 的認 識」(檀国大東洋学研究所 『東洋学』24 、1994年)
・「開化期新生漢字語 の系譜」(『語文学論叢』17、1998年)

・「開化初期の新生漢 字語 受容」(『語文学論叢』18 、1999年)
・『韓 国語 と日本語のあいだ』(草風館、1999年)



一

は

ヒ

め

に

豊

臣

秀
吉

の
朝
鮮

侵

略

、

す

な
わ

ち
文

禄

・
慶

長

の
役

に

よ

っ
て
最

悪

の
状

況

に
ま

で
陥

っ

て
し
ま

っ
た
朝

日
関
係

は
徳

川
家

康

の
努

力

に
よ

っ
て
回
復

に
向

っ
た
。

一
六
〇

〇

(
慶
長

五
)

年

、

関

ヶ
原

の
戦

い
に
勝

利

を

収

め

た
家
康

は
、

早
速

「
日
本

朝

鮮

の
和

平

の
事
、

古

来

の
道

な

り
。

し

か
る

に
太

閤

一
乱

の
後

そ

の
道
絶

え

ぬ
。

通

行

は
互

い

に
両
国

の
た

あ

な
り
。

ま
ず

対

馬

よ

り
内

々
書

を

つ
か

わ

し

て
尋

ね
試

み
、

合
点

す

べ
き
意

あ
ら

ば
公

儀

よ

り

の
命

と
申

す

べ
し
」

と

対
馬

の
藩
主

宗

義
智

に
朝
鮮

と

の
和
平

交

渉

に
全

力

を
注

ぐ
よ

う
命

じ

た
。

そ

の
結

果

、

一
六

〇
七

(
慶
長
十

二
)
年

に

は
国

交

回
復

の
朝
鮮

使
節

が

初

あ

て
江

戸

を
訪

ね

る
よ

う

に

な

る
。

そ
れ

以
来

、

朝

鮮
朝

廷

は
二
〇

〇
余

年

の
間
、

合

計

十

二
回

に
亙

っ
て

日
本

に
使
節

を

送

っ
て
き

た
。

こ
れ
が

い
わ

ゆ

る
朝

鮮

通
信

使

で
あ

る
。

そ

の
規

模

四
～

五

百
人

に
お

よ

ぶ

一

行

は
漢

陽

(
い
ま

の

ソ
ウ

ル
)
を
出

発

し

て
大
体

六

ヶ
月

か
ら

一
年

に
近

い
日

に
ち
を

か
け

て
江

戸

ま

で
往
還

し

て
き

た
が
、

十
九

世

紀

に

は
い

っ
て
か

ら

は

一
八

一

一

(
文
化

八
)
年
、

最
後

の

通

信
使

を

対

馬

に
送

っ
た
き

り

で
、

日
本

と

の
外
交

的

交

流

は
途

絶

え

て
し
ま

っ
た
。

こ
れ

で

朝
鮮

通
信

使

の
日
本

往
還

は
な
く

な

っ
た

の

で
あ

る
。

そ

の
後

、

同

じ

よ
う

な
状

況

が

続

く

な
か

で
、

一
八

六

五
年

十

二
月

に

は
英

国

の
商
船

ロ
ー
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ナ
号

が
忠

清
道

調

琴
津

に
碇

を
降

ろ
し
、

通

商

を
求

め

た
が
追

い
は
ら

わ

れ

る
。

一
八

六

三
年

十

二
月
、

自

分

の
息
子

が
王

座

に

つ
い
て
か
ら

、
大

院
君

に
な

っ
て
政
権

を

握

っ
た
李

呈
応

は
、

大

幅

な
国
政

改
革

を
推

し
す

す

め
る

一
方
、

一
八
六

六
年

一
月

か

ら

は
西
教

(
天
主

教
)
に
対

す

る
弾

圧
を

は
じ

め

る
。

以
前

か
ら
密

か

に
国
内

へ
は

い
り
、

布

教
活

動

を

続

け

て
き

た

フ
ラ

ン

ス
人

神

父

た
ち

は
勿

論

の

こ
と

、
大

幅

に
増

え

て

い
る
信

徒

を

引
き

つ
づ

き
逮

捕
、

処

刑

し

た

の
で
あ
る
。

そ
う
し

て
い
る
う
ち

に
、
同
年

七
月

に
は
、

ア
メ
リ
カ

の
商
船

ゼ

ネ

ラ
ル

・
シ

ャ
ー

マ
ン
号

の
船

長

プ

レ

ス
ト

ン
が
キ

リ

ス
ト
教

宣

教

師

ト

マ
ス
を

は

じ
あ

、

四
入

の
西
洋

人

と

十

九

人

の
清

国

人

お

よ
び

マ
レ
イ
人

を

乗

せ

て
、

平
壌

の
新

場
浦

江

に
あ

ら
わ

れ

る
。

し

か

し
、

平
壌

観
察

使

朴

珪
寿

の
退
去

要

求

に
応

じ

な

か

っ
た
た

め
、

シ

ャ
ー

マ

ン
号

は
官

民

の
火

攻

め

に
遭

い
、

炎
上

し

て
し
ま

う
。

こ
の
事
件

を

き

っ
か
け

に
朝

廷

は
同
年

八

月
、

斥

邪

綸
音

を

頒

布

し
、
西

教
弾
圧

を

一
層

強

め
る
と

と
も

に
、

洋
貨

の
貿

易
を
禁

止

す

る
よ

う

に
な

る
。

と

こ
ろ

が
同

年

八
月

に
は
、

フ
ラ

ン
ス
の
東
洋

艦

隊

司
令

官

ロ
ズ

が
率

い
る
軍

艦

三
隻

が

京

畿
道

南
陽

府

の
沖

に
あ

ら
わ

れ
、

一
隻

は
富

平
府

勿
滔

島

の
前
方

ま

で
進

む
。

そ

の
後

の
九
月

、

フ
ラ

ン

ス
軍

は
江

華
府

と

通
津

府

に
侵
入

し
、

放

火

と

略
奪

を

恣

行

し

た
た

め
、

大

院
君

は
議

政

府

に
回

章

を
送

り
、

洋

夷

保
国

の
決
意

を

固

め

る
よ

う

に

な

る
。

他

な
ら

ぬ
鎖

国

政
策

の
強

化

で
あ

る
。

し

か
し

、
ラ

ラ

ン
ス
軍

は
文

殊

山

城

と
鼎

足
山

城

を

引
き

つ
づ

き
攻

撃
、

朝

鮮

側
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の
守

兵

と

衝

突

し

た

の

で
、

双

方

と

も

に
多

数

の

死

傷

者

を

出

し

た

後

、

フ

ラ

ン

ス
軍

は

撃

退

さ

れ

る
。

こ

れ

が

丙

寅

洋

擾

で
あ

る

。

翌

年

の

一
八

六

七

年

一
月

、

ア

メ

リ

カ

軍

艦

ウ

ォ

ト

ゥ

セ

ト
号

艦

長

シ

ュ
ペ

ル

ト

は

平

壌

の

大

洞

江

入

り

江

に

あ

ら

わ

れ

ゼ

ネ

ラ

ル

・
シ

ャ

ー

マ

ン
号

事

件

の
解

明

を

要

求

し

た

こ

と

が

あ

り

、

そ

の
翌

年

の

三

月

に

は

ア
メ

リ

カ

軍

艦

セ

ナ

ン

ド

ア
艦

長

ペ

ビ

ガ

ー
が

ゼ

ネ

ラ

ル

・
シ

ャ

ー

マ

ン
号

の
生

存

者

捜

索

の

名

目

で

大

洞

江

入

り

江

に

停

泊

し

た

こ

と

も

あ

る

。

一
八

七

〇

年

五

月

に

は
、

東

京

駐

在

の

ド

イ

ッ
公

使

プ

ラ

ン

ト

が

、

日

本

外

務

小

丞

馬

渡

俊

邁

、

対

馬

通

事

中

野

許

太

郎

と

一
緒

に

ヘ
ル

タ

i
号

で

釜

山

に

あ

ら

わ

れ

通

商

を

要

求

し

た

が

拒

絶

さ

れ

る
。

さ

ら

に

一
八

七

一
年

四

月

に

は
、

駐

清

ア

メ

リ

カ
公

使

ロ

ー

が

通

商

を

要

求

す

る

た

め

、

ア

メ

リ

カ

の

ア

ジ

ア
艦

隊

司

令

官

ロ
ー

ジ

ャ

ス
と

と

も

に

五

隻

の
軍

艦

を

率

い
、

南

陽

府

楓

島

沿

岸

に

あ

ら

わ

れ

る

。

そ

し

て

、

ア

メ

リ

カ

軍

の
陸

戦

隊

は

広

城

鎭

を

占

領

し

た

が

、

朝

鮮

守

兵

の
夜

襲

を

受

け

母

艦

に

退

け

ら

れ

る

。

こ

れ

が

い

わ

ゆ

る

辛

未

洋

擾

で

あ

る

。

こ

う

し

た

フ

ラ

ン

ス

軍

と

ア

メ

リ

カ

軍

と

の

戦

い

で
朝

鮮

側

は

な

ん

と

か

勝

利

を

収

め

た

か

の

よ

う

に

見

え

た

が

、

問

題

は

日

本

だ

っ
た

の

で

あ

る
。

一3一



ろ

且朝
鮮

修

信

使

の
始

ま

う

徳

川

幕

府

が
倒

れ

て
か
ら

は
朝

日
間

の
外

交

問
題

も

新

た

な
局

面

を

迎

え

る
よ

う

に
な

る
。

明
治

維

新

に
成

功

し

た
新

政

府

は
、

王

制

復
古

を

各

国
公

使

に
通
告

し

た
後
、

朝

鮮

朝

廷

に
対

し

て
も

従

来

の
関

係

回
復

を

求

め

た
。

同
年

十

二
月
、

対

馬

の
家
老

樋

口
鉄

四
郎

は

日
本

の
新

政
府
成

立

通
告

書

を
朝
鮮

側

に
伝

え

よ
う

と
し

た
が
失

敗

に
終

る
。

一
八
七

二

(
明
治

五
)
年

に

も
釜

山

の
倭

館

に
滞
留

す

る
外

務

省

官
吏

が

旧
例

と

は
異

な

る
書

契

を

伝

え

よ

う
と

し

た
が

退

け
ら

れ

る
。

い
よ

い
よ

一
八
七

五

(
明
治

八
)
年

一
月

、

日
本

国

理
事
官

森

山
茂

は
外

務
省

の
書

契

を
改

め

て
東

莱
府

に
寄

せ
、

そ

の
受
付

を

要
求

し

た

が
、

こ
れ

も

退

け
ら

れ

て
し
ま

う
。

そ

う
な

る

と

四
月

に
は

い
り
、

日
本

側

は
森

山

の
交

渉

を

援
助

す

る
と

同
時

に
朝

鮮
朝

廷

を

脅

か

す

た

め
、

軍

艦

雲
揚

号

な

ど

三
隻

を

釜
山

に
入

港

さ

せ

る
。

そ

の
後

の
八

月
、

雲
揚

号

は
江

華

島

の
草

芝

鎭

沿
岸

に
移
動

し

て
く

る
。

一
種

の
脅

か

し
作

戦

で
あ

っ
た
が

、

江
華

島

の
守
兵

が

砲

撃
を

加

え

た

の

で
、
雲

揚

号

は

退

け
な

が

ら
永

宗
鎭

に
砲

撃

を
浴

び

せ

た
。

こ
れ

が

江
華

島

事

件

で
あ

る
。

翌
年

の

一
月

、

日
本

か
ら

は
特

命

全

権
弁

理

大

臣
黒

田

清
隆

、

副

使

井
上

馨

が

京

畿

道

南

陽
湾

に
到

り
、

江

華
島

事

件

の
談

判

を

要
求

す

る

の

で
、

朝

鮮
朝

廷

は
接
見

大

臣

申

構
、

副

官

尹
滋

承

を

送

り
江

華
営

で
協
議

を
進

め

た
結

果
、

日
本

と

の
条

約

が

成
立

す

る
。

こ
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れ

が

一
八
七

六

年

二
月

二

日

(
新

暦

二
月

二

十
六

日
)
に
結

ば

れ

た
朝

日
修
好

条

規

(
十

二

款

)

で
あ

る
。

こ
れ

は
朝

鮮
朝

廷

が
外
国

と
結

ん
だ
最
初

の
通
商

条
約

で
あ

る
。

朝
鮮

朝
廷

は
鎖

国
政
策

を
捨

て
ざ

る
を

え
な
く

な

っ
た

の

で
あ
.る
。
通
商

条
約

の
成
立

に
よ

っ

て
日
本

と

の
国

交

が
改

め

て
開

い

て
か

ら

日
本

側

の
要

求

も

あ

っ
て
、

朝
鮮

朝

廷

は
修

好

意

思

の
標

と

し

て
日
本

に
使

節

を

送

る

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

が
他

な
ら

ぬ
朝

鮮

修
信

使

の
始

ま

り

で

あ

る
。

こ
う
し

て
最
初

の
修

信
使

が
海
を

渡

っ
た

の
は

一
八

七
六

(
明
治

九
)
年

四
月

の
こ
と

で

あ

る
。

そ

の
後

の
数

年

間
、

修

信

使

の
派

遣

は

な
か

っ
た

が
、

一
八

八
○

年
、

八

一
年
、

八

二

年

、

八

四
年

に

は

い
ろ
ん

な
事

情

か

ら
修

信

使

が
改

あ

て
日
本

に
送

ら

れ
る
。

但

し
、

そ

の
名

称

は
時

代

の
流

れ

と

と
も

に
特

命

全

権
大

臣

兼
修

信

使

、

あ

る

い
は
欽
差

全

権

大
臣

と
変

わ

っ

て

い
く

の
だ
が

、

そ

の
性

格

に
変

わ
り

は

な

い
。

一
方

、

修

信
使

で
は
な

い
が

一
八

八

一
年

に

は

い
わ

ゆ
る
紳

士

遊

覧
団

員

十

二
人

と

随
員

一
行

が

そ

れ
ぞ

れ

一
定

の
任
務

を

背

負

っ
て
日
本

を
視

察

し

な

が

ら
、
・
相
当

長

い
期

間

に
亙

っ
て
政

府

各
省

と

税

関

な

ど
を
訪

ね
、

そ

の
制

度

や

法

規

を
調

査

す

る
と

と

も

に
該

当
分

野

の
実
務

を

詳

し

く
見

習

っ
て
か
ら

帰
国

す

る
。

い
ず

れ

に
し

て
も
前

後

五
回

に
亙

る
修

信

使
派

遣

は

一
八

八

四
年
を

最

後

に
み

え
な

く

な

る
。

最

早

ソ

ウ

ル
に

日
本

公
使

館

が
設

置

さ
れ

て

い
た

の
で
、

そ

の
必

要
性

が

な

く
な

っ
た

た
め

で
あ

る
。

こ

こ

で
は
便

宜
上

、

こ
う

し

た
明

治
初

期

に
お

け

る
朝

鮮

使
節

と

実
務

研

修

団

で
あ

っ
た
紳
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士

遊
覧

団

を

一
括

し

て
朝

鮮

修
信

使

と

呼

ぶ

こ
と

に
す

る
。

と

こ
ろ

で
彼

ら

は
、

む

か
し

の
通

信

使

と

は

い
ろ

ん
な
意

味

で
異

な

る
。

な

に
よ

り
も

彼

ら

は

日
増

し

に
新

し

く
生

ま
れ

変

り

つ

つ
あ

る

日
本

の
現

実
を

み

た

の

で
あ

る
。

そ
れ

は

い
わ

ゆ

る
文

明

開
化

で
あ

り
、

西

洋

化

で
あ

り
、

機

械
化

で
あ

り
、

軍

事

化

で
あ

っ
て
、

当

時

の
修
信

使

た
ち

は

そ

の
社
会

と
制

度

の
変

化

一
つ

一
つ
に
対

し

て
目

を

見
張

っ
た

に
違

い
な

い
。

そ

う

い
う

わ

け

で
、

明
治

初

期

に
お

け

る

朝

鮮

修
信

使

は
、

一
般

に
む

か

し

の
朝
鮮

通

信

使

か

ら
切

り
離

し

て
取

り
扱

わ
れ

る
場

合

が

多

い
。

現

に
、

い
ま

ま

で
公

に
な

っ
て

い
る
朝

鮮

通
信

使

関

係

の
著

作

に
は
、

大

体

明
治

初

期

の

朝

鮮
修

信
使

が
含

ま
れ

て
い
な

い
。
に
そ
れ

は
両
方

の
性

格

が

そ
れ

ほ
ど
異

な

る
か

ら

で
あ

ろ

う
。

三

朝
鮮
修
信
使
が
残
廴
六
疑
録

修
信

使

一
行

が

日
本

で
み

た

の
は

あ
ら

ゆ

る
側

面

に
跨

っ
て
お

り
、

そ

の
内

容

も
多

様

複
雑

で
あ

る
。

中

に
は
往

復

の
過
程

で
自
然

に
目

に
は

い

っ
た

も

の
も

あ

れ

ば
、

日
本

政
府

側

の
勧

め

に
し

た

が

っ
て
わ

ざ
わ

ざ
見

物

し
た

も

の
も
あ

る
。

当
時

と

し

て
は
最

高

の
知
識

人

で
あ

り
、

高

級
官

吏

で
も

あ

っ
た
修

信

使

は
、

現

代

式

に
言

え
ば

外
交

官

資

格

で
日
本

を
訪

問

す

る
。

だ

か

ら

こ
そ
彼

ら

は

い

つ
も
使

臣

と

し

て
の
品
格

を

保

ち

な
が

ら
物

事

に
臨

ま
ざ

る
を

え
な

い
。
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私

的
判

断

や
感

情

的

な
言

動

は
許

さ
れ

な

い
。

そ

う

い
う

当
時

の
朝

鮮

人

の
目

に
映

っ
た

日
本

の
文
明

開

化

は
彼

ら

の
記

録

に

一
応

冷
静

に
描

か
れ

て

い
る
。

し

か

し
、

た

ま

に

は
主
観

的

判

断

を
記

す
場

合

が

な

く
も

な

い
。

と

こ
ろ
が

す

べ
て
を
批

判

的

に
み

た
わ

け

で
は
な

い
。

あ

る

時

は
感

動

し

て
讃

え

た
り

、

あ

る
時

は
驚

い

て
嘆

く

。

と

に
か

く
複

雑

な

気
持

で

日
本

の
現

実

を

経

験

し

た

の

で
あ

ろ
う

が
、

全

体
的

に

は
や

は

り
批

判

的

な
態

度

を

み

せ

る
場

合

が
多

い
と

い

え
る
。

彼

ら

が
残

し
た

日
本

見

聞
記

は

い
ろ

い
ろ

あ

る
が

、

こ

こ
で
は
、

当

時

日
本

の
現

実

を

知

る

う

え

で
欠

か
せ

な

い
価
値

を
有

す

る

と
知

ら

れ

て

い
る
史

料

の
う
ち

、

次

の
よ
う

な
文

献

を
対
象

に
し

て
、

そ

の
内
容

を
垣

間

見

る

こ
と

に
す

る
。

す

べ

て
は
漢
文

記
録

で
あ

る
。

金

綺

秀

(正

使

)
、

『
日

東

記

游

』

四

巻

、

一
八

七

六

年

の
見

聞

巻

一

事

会

、

差

遣

、

随

率

、

行

具

、

商

略

、

別

離

、

陰

晴

、

歇

宿

、

乗

船

、

停

泊

、

留

館

、

行

礼

巻

二

玩

賞

、

結

識

、

燕

飲

、

問

答

巻

三

宮

室

、

城

郭

、

人

物

、

俗

尚

、

政

法

、

規

条

、

学

術

、

技

芸

、

物

産

巻

四

文

事

、

帰

期

、

還

朝

李

鑢

永

(
紳

士

遊

覧

団

の

一
員

)
、

『
日
槎

集

略

』

三

巻

、

一
八

八

一
年

の
見

聞
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巻
天

封

書

、
別
単

、
聞

見
録

、
海

関

総
論

、
八

月

三
十

日
四
更

復
命

入
侍

時

巻
地

日
記

巻
人

問
答

録

、
詩
句

録
、

同

行
録
、

散

録

朴
泳

孝

(正

使
)
、

『
使

和
記

略
』

一
巻
、

一
八
八

二
年

の
見

聞

日
記

朴

戴

陽

(
従
事

官
)
、

『
東

槎
漫
録

』

一
巻

、

一
八
八

四
～

五
年

の
見

聞

日
記
、

東
槎

記
俗

、
東

槎

漫
詠

お

お
ざ

っ
ぱ

に
言

え
ば

、

日
本

で
経
験

し

た
物

事

に
対

し
、

金

綺

秀

は
す

べ

て
を

冷
静

に
見

つ
め

て

い
る
反
面

、

李

鑢
永

と

朴
戴

陽

は
時

々
率
直

な
批

判

を
躊

躇

わ

な

い
。

中

で
も

朴
戴

陽

は

一
層
鋭

い
批

判
を

加

え

て

い
る
。

正

使

で
な

い
彼

に
は

そ
う

い
う
裁

量

が

あ

っ
た

か
ら

な

の

か
、

あ

る

い
は
彼

が

も
と

も

と
保

守
的

で
あ

っ
た
か

ら

な

の
か
、

そ

の
辺

の
理
由

は
は

っ
き

り

し

な

い
が
、

恐

ら

く

後
者

だ

っ
た
と

思

わ
れ

る
。

一
方

、

朴
泳

孝

は
ほ
と

ん
ど
批

判

的
態

度

を

み
せ

な

い
。

実
際

、

彼

は
後

日
、

親

日
的

な
開

化
派

に
加

わ

り
政

変

を
企

ん

で
か

ら

日
本

に
亡

命

し

た
人

物

な

の

で
、

最
初

か
ら
進

歩
的

性
向

の
持

ち
主

で
あ

っ
た
か

ら

で
あ

ろ
う
。

詰

ま

る
と

こ
ろ
今

回

は
、

以

上

の
よ
う

な
記

録

の
中

か

ら
自

分

な
り

の
基

準

に
よ

っ
て
歴

史
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的

に

意

味

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

い

く

ら

か

の
見

聞

内

容

を

一
定

の

基

準

に

よ

っ
て

ま

と

め

て

読

み

な

が

ら

、

彼

ら

が

明

治

初

期

の

日

本

に

つ

い

て

一
体

な

に

を

ど

の

よ

う

な

態

度

で

み

て

お

り

、

彼

ら

の

見

聞

は

現

代

の
我

々

に

と

っ

て

な

に
を

意

味

す

る

か

、

な

ど

に

つ

い

て
暫

く

触

れ

て

み

た

い
。

四

修

信

使

の

囗

程

・ζ

訪

閥

先
・

修
信

使

た
ち

の
見

聞
内

容

を

理
解

す

る

た
め

に
は
、

彼

ら

が

日
本

に
渡

る

ま

で

の
歴

史

的
背

景

と
、

彼

ら

の
お

も

な

日
程

お
よ

び
訪

問
先

を

予

あ
調

べ

て
お

く
必

要

が

あ

る
。

そ

れ
を

一
覧

す

れ

ば
大

体
彼

ら

の
見
聞

内

容

に
見

当

が

つ
く

か

ら

で
あ

る
。

こ
こ

に
彼

ら
が

日
本

行

き

の
蒸

・気

船

に
乗

る
日

か
ら
故

国

の
港

に
戻

る

日
ま

で

の
足

跡

を

簡
単

に
ま

と

め

て
み

る
。

漢

字
表

記

は
原
文

に
従

う
が

、
特

に
人

名
、

地

名

な

ど

の
固
有

名

詞

に
か

か

わ
る
漢

字

の
誤

り

は
括
弧

の

な

か

に
正

し

い
表

記
を

添

え

て
お
く
。

当

時

の
朝

鮮

は
依
然

と

し

て
旧
暦

を
使

っ
た

の

で
、

日

付

は

い
ず

れ

も

旧
暦

で
あ

る
が
②
、

日
本

は
す

で
に

一
八

七

三

(
明
治
六

)
年

か
ら
新

暦

を
取

り

い
れ

た

の

で
、
参

考

ま

で
に

そ
れ
も
併

記
す

る
。
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㎝

金

綺
秀

の
場
合

(
一
八
七

六
年

四
月

二
十
九

日
か

ら
閏

五
月

七

日
、

明

治
九

年

五
月

二
十

二

日
か

ら
六
月

二
十

七

日
ま

で
)

朝

日
修

好

条
規

(
一
八

七
六

年
二

月

二
日
、
新

暦

二
月

二
十

六

日
)
の
締
結

を
き

っ
か
け

に
、

長

い
あ

い
だ
途
絶

え

て

い
た

日
本

と

の
修
好

、

そ
れ

も
当

時

の
朝
鮮

朝

廷

に
と

っ
て
は
決

し

て

喜

ば

し

い
と

は

い
え

な

い
外

交

を
再

開

す

る

に
際

し

、

最
初

に
選

ば

れ

た

の
は
学

者
的

気

質

の

持

ち
主

と
し

て
知

ら

れ
た
金

綺
秀

で
あ

る
。
応

教

(
正

四
品

)
で
あ

っ
た
彼

は
、
礼

曹

参
議

(
正

三
品

)
に
昇
進

す

る
と
同

時

に
修

信

使

に
任

命

さ
れ

、

日
本

の
土

を

踏

む

よ

う

に
な

る
。

最

初

の
修

信

使

で
あ

っ
た
彼

は
、

東
京

で
二
十

日
間
滞

在

し

な

が

ら
も

、

で
き

る
限

り
見

物

を
避

け

る
。

そ

の
た
め
案
内

役

と

口
論

し

た

こ
と
も

あ
る
。

一10一

 

四
月

二
十
九

日

(五

月

二
十

二

日
)
、

釜
山
浦

で
日
本

火
輪
船

黄

竜
丸

乗
船

五

月

一
日

(
二
十

三

日
)
、

赤
間

(
馬
)
関

到
着

、
永

福
寺

で
昼

食

四

日

(
二
十

六

日
)
、

神
戸

到
着
、

会

社
楼

で
昼

食

七

日

(
二
十

九

日
)
、

横
浜

到
着

、
火

輪
車

で
新

橋

に
到

り
、
人

力
車

で
延

遼

館
到

着

八

日

(
三
十

日
)
、
外

務
省

訪

問
、

到
着
挨

拶

十

日

(
六

月

一
日
)
、
赤
坂

宮

で
天

皇

に
挨
拶



十

二

日

(
三

日
)
、
遠

遼

館

(正

し

く

は
延

遼

館
)
で
下
船

宴
、
そ

の
後
、
博

物
院

見
物

十
五

日

(
六

日
)
、
陸

軍

省
訪

問
、

教
練

場

で
軍
隊

操

練
参

観

十
七

日

(
八

日
)
、
海

軍

省
訪

問
、

水
戦

操
練

参
観

二
十

一
日

(十

二

日
)
、

陸

軍
省

兵

学
寮

訪

問
、

そ

の
後

、

工
部

省

工
学

寮

へ
行

き

電

線

見
物

二
十

三

日

(
十

四

日
)
、

太
学

、
開

成
学

校
、

東
京

女

子
師

範
学

校
訪

問

二
十

四

日

(
十
五

日
)
、

元
老

院
訪

問
、

そ

の
後
、

延

遼
館

で
上

船
宴

二
十
六

日

(
十
七

日
)
、

外
務

省
訪

問
、

帰

国
挨

拶

二
十
七

日

(
十

八

日
)
、

横
浜

到
着

、
黄

竜

丸
乗

船

閏

五
月

一
日

(
二
十

一
日
)
、
神

戸

到
着

四
日

(
二
十

四
日
)
、
赤

馬

関
到
着

七

日

(
二
十

七

日
)
、

釜
山
浦

到
着

②

李

鑢
永

の
場
合

(
一
八

八

一
年

四
月

八

日
か
ら
閏

七

月

二

日
、

明
治

十

四
年

五

月
五

日
か

ら

八
月

二
十
六

日
ま

で
)

金

綺

秀

が

日
本

を

み

て
き

た
後

、

朝

廷

の
内
部

に

は
外

国

と

の
通
商

問

題

が
大

き

な
懸
案

と
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し

て
浮

か
び

あ

が

っ
た
。

と

こ
ろ
が
中

国

は
西
洋

諸

国

と

通
商

す

る

の
は
か

ま

わ

な

い
が

、

日

本

に
対

し

て
は
牽

制

す

る

よ

う

に
と
勧

告

し

た
。

そ

こ

に

一
八

八

○

年
、

修

信

使

と

し

て

日
本

に
行

っ
て
き

た
金

弘

集

は
、

日
本

と

の
通
商

と
開

化

政
策

を

急

ぐ

よ

う
朝
廷

に
申

し
立

て
た
。

そ

こ

で

一
応

日
本

の
実
情

を

詳

し

く
把

握

し

て
み
る

必
要

が

あ

る

と

い
う
意

見

が

出

た

の

で
、

朝

廷

は

そ

の

一
策

と
し

て
実

務

視

察
団

を

送

る

こ
と

に
し

た
。

そ
れ

が

い
わ

ゆ
る

紳
士

遊

覧

団

で
あ

る
。

全

団

員
十

二
人

の
う
ち

、

李
鑢

永

は
税

関

担

当

で
あ

っ
た
が
、

時

々
見
物

に
も

出

か

け

て

い
る
。

公

式

使
節

で

は
な

か

っ
た
彼

は
比
較

的

自

由

な
立

場

で

日
本

を

み
た

よ
う

で
、

た

ま

に
は

は

っ
き

り
と

し

た
批

判

も
辞

さ

な

い
。

四
月

八

日

(
五
月

五

日
)
、

草

梁
港

で
日
本
商

船
安

寧
丸

乗

船

十

一
日

(
八

日
)
、

対

馬

の
厳

原

、

壱

岐

島

経

由

長

崎

到
着

、

人

力

車

で
築

町

一
木

(
丁

目
)
四
十
九

番
地

吉
見

屋

に
行

き

一
日
間
滞

留

。
海

関
、

師
範

学
校

な
ど
訪

問

十
五

日

(
十

二

日
)
、
博

多

、
小

倉

、
赤

馬

関
、

多

度
津

、

明

石
経

由
神

戸

到
着

。

海

岸

通

四
丁

目

に

一
日
間
泊

ま

り
な

が
ら
海

関
、

鉄

道
局

訪
問

十
七

日

(
十

四

日
)
、

火
輪

車

に
乗

っ
て
大
阪

へ
行

き
造

紙
局

、
紡

績

所
、

監

獄

署
、

博
物

会
、

療
病

院
、

造
幣

局
、

陸

軍
鎮

台
、

博
覧

会

な
ど
訪

問

ま
た

は
見

物

一12一



二
十

日

(
十

七

日
)
、
砲

兵

工
廠

と
師

範
学

校
訪

問

(
本

人
不

参
)
後

、
火

輪
車

で
西
京

到
着

、

三
条

石
橋

堂
島

町

の
旅

所

に
は

い
る
。

翌

日

か
ら
博

物
会

、

西
陣
織

錦

所
、

女
学

校
、

盲

唖
院
、

西
本

願

寺

な
ど
見

物

二
十

四

日

(
二
十

一
日
)
、

火

輪

車

で
大

津

へ
行

き

琵

琶
湖

、

三
井

寺

(正

式

の
名

は

園
城

寺

)
見
物

後
、

神
戸

に
帰

る

二
十
六

日

(
二
十

三

日
)
、
税

関

に

い

っ
て
税
務

問
答

後

、

三
菱

商
社

の
二
帆

広

島
丸

に
乗

っ
て
神

戸
出

発

二
十

八

日

(
二
十

五

日
)
、
横

須
賀

経
由

横
浜

到
着

、

火
輪
車

で
東
京

芝
公

園
到

着

五
月

一
日

(
二
十

八

日
)
、

元

老
院

大
書

記
官

森

山
茂

の
訪

問
を
受

け
る

三

日

(
三
十

日
)
、
外

務

省

大
書

記

官
宮

本

少

一

(
正

し

く

は
宮
本

小

一
、

以
下

は
正

し

い
表

記

で
記

す
)
の
訪
問

を
受

け
る
。

博
物

会
、

博

物
観

(
正

し
く

は
博

物
館

で

あ

ろ
う
)
見
物

四
日

(
六
月

一
日
)
、
外

務

省
、

大

蔵
省

訪

問

。
清

国

公
使

館

を
訪

問
。

夕

方

、
旅

所

を
淡

路
町

へ
移

す

五

日

(
二

日
)
、

外
務

省

を
訪

問

し

て
宮
本

小

一
と
税

務

問
答

、
大

蔵

省

を
訪

問

し

て

関
税

局
長

と
筆

談

で
税

則
略
論
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六

日

(
三

日
)
、

宿
所

を

駿
河
台

南

甲
賀

町

へ
移

す

七

日

(
四
日
)
、

こ

の
日
か

ら

は
関
税

局

に
出
入

り
し

な
が

ら
本

格

的

な
海

関
事

務

問

答

を
始

め

る

一
方
、

外

務
卿

井

上
馨

私

第
、

博

覧

会

の
頒
賞

(褒

賞

式

)
、

農

務

局

育
種

場
、

工
部
省

電

信

中
央

局
、

太

学
校

(大

学

校

で
あ

ろ

う
)
、
教

育

博
物

館

、

博

覧

会

、

重

野
安

繹

私

第
、

清

国

公

使

何
如

璋

、

陸

軍
省

観

兵

式
、

隅

田
川

の
海

軍
競

漕
演

習

な
ど
を

訪

問
ま

た

は
見
物

二
十

三

日

(
十

九

日
)
、

火
輪

車

で
新

橋

を
出

発

、
横

浜

到
着

。

弁
天

通

二

丁
目

の
西

村

新
七

宅

を
宿

所

に
決

め

る

二
十

四

日

(
二
十

日
)
、

こ

の
日
か

ら
横

浜
税

関

と
港

湾

に
直

接
出

入

り
し

な
が

ら
税

関

実

務

一
つ

一
つ
を

具
体

的

に
見

習

い
始

あ

る

か

た
わ

ら

、
瓦

斯

局

、

横

須
賀

火

輪

船
造

所

(
本
人

不
参

)
訪
問

六
月

十
九

日

(
七
月

十

四

日
)
、

東
京

に
戻

り
先

日

の
宿

所

に

は
い
る

二
十

日

(
十

五

日
)
、

こ

の
日
か

ら
再

び
大

蔵

省

関
税

局

に
出

入

り
し

な

が
ら

『
条

約

類

纂

』

の
校

正
を

始

あ

る

一
方

、

国

立

銀
行

局

長

私
第

、

造
紙

局

、

築

地

三

丁
目

の
花

房
義

質
私

第
、

芝
離

宮

で
行

わ

れ

た
宴
会

、
同

人
社

(
本

屋
)
な
ど
訪

問

ま

た

は
参
席

一14一



七
月

八

日

(
八
月

二
日
)
、

関
税

局
訪

問
、

帰
国

挨
拶

九

日

(
三

日
)
、

外
務

省
訪

問
、

帰
国

挨
拶

十

四
日

(
八

日
)
、
新

橋

で
火
輪
車

に
乗

っ
て
横
浜

到
着

、

先

日

の
旅

所

に

は

い
る

十

五

日

(九

日
)
、
税

関
訪

問

、
各

国
人

の
居
留

地

界
見

物

。
清

国

理
事

署

、
税

関
局

長

に
別

れ

の
挨

拶

十
六

日

(
十

日
)
、

三
菱

社

の
名
古

屋
丸

乗
船

、
船

長

は
洋
人

十

八

日

(
十

二
日
)
、
神

戸
到

着
、
海

岸

通
町

四
丁

目

の
旅
所

に
は

い
る

十
九

日

(十

三

日
)
、
旅

舎
を
先

日

の
所

に
移

す
。
税

関
訪

問

問
答

、
以

後

も
続

く

二
十

二

日

(
十
六

日
)
、
兵

庫

県
庁
訪

問

二
十
六

日

(
二
十

日
)
、
県

庁
、
税

関

に
行

き
別

れ

の
挨
拶

二
十

八

日

(
二
十

二

日
)
、

三
菱
社

千
歳

丸
乗

船

三
十

日

(
二
十

四

日
)
、

赤

馬
関
到

着

閏

七
月

一
日

(
二
十

五

日
)
、
長

崎
到

着
。
税

関
長

に
別
れ

の
挨

拶

二

日

(
二
十

六

日
)
、

壱
岐

島
経

由
草

梁
港

到
着

。

日
本
領

事

館

に
行

き

帰
国

挨
拶
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㈲

朴

泳
孝

の
場
合

(
一
八

八

二
年

八
月
九

日
か

ら
十

一
月

二
十

七

日
、

明

治
十

五

年
九

月

二
十

日
か
ら
明

治
十
六

年

一
月
六

日
ま

で
)

こ

の
年

の
六
月

、

給

料
未

払

や
給

与

食
糧

の
変

質

な

ど

に
不
満

を
抱

い
た
軍

人

た

ち
が

暴

動

を

起

こ
し

、

日
本
軍

事

教
官

堀

本

礼

造
少

尉
β
を

殺
害

し

た
後

、

日
本

公
使

館

を

襲
撃

す

る
事

件

が
起

こ
る
。

こ
れ

が
壬

午

軍
乱

で
あ

る
。

日
本

公

使

花
房

義

質

は

一
応

漢
陽

を

脱

出
、

長

崎

に
逃

れ

る
が

、
七

月

に
は
軍

隊

を
率

い

て
漢

陽

に
戻

り
、
高

宗

に
要
求

条

件

を
提

示

す

る
。

と

ど

の

つ
ま

り
、

朝
鮮

朝
廷

は

日
本
側

の
要
求

を

受

け

い
れ

、
済

物

浦

条
約

と
修

好
条

規

続

約

を

結

ぶ

こ
と

で
事

件

の
決
着

を
図

る
。

そ

う

い
う

わ
け

で
朴

泳

孝

が
特

命

全

権
大

臣

兼
修

信

使

に

任

命

さ
れ
、

日
本

に
送

ら
れ

た

の
で
あ

る
。
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八
月

九

日

(
九

月

二
十

日
)
、

仁
川

で
日
本

船
明

治
丸

に
乗

船

出
発

十

二

日

(
二
十

三

日
)
、

赤
馬

関
到
着

十

四
日

(
二
十

五

日
)
、

神

戸

到
着
、

兵

庫

県
令

森
岡

昌

純
来

見

。
新

制

国
旗

を
宿

舎

に
掲

げ

る
。
暫

く
泊

ま

り
な

が
ら
各

国
領
事

の
訪
問

を
受

け

る
。

二
十

一
日

(十

月

二

日
)
、

副
使
金

晩
植

と

一
緒

に
写
真

館

で
写

真
撮

影

二
十

三

日

(
四

日
)
、

汽
車

に
乗

っ
て
大
津

に
立

ち
よ

っ
て
か
ら
西
京
到
着
、
各
所
周
覧



二
十

五

日

(
六

日
)
、

大
阪

に
立

ち

よ
り
、
砲

兵

工
廠
、

陣

(鎭

)
台

の
練

兵

な
ど
見

物

二
十
六

日

(
七

日
)
、

神
戸

に
戻

る

二
十
九

日

(
十

日
)
、

東
京

丸
乗
船

九

月

二

日

(
十

三

日
)
、
横

浜

到
着

、
汽

車

に
乗

り

か
え

て
東

京
青

松

寺

到
着

。
外

務

省

に

到
着

通
報

五

日

(十

六

日
)
、

馬

車

で
外
務

省

に
行

き
、

外

務
卿

井

上
馨

、

大
輔

吉

田
清

成

、
少

輔

塩

田

三
郎

、
朝

鮮
公

使
花

房
義

質

に
到
着

挨
拶

八

日

(
十
九

日
)
、

副
使

、
従

事
官

と

一
緒

に
赤

坂
離

宮

で
天

皇

に
挨
拶

九

日

(
二
十

日
)
、
親

王
、

各
省

卿
、

元
老

院
議

長
、

警

視
総

監
、

東
京

知
事

歴
訪

十

日

(
二
十

一
日
)
、

こ
の
日
か

ら

は
各
国

公
使

を

訪

問

す

る

一
方

、

来
訪

人
事

接

待

と
各

国

公
使
主

催

の
晩
餐

会
参

席

十

六

日

(
二
十
七

日
)
、
横

浜

へ
出

か

け
当

地
駐

在

の
公
使

訪
問

、

帰

り
道

に
神

奈

川

県
令

訪
問

十
七

日

(
二
十

八

日
)
、

文
部

省
訪

問
、
大

学

校
生

徒
卒

業
宴

会

参
席

二
十

日

(
三
十

一
日
)
、

横
浜

へ
行

き
競
馬

見

物

二
十

二

日

(十

一
月

二

日
)
、

図
書

館

、
女

子

師
範

学

校
、

博

物
館

、

昌

平
館

、
動

物
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園
訪

問

ま

た
は
見
物

二
十

三

日

(
三

日
)
、

日
比

谷
練

兵
場

で
行

わ
れ

た
天

長
節

行

事

参
席

。
夕

方

、
外

務

卿

官
邸

舞
踏

宴
会

参
席

二
十

六

日

(
六

日
)
、
浅

草
寺

見
物

二
十

七

日

(
七

日
)
、

工
部

大
学
校

訪
問

、
電

信

局
、

電
機

器
械

廠
周

覧

三
十

日

(
十

日
)
、
印

刷
局

訪
問

十

月

三

日

(十

三
日
)
、
延

遼
館

で
王

妃

の
誕
生

日
記

念
宴

会

四

日

(
十

四

日
)
、

こ

の
日
か

ち
引

き

つ
づ
き

各
国

公

使

お

よ
び
各

省

卿

の
晩

餐
会

参

席
六

日

(
十
六

日
)
、

王
子

の
造

紙
所
、

水
輪

織

布
所

訪
問

九

日

(
十

九

日
)
、

戸
山

競
馬

場
見

物
、

午
餐

晩
餐

会
続

く

十

九

日

(
二
十

九

日
)
、

陸

軍
士
官

学
校

、
砲

兵
機

械
廠

訪

問

二
十

二

日

(十

二
月

二

日
)
、

こ

の
日
か
ら

は
要
路

を
訪

問

し

な
が

ら
別

れ

の
挨
拶

二
十
五

日

(
五

日
)
、

横
浜

へ
行

き
小
輪

船

で
横
須

賀

へ
渡

る

二
十
六

日

(六

日
)
、

造
船

所
見

物
後

、
江

島

に
着

く

二
十

七

日

(
七

日
)
、

小

田
原

経
由

熱
海

到

着
、

富

士

屋

に

は

い
る
。

以
後

二

日
間

温
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泉

浴

三
十

日

(
十

日
)
、

熱

海
出

発

、

小

田
原

一
泊
後

、

翌

日
藤

沢

経
由

神

橋

(
正

し

く

は

新

橋

)
到
着

十

一
月

五

日

(
十

四

日
)
、

外
務

卿
訪

問
、

帰
国

日
程
協

議

九

日

(
十
九

日
)
、
宮

内

省

で
天

皇

に
帰

国
挨

拶

。

以
後

、
要

路

を
訪

問

し

な
が

ら
別

れ

の
挨
拶

十

八

日

(
二
十

八

日
)
、
横

浜

で
名
古

屋

丸
乗

船

二
十

日

(
三
十

日
)
、

神
戸

到
着

二
十

二

日

(
一
八

八

三
年

一
月

一
日
)
、

神
戸

出
発

二
十

四

日

(
三

日
)
、

赤

馬
関

到
着

二
十
七

日

(
六

日
)
、

済

物
浦

到
着

㈲

朴

戴
陽

の
場

合

(
一
八

八

四
年
十

二
月

二
十

四

日
か

ら

一
八
八

五

年

二
月
十

八

日
、

明

治
十

八

年

二
月
八

日

か
ら

四
月

三
日

ま

で
)

開

化
派

の
金

玉
均

、

朴

泳
孝

、

洪

英
植

、

徐

光
範

、

徐

載

弼

ら

は
、

こ

の
年

の
十
月

、

郵

政

局

の
落

成
祝

賀

宴

で
政

変

を
起

こ
し

、
守

旧
派

の
閔

泳

穆
、

閔
台

鎬
、

趙
寧

夏

、

李
祖

淵

、

尹
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泰

駿
、

韓

圭

稷

ら
を

現
場

で
殺
害

す

る
。

い
わ

ゆ

る
甲

申
政

変

で
あ

る
。

そ
れ

と
同

時

に
、

日

本

公
使

竹

添
進

一
郎

は
軍

隊

を
動

員

、

昌
徳

宮

を

占

領

す

る
。

し

か

し
、

清

国

軍
呉

兆

有
、

袁

世

凱
、

張

光

前

ら
も

軍
隊

を

動

員

し

て
昌
徳

宮

へ
進

み
、

両

国

軍

隊

は

つ
い

に
衝
突

す

る
。

こ

う

な

る
と

軍
民

た

ち

は

日
本

公
使

館

を
襲

撃

し

、
竹

添

公

使

は
仁

川

に
逃

れ
る

が
、

金

玉

均
、

朴

泳
孝

、

徐
光

範

、

徐
載

弼

ら

は
竹
添

公
使

の
船

に
同

乗
、

日
本

に
亡

命

す

る
。

こ
の
事

件

に

対

し

て
も

日
本

と

の
協
議

が
必
要

と

な
り
、

朝
廷

は
参

議
交

渉

事

務
徐

相

雨

を
礼

曹

参

判

に
昇

進

さ

せ
全

権
大

臣

に
、

協

弁

穆
麟

徳

を

兵

曹

参
判

に
昇

進

さ
せ

副
大

臣

に
任
命

、

日
本

に
渡

っ

て
問
題

の
解
決

を

図

る

よ

う
命

じ

る
。

こ

の
時

、

全

権

大
臣

従

事

官

に
選

ば

れ

た

の
が
幼

学

朴

戴

陽

で
あ

る
。

使

節

一
行

は
十

一
月

、

吹
雪

に
降

ら

れ

な
が

ら
直

ち

に
漢
陽

を
出

発

し

た

が
、

日
本

か

ら

特
派

全

権

大
臣

井

上
馨

が
入

京

し

た

の

で
、

そ

の
交

渉
結

果

を

待

つ
よ

う

に
と
命

じ

ら

れ

る
。

そ
し

て
十

二
月

の
終

り
頃

、

交

渉

を
終

え

た
井
上

が

帰

国
す

る

に
し

た
が

い
、

途

中

で
待

ち

つ
づ

け

て

い
た
使

節

一
行

も
改

め

て
後
を

追

う

よ
う

に
出
発

す

る
。
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一
八
八

四
年

十

二
月

二
十

四

日

(
明

治
十

八

年
、

一
八
八

五

年

二
月

八

日
)
、

仁
川

で
日
本

商

船
小

菅

丸
乗

船
出

発

二
十
六

日

(
十

日
)
、
赤

間

関
到

着



二
十

七

日

(
十

一
日
)
、

三
光
丸

に
乗

り
換

え
る

二
十

八

日

(
十

二

日
)
、
神

戸
到

着

二
十

九

日

(
十

三

日
)
、

次

の
船

便
を

待

ち

な
が

ら
、

大
阪

遊

覧
。

造

幣
局

、

器
機

廠

な
ど
見

物

三
十

日

(
十

四

日
)
、

山
城

丸
乗

船
出

発

一
八

八
五

年

一
月

一
日

(十

五

日
)
、

横

瀕

(
正

し

く

は
横

浜

)
到

着
。

汽

車

に
乗

り
東

京

に
着

い

て
か

ら
、
精

養
館

で
夕

食

を
取

り
、

新
橋

南
鍋

町
伊

勢
勘

楼

に
は

い
る

二
日

(十

六

日
)
、
外

務
省

に
行

き

国
書

及

び
奏
辞

副
本

伝
達

三

日

(
十
七

日
)
、
福

沢
諭

吉

の
学

校

か

ら
使

い
が

訪

ね

て
き

て
、
(
金

玉
)
均

の
借
金

弁
済

を
要

求

し

な
が

ら
証
書

を
見

せ

る
が
、

正
使

は
断

固

拒
絶
、

こ
れ
を

退

け
る

六

日

(
二
十

日
)
、
天

皇

礼
訪

、
国

書
伝

達

七

日

(
二
十

一
日
)
、

正

使
、

各
国

公
使

訪

問
始

め

る

十

日

(
二
十

四

日
)
、

従

事

官

が
宿

所

の
娘

菊

の
要

請

に
応

じ

て

一
句

の
詩

を
書

い

て

渡

し

た

と

こ

ろ
、

各
新

聞

は
そ

れ
を

話

題

に
取

り
あ

げ
、

欽
差

大

臣

が
菊

娘

を
愛

し
、

詩

を
贈

っ
た
と
報

道

す

る

十

二

日

(
二
十
六

日
)
、

博
物

館
、

動
物

館

な
ど
見

物
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十

三

日

(
二
十
七

日
)
、

教

場

に
行
き

歩
騎

砲

三
軍
操

練
参

観

十

四

日

(
二
十

八

日
)
、

電
信

局

、
煤

気
局

見
物

十
五

日

(
三
月

一
日
)
、

故
宮

後

苑
、
増

上

寺
見
物

十
六

日

(
二

日
)
、

正

副
使

、

横
浜

へ
行

き
各
国

公

使
訪

問

、

そ

の
後
、

横

須

賀

の
造

船

(
所
)
歴

覧
、

翌

日
東

京

へ
戻

る

十
八

日

(
四

日
)
、

海
軍

操
練

見
物

。

正
副

使
、

工
部

大
学

校
訪

問

(本

人

不
参

)

十
九

日

(五

日
)
、
夫

子

廟

参
拝
。

師
範

学

校
、
陸

軍

士
官

教
場

、
砲

兵

工
廠

見
物

二
十

一
日

(
七

日
)
、

大

学
校

訪

問
、
砿

学

、
化
学

、

医
学

な

ど
見
物

二
十

三

日

(
九

日
)
、
陸

軍
卿

大

山
巌
主

催

の
鹿
鳴

館

夜
会

参
席

二
十

七

日

(
十

三

日
)
、

印

刷
局
訪

問

二
月

一
日

(
十
七

日
)
、

外
務

省

訪

問
、

国

事

犯

(
日
本

に
亡
命

し

た
金

玉

均

、

そ

の
他

の

犯

人
)
送

還
を

要
求

三

日

(
十
九

日
)
、

横
浜

灯
台

局

見
物

五

日

(
二
十

一
日
)
、
天

皇

に
帰

国
挨
拶

七

日

(
二
十

三
日
)
、
横

浜

に
行

き
商
船

名

古
屋
丸

乗

船
出

発

八

日

(
二
十

四
日
)
、
神

戸

到
着
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九

日

(
二
十
五

日
)
、

大
阪

、

西
京

経
由

琵

琶
湖

に
着

き

見
物

後

、
夕

方

、
神

戸

に
戻

る

十

日

(
二
十
六

日
)
、
青

竜

丸
乗
船

十

二

日

(
二
十

八

日
)
、

赤

間
関

到
着

十

三

日

(
二
十
九

日
)
、

長
崎

到
着

十

五

日

(
三
十

一
日
)
、

徳

国
商
船

乗
船

十

八

日

(
四
月

三

日
)
、

釜
山

浦
、

済
州

島
経

由
仁

川
到

着

五

修

信

使

の
見

聞

あ

れ

こ

れ

朝

鮮
修

信

使

た

ち

の

日
本

見

聞

記
録

は

一
種

の
情

報

収

集
を

兼

ね

た
報

告

書

で
あ

る
か

ら
、

そ

の
中

に
個

人

的

判
断

と

か
批

判

的

見
方

は
そ

ん
な

に
多

く

は
出

て
こ
な

い
。

し
か

し
、

彼

ら

が
残

し

た
記

録
内

容

を

読

ん

で
み
れ

ば
、

彼

ら

の
関

心

が

な
ん

で
あ

り
、

そ

れ
を

ど

う

い
う

ふ

う

に
感

じ

た

の
か

を
割

り

だ
す

こ
と

が

で
き

る
。

一
般

に
、

我

々
は
初

め

て
み

る
新

し

い
物

事

に
関
心

を

寄

せ

る
。

そ
し

て
大

体

は
正

否

、

善
悪

、

美
醜

の
よ

う

な

二
項

対
立

的

基

準

に

よ

っ

て
物
事

を

判
断

す

る
。
当

然

、

自

分

に
慣

れ

て
い

る
と

か
、

ご

く
平

凡

な
対

象

に

は
な

か

な
か
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目

が
向

け
ら

れ
な

い
。
朝

鮮
修

信
使

た

ち

の
見

聞
内

容
も

こ
の
よ

う
な
基

準

に
当

て
は
ま

る
。

彼

ら

の
記
録

は
公
式

日
程

と
事

務

に
関
す

る
報
告

書

的

な
内

容

を
除

け
ば

、

自
分

た
ち

が
直

接

見
物

し
た
物

事

に
対

す

る
情

報
収

集

的
性

格

を
見

せ

て

い
る
。

そ
れ

は
当

然

新

し

く

み
え

る

対

象

に
集

中

す

る

し
か

な

い
。

明

治
初

期

の
日
本

で
彼

ら

の
目

に
新

し

く

み

え

る
物
事

が

あ

っ

た
と

す

れ
ば

、

そ
れ

は
取

り

も

な
お

さ
ず

西

洋
化

に
よ

る
文

明

開
化

の
流

れ

で
あ

っ
た

に
違

い

な

い
と

思

わ
れ

る
。

そ
れ

は
機

械

化

で
あ

り
、

軍

事
化

で
あ

り
、

あ

ら
ゆ

る
面

に
広

が

り

つ

つ

あ

る
社
会

と
制

度

の
変

化

だ

っ
た

の

で
あ

る
。

先

に
掲

げ

た
彼

ら

の
日
程

を
見

れ

ば

見
物

内

容

も

あ

る
程
度

見

当

が

つ
く
。

こ
れ

は
多

分

日
本
側

の
意

図
的

勧

あ

に
よ

る
結
果

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
が

、

こ
れ
か

ら
彼

ら

の
目

に
映

っ
た
見

聞
内
容

を

い
く

ら
か

具
体

的

に
拾

っ
て
み

る
。

修

信
使

た
ち

の
観
察

記

録

は
非

常

に
詳

し

い

の
で
別

に
説

明

は
要

ら

な

い
場

合

が
多

い
。

し

た

が

っ
て
原
文

を
直

接
読

み
な

が
ら
必

要

な
と

こ
ろ

に

は
適

当

な
説

明

で
補

え
ば
充

分

で
あ

る
。

引

用

は

一
応
読

み

や
す

い
現

代
文

意

訳

で
示

す
。

原

文

に
現

わ
れ

る
独

特

な
漢
字

遣

い

は
現

代

の
語
形

と

異

な

る
場

合

が
多

い
が
、

そ
れ

は
か

え

っ
て
新
文

明

に
対

す

る
修

信
使

た
ち

の
理
解

度

を
知

る
う

え

で
大

切

な

の

で
な

る

べ
く
活

か

す

よ
う

に
す

る
。

そ

の
よ
う

な

と

こ
ろ

に
は

そ

の
都
度

、

理

解

を
助

け

る

た
め

に
現

代

的
表

現

や
解

説

を
括

弧

の
中

に
書

き
添

え

て
お

く
。

場

合

に
よ

っ
て
は
文
脈

を

少

し
補

う

こ
と

も
あ

る
。

日
付

は
原
文

通

り

の
旧
暦

で
あ

る
。
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㎝

機

械
化

と

設
備

む
か

し

の
通

信
使

た
ち

は
帆

船

で
海

を
渡

り
、
大

阪

か
ら
江

戸

ま

で
は
陸

路

で
い

っ
た

が
、

新
時

代

の
修
信

使

た
ち

は
火
輪

船

(蒸

気
船

、
汽
船

)
に
乗

り
大

体

は
赤

間
関

、
長

崎
、

神

戸
、

大

阪
、

京

都

な
ど

に
暫

く
立

ち

よ

っ
て
か
ら
横

浜

に
着

き
、

そ

こ

で
今
度

は
火
輪

車

(汽

車

)
に

乗

り
か

え

て
東

京

へ
向

う
。

要
す

る

に
彼

ら

の
機

械
化

経

験

は

火
輪

船

と
火

輪

車

か

ら
始

ま

っ

た

の

で
あ

る
。

①

火

輪
船

、
灯

明
台

、
船
着

き

場

修

信

使

た
ち

は
草

梁

(
釜

山
)
あ

る

い
は
済

物
浦

(
仁

川

)
で

日
本

の
火
輪

船

に
乗

り
、

初

あ

て
目

に
す

る
蒸

気
船

の
規

模

と
構
造

を
注

意
深

く
観
察

し

て
い
る
。
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イ

(
釜

山

で
船

に
乗

り
)
船

の
仕

組

み

は
見

て
も
説

明

は

で
き

な

い
。

況

や
余

は
身

持

ち
を

慎

ん
だ

の

で
心

行

く

ま

で
見
入

る

こ
と
も

で
き

な

い
。

一
隻

の
船

は
す

べ

て
が
機

関

で
あ

り
、

そ

の
内

一
つ
で
も

故

障
を

起

こ
せ
ば

船

は
動

け
な

く

な

る
。

そ

う

い
う

わ

け

で
船

の

中

に
は
船

を

動

か
し

、

船

を
操

る
任
務

に

そ
れ

ぞ
れ
担

当

者

が

あ

り
、

そ

の
他

に
も

何
人

か

は
油

の
壷

と
布

切

れ

を
持

ち
、

時

々
油

を
塗

っ
た

り
拭

い
た

り
す

る
か

ら
、

銅

の
棒

と

鉄

の
鎖

が

い
ず
れ

も
鏡

の
よ
う

に
輝

く
。

…
…

(
中

略
)
…

…
船

の
腰
当

た

り

に
は
穴

が
開



い
.て
お

り

、

梯

子

で
出

入

り

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ
て

い

る

。

…

:
・
(
中

略

)
…

…

こ

こ

は

船

の
機

輪

が

集

ま

っ
て

い

る

所

で

あ

る
。

腰

を

曲

げ

て
見

下

ろ

す

と

船

底

が

見

え

、

そ

の

中

に

は

丸

い

も

の
、

四

角

い
も

の
、

上

は

丸

く

て

下

は

四

角

い

も

の

、

半

月

形

、

斜

め

に

鋭

い

も

の
、

少

し

ち

ぐ

は

ぐ

に

な

っ

て

い

る

も

の
、

か

な

り

ち

ぐ

は

ぐ

に

な

っ

て

い

る

も

の
、

紡

車

が

ま

わ

る

も

の
、

篩

の
枠

が

往

来

す

る

も

の

、

互

い

に

摩

り

合

い

な

が

ら

チ

ュ

ウ

チ

ュ
ウ

と

音

を

出

し

て

い

る

も

の
、

な

ど

な

ど

が

あ

る

。

船

底

は

ど

こ

も

油

塗

れ

に

な

っ

て

お

り

、

釜

の

な

か

で

は

水

が

沸

い

て

い

る

が

石

炭

を

焚

く

所

は

終

に

見

当

た

ら

な

い

〈

『
日

東

記

游

』

巻

一
乗

船

〉

ロ

(
船

に

乗

っ

て
か

ら

)
諸

公

と

一
緒

に

従

船

に

乗

っ
て
、

黒

巌

の
沖

に

到

り

、

日

人

の
火

輪

船

に
乗

っ
た

。

船

の
名

は

安

寧

丸

、

長

さ

は

三
十

三

～

四
把

(尋

、

約

一
.
八

メ

ー

ト

ル
)
、

幅

は

五

～

六

把

程

度

に
見

え

る

。

帆

は

二

つ

で
あ

り

、

外

に

は

煙

筒

が

高

く

聳

え

て

お

り

、

内

に

は

廻

っ
て

い

る

汽

輪

が

二

つ
あ

る

鰯
蚋
㈲
瞞
鵬
黼
蹣
ザ
珊
・
船

体

の
周

り

に

は

鉄

の

欄

干

が

掛

け

ら

れ

、

舶

先

に

は

時

表

と

羅

針

機

が

備

え

ら

れ

て

お

り

、

船

窓

は
全

部

瑠

璃

で
あ

る

が

、

そ

の
精

巧

さ

と

豪

華

さ

は

本

当

に

初

め

て
見

る

。

船

内

の
房

(
部

屋

)
は

三

等

に
分

け

ら

れ

て

い

る

が

、

我

ら

は

上

等

に

、

随

員

は

中

等

に
、

跟

従

(
下

人

)
は
下

等

に

は

い

り

、

ト

物

(
荷

物

)
は

下

層

に

置

い

た
。

上

等

部

屋

は

五

～

六

ヶ
所

あ

る

が

、

一
つ

の
部

屋

は

左

右

上
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下

が
層

に
な

っ
て
四
人

が

は

い
れ

る
。

余

は
洪

公

(英

植

)
、

魚

公

(
允

中

)
と
同

じ
部

屋

に
は

い

っ
た
。

部

屋

の
中

に

は
青

と
紅

色

の
毯

で
造

ら
れ

た

一
重

の
掛

け
布

団

と
、

西
洋

木

で
覆

っ
た
褥

と
枕

、

画

の
飾

ら
れ

た
磁

器

洗
面

器

、

そ

の
他

に
も
船

中

灯

燭
、

茶

器
、

卓
床

、
花

瓶

な
ど
備

え

て
い
な

い
も

の
は

な

い
〈
『
日
槎
集

略
』

巻
地

四
月

八

日

〉

ハ

船

を

着

け

る

海

岸

に

は
必

ず

石

を
築

き

上

げ

て
橋

を

架

け
、

時

に

は
水

門

と
虹

の
橋

(
太
鼓

橋

)
を

設

け

て

い
る
。

ま

た
、
長

い
土
手

を
造

り
、

水
を

遮

っ
て

い
る

の

で
、

ま

る

で
湖

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

そ

の
中

に
船

を
泊

あ

る

か

ら
波
浪

の
心
配

は
要

ら

な

い
。

こ
う

い
う

わ
け

で
兵
船

と
大

船

が
密

集
し
、

そ

の
帆

柱
が

恰

か
も
林

の
よ
う

に
見

え

る

〈
『
日
東

記
游

』
巻

一
停

泊

〉

二

国

内

に
軍
艦

は

三
十
五

隻

あ

る

が
、

そ

の
中

に
堅
完

な
も

の
は
十

六

隻

に
過

ぎ

ず
、

残

り

は
全

部

朽
敗

し

て
用

に
足

ら

ず
、

商

船

は
三
百

隻

あ

る
。

そ
れ

か

ら
横

須
賀

で

は
た

だ

い
ま
軍
艦

を
造

っ
て
い
る
と

い
う

く
『
東
槎

漫

録
』

巻
末

東
槎

記
俗

v

む

日
本

人

が
蒸

気
船

を
初

め

て
持

つ
よ
う

に
な

っ
た

の

は

一
八

五
五

(
安

政

二
)
年

八
月

で
ー
、

オ

ラ

ン
ダ
国

王

が
幕
府

の
長
崎
海

軍

伝
習

所

に
演

習
艦

ス

ン
ビ

ン
号

(
の
ち

観
光

丸

と
命
名

)
を

寄

贈

し

た
時

か

ら

で
あ

る
。

そ

の
後

の
相

当

長

い
期

間

は
蒸

気

船

を

輸
入

し

て
き

た
が

、

一
八
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七

一

(
明
治

四
)
年

二
月

、
横

須

賀

製
鉄

所

(
四
月

に
横

須
賀

造

船
所

と
改

称
)
の
第

一
期

工
事

ロ

の
竣

工

に
伴

い
ー
、

次

第

に
蒸

気
船

の
自

国

生

産
体

制

を

整

え

る
よ

う

に
な

る
。

そ

し

て

一
八

七

五

(
明
治

八
)
年

二
月

か
ら

は
、

三
菱
商

会

の
蒸

気
船

が
上

海

～
横

浜
間

の
運
行

を
開

始

す

る

が
、

こ
れ

が

日
本

初

の
外

国

航
路

運

行

で
あ

る
。

反
面

、

朝

鮮

人

の
手

に
蒸

気

船

が

は

い

っ
た

の
は

一
八
八

三

年

の
こ
と

で
あ

る
。

翌
年

に

は
ジ

ャ
ー

デ

ィ
ン

・
マ
デ

ィ

ソ

ン
商

会

が
上

海

～

仁

川

(
長

崎
、

釜
山

経
由

)
間

の
航

路
を

開
設

、
南

京

号

で
運
行

を
開

始

し

て
い

る
。

そ

う

い
う

わ

け

で
修

信

使

た
ち

は
初

め

て
蒸
気

船

に
乗

り
、

そ

の
構

造

と

設

備

に
深

い
関
心

を

見

せ

て

い
る
。

イ

は

一
八
七

六

年

の
黄

竜

丸

の
機

関

室
、

ロ
は

一
八
八

一
年

の
安

寧

丸

の
船

室
内

部

を

綿
密

に
観
察

し

た
記
録

で
あ

る

。

い
か

に
も
解

り

や
す

く
、

し
か

も
細

か
く

描

か
れ

て

い
る
。

そ
れ

ほ
ど

彼

ら

の
目

を

引

い
た

の

で
あ

ろ
う
。

当

時

の
朝

鮮

に
は

そ

う

い
う
新

文

明

設
備

が

な

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

因

み

に
、

ハ
は
船

着

き
場

す

な

わ

ち
波

止
場

の
構

造

に
関

す

る
記

録

で
あ

る
が
、

こ
う

い
う
設

備

も
修

信

使

た

ち

に

は
関

心

の
的

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

最
後

の

二
は

一
種

の
情

報

と

し

て
記

録

し

た
も

の

で
あ

ろ
う
。

実

際

、

横
須

賀

造

船
所

で
は

一

八
七

七

年
六

月

、

日
本

初

の
軍
艦

清

輝

を
竣

工
し

て

い
る

の

で
、

一
八

八

五
年

に
朴
戴

陽

が

軍

艦

製
造

の
話

を
聞

い
た
と

し

て
も

お
か

し
く

は
な

い
。
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②

火
輪

車
、

鉄
路

蒸

気
船

の

つ
ぎ

に
修

信

使

た

ち

の
目

を
引

い
た

の
は
汽
車

で
あ

る
。

最
初

の
修
信

使

金

綺

秀

は
横

浜

か
ら
新

橋

(
い
ま

の
東

海
臨

海
新

交

通

の
汐
留

駅
)
ま

で
を
汽

車

で
往
復

す

る
が

、

そ

の

後

の
修

信
使

た
ち

は
大

体

神

戸

か

ら
大

阪

ま

で
、

そ

こ
か
ら

ま

た
京

都

あ

る

い
は
大
津

ま

で
も

汽

車

を

利

用

し

て
見
物

に
出

か

け

る
。

そ

こ

で
彼

ら

は
汽

車

を

い

ろ

ん
な
角

度

で
観

察

し
、

記

録

に
残

し
た

の

で
あ

る
。

イ

横

浜

か

ら

新

橋

ま

で

は
火

輪

車

に
乗

っ
た

。

…

…

(
中

略

)
…

…

火

輪

車

が

既

に

駅

楼

で

待

っ
て

い

る

と

い

う

の

で
、

駅

楼

の
外

に
出

て

、

閣

道

(廊

下

)
の
端

ま

で
歩

い

て
も

車

は

見

え

ず

、

四

～

五

十

間

(
広

さ

の
単

位

、

一
間

は

二

・
三

三

三

平

方

メ

ー

ト

ル

あ

る

い

は

二

・
九

九

平

方

メ

ー

ト

ル
)
位

の
長

廊

が

道

端

に

あ

る

の

み

で

あ

る

。

車

は

ど

こ

に
あ

る

と

聞

い

た

ら

、

そ

れ

が

車

で

あ

る

と

い

う

。

長

廊

の

よ

う

に
見

え

た

の

が

車

だ

っ
た

の

で

あ

る

。

火

輪

車

の
仕

組

み

は

、

先

方

の

四

間

程

度

の
車

輛

に
火

輪

が

あ

っ
て

、

前

に
機

関

が

備

え

ら

れ

、

後

に
人

を

載

せ

る

と

い
う

。

残

る

毎

車

は

三

間

半

で
、

三

間

は

屋

(部

屋

)
、

半

間

は
軒

(
乗

降

口

)
で

あ

る
。

一
車

一
車

は

鉄

の
鈎

で
繋

が

り

、

そ

れ

が

四

～

五

車

乃

至

十

車

に

至

る

か

ら

、

す

な

わ

ち

三

～

四

十

間

、

四
～

五

十

間

に

も

な

る

。

人

々

は

軒

か

ら

一29一



乗

り

降

り

、

屋

に

座

る

。

外

は
文

木

(
模

様

の

は

い

っ
た

板

)
、

内

は

皮

と

毛

布

(
ビ

ロ
ー

ド

の
意

味

)
な

ど

で

飾

ら

れ

て

い

る

。

両

側

は

椅

子

の

よ

う

に

高

く

、

中

間

は

低

く

平

た

い

の

で

、

向

き

合

っ
て
座

れ

ば

、

一
屋

に

は

六

人

あ

る

い

は

八

人

が

は

い

れ

る
。

傍

は

両

方

と

も

に

瑠

璃

で

遮

ら

れ

、

装

飾

が

玲

瓏

な

の

で
目

を

奪

お

う

と

す

る

。

車

ご

と

に
車

輪

が

あ

っ
て

、

前

車

の

火

輪

が

一
転

す

る

に

伴

い
、

衆

車

の
車

輪

が

み

な

転

び

、

雷

電

の

よ

う

に
走

り

、

風

雨

の

よ

う

に

突

っ
か

か

る

の

で

、

一
時

刻

で

三

～

四

百

里

(
朝

鮮

の

一
里

は

○

・
四

キ

ロ

メ

ー

ト

ル
)
を

走

る

と

い

う

。

し

か

し

、

車

体

は
安

穏

で
少

し

も

揺

れ

な

い
。

左

右

か

ら

は

山

川

、

草

木

、

屋

宅

、

人

物

が

見

え

る

と

雖

も

、

閃

光

の

よ

う

に

過

ぎ

去

る

の

で

、

掴

め

に

く

い
。

喫

煙

一
服

、

お

茶

一
杯

の

間

に

最

早

新

橋

に
着

い

た

の

で
、

す

な

わ

ち

九

十

五

里

で
あ

る

。

火

輪

車

は

必

ず

鉄

路

の
上

を

行

く

。

路

は

甚

だ

し

い
高

低

が

な

く

、

低

い

所

は

補

い
、

.
高

い
所

は

平

ら

に

し

た

か

ら

で
あ

る

。

車

輪

の

当

た

る

両

側

に

は

片

鉄

を

敷

い

た

が

、

そ

の

外

側

は

仰

ぐ

よ

う

な

形

、

内

側

は

俯

せ

る

よ

う

な

形

に

な

っ

て

い

る

の

で

、

そ

の
軌

か

ら

車

輪

が

外

れ

る

こ
と

は

な

い
。

路

は

一
様

に

直

線

で

は

な

く

、

時

々

旋

回

す

る

が

、

そ

こ

も

巧

く

通

る

の

で

や

は

り

困

る

こ
と

は

な

い
。

路

面

の
舗

鉄

も

ま

た

必

ず

二

面

(
複

線

)

な

の

で
、

こ

ち

ら

側

の
車

が

前

の
方

へ
進

み

、

あ

ち

ら

側

の

車

が

向

か

い

合

っ

て
進

ん

で
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き

て
も

互

い

に

妨

げ

に

は

な

ら

な

い
。

往

く

車

と

来

る

車

は

必

ず

方

位

が

あ

っ

て
、

来

る

の

は

左

側

、

往

く

の

は
右

側

で

あ

る

。

も

し

車

が

互

い

に
出

逢

う

と

か

一
時

停

車

す

る

時

に

は

、

挨

拶

を

交

わ

す

。

こ

ち

ら

側

の
車

が

四

～

五

十

間

で

あ

れ

ば

、

あ

ち

ら

側

の
車

も

四

～

五

十

間

で

あ

る

。

こ
ち

ら

側

の

一
屋

一
屋

は
前

後

が

遮

ら

れ

て

い

て

、

互

い

に
エ
ー
渉

は

で

き

な

い
が

、

あ

ち

ら

側

の

一
屋

一
屋

は

こ

ち

ら

側

に

座

っ

て
見

る

こ

と

が

で

き

る

。

一
屋

に

は

丈

夫

(
男

性

)
、

一
屋

に

は

婦

人

、

一
屋

に

は

本

国

人

、

一
屋

に

は

外

国

人

が

乗

る

の

で

、

一
屋

ご

と

に
異

な

る

。

両

側

の
人

々

が

顔

を

合

わ

せ

、

お

互

い

に

挨

拶

を

交

わ

す

や

い

な

や

の

内

に

、

(車

は

)
火

を

噴

き

つ
む

じ

風

の

よ

う

に
去

る

。

一
瞬

に

見

え

な

く

な

る

か

ら

、

た

だ

頭

を

掻

き

言

葉

を

忘

れ

、

名

残

惜

し

く

も

驚

く

ば

か

り

で

あ

る

く

『
日

東

記

游
.』

巻

二

玩

賞

V

ロ

(
神

戸

～

大

阪

間

)
諸

公

と

一
緒

に
鉄

道

局

へ
行

き

火

輪

車

の
造

作

工

程

を

見

て

か

ら

、

火

輪

車

に

乗

る

た

め

待

合

所

に

集

ま

っ
た

。

午

正

(
正

午

)
、

火

輪

車

に

乗

る

。

発

つ
時

に

は

盪

笛

一
声

(
汽

笛

)
が

あ

り

、

よ

っ

て
鉄

路

の
上

を

走

る
。

路

は
平

ら

で
、

真

っ
直

ぐ

な

鉄

が

四

条

(
線

)
あ

る

い

は

六

条

敷

か

れ

て

お

り

、

分

路

(
分

か

れ

道

)

に

は

(
そ

れ

が

)

斜

め

に

な

っ

て
横

を

向

い

て
敷

か

れ

て

い

る

。

舗

鉄

の
形

は

丸

く

、

上

の

方

に
伸

び

た

部

分

が

一
握

り

程

度

で

あ

り

、

車

輪

の
半

分

は

そ

の

上

に
置

か

れ

、

火

気

に

し

た

が

っ
て

雷
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電

の
よ

う

に
走

る

。

車

の
上

に
板

屋

が

あ

り

、

そ

の
中

に
椅

子

と

卓

(
テ

ー
ブ

ル
)
を

置

き

、

そ

の
間

間

は

窓

鏡

(
窓

ガ

ラ

ス
)
に

な

っ
て

い

る

。

一
屋

の
中

に

は

十

五

～

六

人

が

座

り

、

上

中

下

の

三

等

別

に

こ

の
よ

う

な

屋

が

あ

る
。

通

り

路

に
鑿

山

通

路

(
ト

ン
ネ

ル
)
が

三

つ

あ

っ
て

、

そ

こ
を

通

る

時

に

は

闇

が

漆

の

よ

う

に
暗

い

。

ま

た

、

鉄

の
欄

干

が

付

け

ら

れ

た

長

橋

が

七

～

八

ヶ
所

あ

る
。

三

宮

、

住

吉

、

西

宮

、

神

崎

(
い

ま

の

尼

崎

)

の

四

ヶ
所

で

暫

く

停

ま

る

の

で

、

車

に
乗

る
人

は

そ

こ

で
待

て

ば

、

乗

り

降

り

で
き

る

と

い

う

く
『
日
槎

集

略

』

巻

地

四

月

十

七

日

V

ハ

飯

後

午

初

(十

一
時

)
、

西

京

鉄

路

所

で

火

輪

に
乗

り

琵

琶

湖

に
向

う

。

稲

荷

と

山

科

を

通

り

過

ぎ

大

谷

に

到

る

と

長

さ

数

馬

場

(
長

さ

の

単

位

、

一
馬

場

は

○

.
四

キ

ロ

メ

ー

ト

ル
)
程

度

の
鑿

山

通

路

(
ト

ン
ネ

ル
)
が

あ

る
。

こ

こ

を

通

る

時

は
、

車

内

に

灯

火

を

掛

け

た

く
『
日
槎

集

略

』

巻

地

四

月

二

十

四

日

V

二

横

浜

行

き

の

船

を

待

ち

な

が

ら

、

神

戸

に

泊

ま

っ
て

い

る

内

、

欝

陶

し

い

気

分

に

耐

え

ら

れ

ず

、

一
行

は
大

阪

へ
行

き

遊

覧

す

る

こ
と

に

し

た

。

腕

車

ル
力
輅
に

乗

り

駅

逓

所

に
着

く

。

す

な

わ

ち

停

車

亭

で
あ

る

。

輪

車

が

こ

こ

に

到

り

停

車

す

る

と

行

人

た

ち

は

乗

っ
た

り

降

り

た

り

す

る

。

十

里

(
一
里

は

○

・
四

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
)
ま

た

は

二

十

里

ご

と

に
必

ず

停

車

処

が

あ

る

が

そ

こ

に

は

男

女

別

、

上

中

下

等

別

の
待

合

所

が

あ

る

。

恐

ら

く

車

に

三
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等

級

の
処

所

が

あ

る

か

ら

で
あ

ろ

う

。

車

が

ま

だ

到

着

し

て

い

な

い

時

に
行

人

た

ち

は

こ

こ

で
待

ち

な

が

ら

車

標

を

買

う

。

標

は

紙

で
造

ら

れ

、

等

級

の
他

に

ど

こ

か

ら

ど

こ

ま

で

と

い
う

文

字

が

印

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

か

ら

門

(
改

札

口

の
意

味

)
を

出

よ

う

と

す

る

時

、

そ

の
欄

干

に

は

藜

鉄

(
一
種

の
防

備

具

)
が

架

け

ら

れ

、

辛

う

じ

て

一
人

が

通

り

抜

け

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る
。

守

門

者

が

剪

刀

を

持

っ
て
傍

に
立

ち

、

行

人

が

門

に

臨

み
標

を

見

せ

る

と

、

守

門

者

は

剪

刀

で
標

の

一
隅

を

切

り

と

っ

て
か

ら

返

す

。

い

よ

い

よ

行

人

は

門

を

通

り

抜

け

、

車

に
乗

っ

て
目

的

地

に

到

る

と

降

り

る

。

門

か

ら

出

よ

う

と

す

る

時

、

再

び

標

が

証

拠

に

な

る

。

も

し

標

を

な

く

す

と

、

さ

ら

に
車

賃

を

払

う

。

十

点

鐘

(
十

時

)
、

火

輪

車

に

乗

る
。

車

の
仕

組

み

は
、

前

に

は
火

筒

、

半

ば

に

は
車

屋

、

後

ろ

に

は
粧

物

(貨

物

車

)
が

あ

る
。

大

き

い

時

に

は

車

の
屋

数

十

輪

、

載

物

車

十

余

輛

も

あ

る

。

互

い

に
牽

制

す

る

か

ら

、

そ

の
機

関

を

動

か

す

と

汽

が

生

じ

、

煙

を

噴

き

な

が

ら

、

前

が

引

け

ば

後

ろ

は

付

い

て
行

く

。

ゆ

っ
く

り

行

く

こ
と

も

速

く

行

く

こ

と

も

で

き

る

が

、

そ

れ

は

機

関

を

ど

う
操

る

か

に

よ

る

。

故

に
、

緩

(
普

通

)
と

か

急

(
急

行

)
と

い

う

。

鉄

路

で
大

阪

に
着

い

た

。

百

里

の
距

離

を

一
時

(間

)
で
走

っ
た

の

で

あ

る

。

途

中

、

山

川

風

物

は

み

な

あ

ま

り

に

も

速

く

過

ぎ

去

っ
た

が

、

こ

こ

に

到

り

初

あ

て

原

野

が

広

く

開

か

れ

、

田

疇

(
田

地

)
が

平

ら

に

広

が

っ

て

い

る

の
を

見

た

く
『

『
東

槎

漫

録

』

一
八

八

四
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年

十

二
月

二
十
九

日

V

横

浜

～

新

橋

間

二

十

六

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

に
鉄

道

が

開

通

さ

れ

た

の

は

一
八

七

二

(
明

治

五

)
年

九

月

で
あ

る

が

、

こ

れ

が

日

本

初

の
鉄

道

で

あ

る

。

更

に
神

戸

～

大

阪

間

は

一
八

七

四

(
明

治

七

)
年

五

月

、

そ

れ

か

ら

大

阪

～

京

都

間

は

一
八

七

七

(
明

治

十

)
年

三

月

、

京

都

～

大

津

間

は

一
八

八

○

(
明

治

十

三

)
年

七

月

に

そ

れ

ぞ

れ

鉄

道

が

通

っ
て

い

る

。

反

面

、

朝

鮮

に
鉄

道

が

初

め

て
開

通

さ

れ

た

の

は

一
八

九

九

年

九

月

、

済

物

浦

～

露

梁

津

間

三

十

三

.
ニ

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

で

あ

る
。

そ

う

い

う

わ

け

で

修

信

使

た

ち

は

日
本

で
初

め

て
汽

車

に
乗

り

、

実

物

を

目

に

し

た

の

で
あ

る

。

彼

ら

が

汽

車

を

細

か

く

描

い

て

い

る

の

は

そ

の

た

あ

で
あ

る
。

イ

に

は
汽

車

の
構

造

、

走

り

ぶ

り

、

鉄

路

の

仕

組

み

、

客

室

の

内

部

構

造

が

あ

た

か

も

画

の

よ

う

に
描

か

れ

て

お

り

、

ロ
と

ハ

に

は

ト

ン

ネ

ル

の
話

が

み

え

る

。

と

こ

ろ

で
、

ロ

に

み

え

る

阪

神

間

三

つ
の

ト

ン

ネ

ル

の

う

ち

、

一
つ

は
恐

ら

く

石

屋

川

ト

ン
ネ

ル

で

、

一
八

七

一

(
明

治

四

)
年

七

月

に

貫

通

さ

れ

た

日
本

初

の

鉄

道

ト

ン
ネ

ル

で

あ

り

、

ハ
に

出

て

く

る

ト

ン

ネ

ル

は

恐

ら

く

逢

坂

山

隧

道

で

、

日
本

人

の

み

の
手

に

よ

る

最

初

の

ト

ン

ネ

ル

で

も

あ

る

。

鑿

岩

機

試

用

で

一
八

八

○

年

六

月

末

に

貫

通

さ

れ

た

の

だ

か

ら

、

七

月

の

京

都

～

大

津

間

鉄

道

開

通

直

前

の

こ

と

で

あ

る

。

そ

う

い
う

わ

け

で

こ

の

二

つ

の

ト

ン
ネ

ル

は

、

そ

れ

ぞ

れ

日

本

鉄

道

史

上

記
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念

碑

的

な
存

在

で
あ

る
が

、

李

鐚
永

は
両

方
を

通

り

な

が
ら

も

ト

ン
ネ

ル
そ

の
も

の

に
は
大

し

た
関

心

は
あ
ま

り
な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

ト

ン
ネ

ル
に
関

す

る
知

識

を

ほ

と

ん
ど
持

っ
て

い

な

か

っ
た

か

ら

で
あ

ろ

う
。

一
方

、

二
に

は
切
符

の
役
割

と
取

り
扱

い
が
浮

彫

り

に
な

っ
て

い

る
。

こ

の
よ
う

な
記

録

は
彼

ら

が

一
種

の
情

報
収

集

と

し

て
汽

車

に
相

当

な

関
心

を

寄

せ

た
証

拠

と

な
ろ

う
。

因

み

に
、

京
浜

間

鉄
道

で
日
本

人
機

関
士

が
運

転

を
始

め

た

の
は

一
八

七
九

(
明

治
十

二
)
年

の

四
月

か

ら

の

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

ま

で
は
英

国
人

が
汽

車

を
動

か
し

た

の

で
ー
、

当

然

金

綺

秀

が
乗

っ
た
時

も
外

国

人
機

関

士

が

運
転

し

た

は
ず

で
あ

る
が

、

金

は

そ
れ

に
気

が

つ
か

な
か

っ

た
よ

う

で
あ

る
。

も
し

金

が

そ

れ
を

わ

か

っ
て

い
た
ら
機

関

士

を

汽
車

か

ら

降

ろ
す

よ

う
要

求

し
た
か

も
知

れ
な

い
。

な
ぜ
な

ら
、
彼

は
後

日
、

帰
国

途
中

の
船

に
西
洋

人
航

海
専

門
家

が
乗

っ

て
い

る

の
を

見

つ
け
、

結

局

彼

を
船

か

ら

降

ろ
さ

せ

た
事

実

が

あ

る
か

ら

で
あ

る
。

そ

の
経

緯

に

つ
い

て
は

の
ち

ほ
ど
改

め

て
触

れ

る
が
、

と

に
か

く
金

は

そ
れ

ほ

ど
西
洋

人

を

排

斥

し

た

の

で
あ

る
。
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③

電
信
、

電

線
、

電
信

柱

修

信
使

た
ち

は
日
本

で
電

信

の
不

思
議

さ
を

経
験

す

る
。

当
然

、

彼

ら

は

そ

の
仕

組

み

に
注



意

を

集

中

し

な

が

ら

細

か

い

と

こ

ろ

に

い

た

る

ま

で
見

つ
あ

て

い

る

。

つ
ぎ

の

よ

う

な

記

録

が

そ

れ

を

も

の
が

た

る
。

イ

工

部

省

で

は
兵

器

と

農

器

と

各

種

の

器

械

を

製

造

す

る

が

、

暫

く

見

た

だ

け

な

の

で
思

い
出

せ

な

い
。

い

わ

ゆ

る

電

線

と

い

う

の

は

い

く

ら

よ

く

見

て
も

な

か

な

か

表

現

で
き

な

い
。

…

…

(
中

略

)
…

…

工

部

省

で

こ

れ

を

見

る

と

電

信

線

の
端

が

建

物

の
中

に
入

っ

て

い

る

の

が

、

恰

か

も

我

が

国

の
舌

鈴

(
軒

に

着

け

て

置

く

鈴

)

の
紐

が

家

の
中

に

は

い

っ
て

い

る

の

と

等

し

い
。

(
電

線

を

)
床

の

上

に
垂

ら

し

て
、

そ

こ

に

機

を

設

置

し

、

そ

の

傍

に

は

櫃

の

よ

う

な

器

が

あ

っ
て
、

そ

の
中

に
電

が

あ

る

と

い

う

。

手

で

そ

の

機

を

敲

く

と

櫃

の

中

に
電

が

生

じ

ぴ

か

っ
と

閃

き

な

が

ら

、

線

に

沿

っ
て

直

ち

に

上

る
。

傍

に

は

ま

た

一

つ

の

器

が

あ

る

が

我

が

国

の
大

工

の
墨

縄

筒

(
墨

壷

)
に
似

て

い

る

。

そ

の

中

で

は
木

の
棒

が

廻

っ
て

お

り

、

傍

に

は

ま

た

紙

巻

き

が

あ

っ

て
、

そ

の

一
端

を

木

の
棒

が

巻

き

上

げ

る

と

、

紙

の

上

に

字

が

現

わ

れ

る

。

横

に
置

い

て

あ

る

紙

捲

き

を

広

げ

る

と

そ

こ

に

も

字

が

あ

る

。

こ
れ

は

こ

ち

ら

側

か

ら

あ

ち

ら

側

に
報

じ

る

文

で
あ

る

。

…

…

(
中

略

)
…

…

電

線

連

絡

の

柱

(電

信

柱

)
は
道

路

の

あ

ち

こ

ち

に
あ

る
。

長

さ

三

～

四
丈

(
一
丈

は

三

三

三

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
程

度

)
の
真

っ
直

ぐ

な

木

の
上

に
磁

器

の
杯

を

載

せ

、

そ

の

上

に

線

を

架

け

て
置

く

。
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柱

ご

と

の
線

も

一
つ
だ

け

で

は
な

い
。

そ
れ

が
立

っ
て
い

る
場

所

も
あ

ち

ら

こ
ち

ら

に
あ

る
。

あ

る
所

は
多

く
、

あ

る
所

は
少

な

い
。

遠

近

も

一
様

で
は

な

い
。

そ
れ

は

そ
う

な

ら

ざ

る
を

え

な

い
。

山

野

に
遇

え

ば

そ
れ

を
高

め

る
と

か
低

め

る
。

大

海

に
遇

え
ば

そ
れ

を

水

の
底

に
沈

め

て
通

す
と

い
う

く
『
日
東

記
游

』

巻

二
玩
賞

V

ロ

神

戸

か

ら
大

阪

へ
い

た
る
歴

路

に
は
電

気
線

鉄

線

が
多

い
。
(
線

は
)

一
か

ら

二
、

あ

る

い

は
三

か

ら

四
、

ま

た

は
十

七

に
至

り
十

一
、

十

二

に
な

る
場
合

も
あ

る
。

そ

の
と

こ
ろ

ど

こ
ろ

に
木

の
柱
を

立

て
電
線

を
架

け

た

の

で
あ

る

〈
『
日
槎
集

略

』
巻
地

四
月
十

七

日

〉

ハ

(
工
部
省

電

信
中

央

局

で
)
電

信

お

よ
び
鉄

道

、
鉱

山

に
関

わ

る
数

多

く

の
工
作
機

械

を

順
次

に
見
物

し

た
。

電
信

と

は
大
体

鉄

線

が
何

千

里

の
外

ま

で
延

び
、

も

し
互

い

に
伝

え

た

い
こ
と

が

あ
れ

ば

、
洋

書

二
十
六

字

を

も

っ
て
機

を
敲

き

な

が

ら
、

こ
ち

ら

で
書

け

ば

あ

ち
ら

が
応

じ

る

の

で
、

何

千

里
離

れ

た
所

で
も

互

い

に
通

じ

る
。

通
じ

る
と

い
う

の

は

気

の
引

力

で
あ

り
、

引

く

と

い
う

の
は
薬
水

の
作

用

だ

と

い
う
。

蓋

し
、

鉄

線

と
薬

水

は

電
信

の
第

一
機

で
あ

る

が
、

そ

の
機

の
奇

妙

な
作

用

は
形
容

し

が

た

い
。

関

わ

り

が
あ

っ

て
互

い

に
通

じ

る
所

に

は
悉

く
機

を

設

け

て

い
る

が
、
(
そ

の
数

)
三
十

余

所

に
至

り
、

機

ご

と

に

一
人

の
担
当

者

が
あ

る
と

い
う

く
『
日
槎

集

略
』
巻

地

五
月

十

三

日

V

二

電

信
局

を

見

た
。

局

長

工
部

大

書

記
官

石

井
忠

亮

が

迎

え

て
く

れ

る
。

漢

文

で

「
欽

差
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正

月

一
日
抵
東

京

」

と

い
う
九

字

を
局

中

の
人

に
託

し

て
釜

山

に
寄

せ

し

あ

る
。

つ
い

で

に
そ
れ

を

言
葉

で
本

国

の
京

城

に
転

達

す

る

よ

う
頼

ん

だ
。

電

信

を
扱

う
人

が

目

で
は
字

を

見

な
が

ら
手

で
器
械

を
操

る
と
、

器
械

は
手

に
従

い
高

く

な

っ
た

り
低

く
な

っ
た

り
し

な

が
ら

、

そ

の
都

度

音

を
出

す

。

恐

ら

く
手

の
動

き

が

高

く

な

っ
た

り
低

く
な

っ
た

り
す

る
時

、

自

ず

か

ら
機

関

は
文

字

と
言

語

を

万

里

の
外

へ
通
知

す

る

の

で
あ

ろ
う
。

暫

く
し

て
ま

た
釜
山

の
陰

晴

を
聞

い
た

が
、

そ
れ

は
午

前

十

一
点

鐘

で
あ

っ
た
。

こ
ち

ら

の
天

気

は
清

明

で
あ

る
が

、

釜
山

は

い
ま
曇

り
、

風

が
吹

く

の

で
雨

が

降

る

だ

ろ
う

と

い
う
。

こ

こ
か
ら

釜

山

ま

で

は
六

千

余

里

で
あ

る
。

万

里

の
陰

晴

が
同

一
で
あ

る

可
能

性

は
な

い
と

雖

も
、

一
時

(間

)
足

ら
ず

で
互

い

の
声
息

が
通

じ

る
の

で
面
喰

ら

う
よ
う

な
も

の
で
あ

り
、

魔

法

使

い

の
嘘

の
よ

う

で
も

あ

る
。

し
か

し
、

従

前

の
経
験

か
ら

見

る

と

一
点

の
錯

誤

も

な

か

っ
た

の

で
、

西
洋

の
法

、

人
を

眩
惑

さ

せ

る

の
が
お

お
か

た

こ
の
通

り

で
あ

る

く
『
東

槎

漫

録
』

一
八

八
五

年

一
月
十

四
日

V

.
日
本

で
は

一
八
六

九

(
明
治

二
)
年

八
月

、
横

浜

灯
明

台
～

横
浜

裁

判
所

間

に
電
信

線

が
架

設

さ

れ
、

ブ

レ

ー
ゲ
式
指

字

電

信
機

に
よ
る

通
信

実

験

に
も

成

功

し

て

い
る
。

そ
し

て
同

年
十

二

の

月

に

は
東

京

～
横

浜

間

で
電
信

が

実

用
化

さ

れ

る
。
ー

そ

の
後

、

一
八

七
八

(明

治

十

一
)
年

に
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は
工
部

省
中

央

電
信

局

が

東
京

木

挽

町

で
業

務

を
始

あ

る
。

こ
の
頃

ま

で

は
全

国

重

要
都

市

に

亙

る
電

信
網

も

整

え
ら

れ

た

わ

け

で
あ

る
。

一
方

、

朝

鮮

に
電

信

が
通

る
よ

う

に
な

っ
た

の

は

釜
山

～

長
崎

間

の
海

底

電
線

開

通

に
よ

る
も

の
で
、

一
八
八

四
年

二
月

の

こ
と

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

修

信

使

た
ち

が

日
本

で
電
信

を

み

て
不

思
議

に
思

い
、

関
心

を

寄

せ

た

の
は
当

然

の

こ
と

で
あ

る
。

上

に
引

い

て
お

い
た
彼

ら

の
記
録

に
当

時

の
様

子

が

は

っ
き

り
と

現

わ
れ

て

い

る
。

中

で
も

長
崎

～

釜

山
間

に
電
信

が

開

通

さ
れ

た
後

、

日
本

に
渡

っ
た
朴

戴

陽

は
、

工
部

省

中

央
電

信

局

を
訪

問

し

た
際

、

釜

山
と

の
交

信

を

直
接

経

験

す

る
。

六

千
余

里

も
離

れ

て

い
る

と

こ
ろ

で
嘘

つ
き

の
よ
う

に
声

息
が

通

じ

る

の
を

み

た
彼

は
、
「
西

洋

の
法
、

人

を
眩

惑

さ
せ

る

の
が

こ
の
通

り

で
あ

る
」

と
書

き
残

し

て

い
る
。

こ
れ
が

否
定

的

見
方

な

の
か
、

驚

き

な

の
か

は
断

定

で
き

な

い
が
、
他

の
と

こ
ろ

に
時

々
出

て
く

る
彼

の
保
守

的
態

度

を
合

わ

せ

て
み
る

時
、

多

分

否
定
的

見
方

に
近

い
と
解

さ
れ

る
。
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④

写

真
、

写
真
機

そ

れ
ま

で

の
肖

像
画

と

い
え

ば
絵

師

が
描

く

も

の
だ
け

だ

っ
た
が

、

最
初

の
修
信

使

金

綺

秀

は
機

械

で
写
す

真
像

を

日
本

で
直
接

経
験

す

る
。

そ

の
様

子

を

つ
ぎ

の
よ

う

に
観

察

し

て

い
る
。



イ

あ

る

日
、

館

伴
官

が

来

て
余

の
真
像

を

写

す

と

い
う

の

で
、

再

三
拒

ん

で
も
余

の
話

し

を

聞

か

な

い
。

ふ

と
見

る
と
、

遠

く
木

の
上

に
架

け

ら
れ

て

い
る
四
角

い
鏡

が
、

恰

か

も

我

が
国

の
鶏

塒

(
止

ま
り
木

)
に
似

て

い
る
。

木

の
柱

四

つ
を
高

く
立

て
、

そ

の
上

に
鏡

を

設
置

し

た

の
だ

が
、

鏡

は

四
角

い
櫃

で
あ

り
、

そ

の
表

は
明

る

い
鏡

で
あ

る
。

上

は
布

切

れ

で
覆

わ
れ
、

後

ろ

に
は
穴

が

あ

る

よ
う

だ
が

、

何

物

か

で
遮

ら

れ

て

い
る
。

遮

ら

れ

た

物

を
若

干
外

し
、

手

で
中

を
探

る
と
も

う

一
つ
の
鏡

が
通

り
す

ぎ

る
。

暫

く

た

っ
て
鏡
を

も

っ
て
き

て
余

に
見

せ

る
。

余

の
顔

が

そ

の
中

に
あ

る
。

鏡

か
ら

は
水

が

流

れ
落

ち

る

か

の
よ

う

に
見

え

る

が
、

櫃

の
外

側

の
鏡

は
依

然

そ

の
ま
ま

で
あ

る

く
『
日
東

記
游

』
巻

一
留

館

V

ロ

午
間

(
十

一
時

～
午

後

一
時
)
、

写
真

局

へ
往
き

写
真

を
撮

っ
た
。

厳
令

(
世
永

)
、
沈

令

(相

学
)
、

五
衛

将

(金

鋪
元

)
も

同
行

し

て

一
緒

に
撮

っ
た
。
本

局
主

人

は
鈴
木

捷

雲

で
あ

る

〈
『
日
槎
集

略
』

巻
地

七

月
三

日

〉

ハ

(
神

戸

で
)
副
使

と

と

も

に
写
真

局

へ
往

き

影

を
照

し

た

く
『
使
和

記

略
』

八

月

二
十

一

日

V
。
(
大
阪

で
)
副

使

金
校

理

(
晩

植

)
、
徐

従

事
官

(
光
範

)
と

一
緒

に
写
真

局

へ
往

き

影

を
照

し

た

く
『
使
和

記
略

』

八
月

二
十

七

日

V
。
(
東

京

で
)
写
真

局

に
往

き
影

を
照

し

た

く
『
使

和

記
略
』

九
月

十

五

日

V
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日
本

で
は
早
く

も

一
八
六

二

(文

久

二
)
年
、

横

浜

と
東
京

に
写

真
館

が
あ

ら

わ
れ
、

幕
末

.

開

化
期

の
激
動

す

る
社

会

を

写

し
、

い
ま

に
残

る
多

く

の
幕
末

の
志
士

た
ち

の
姿

は
上

野

で
撮

影

さ

れ

た
と

い
う
。
⑧

朝

鮮

に
写
真

技

術

が

い

つ
は

い

っ
た

の
か

は
ま

だ
詳

し

く
調

べ
て

い
な

い
が
、

一
八
八

五
年

四
月
、

統

理
交

渉

通

商
事

務

衙

門

は

日
本

か
ら
輸

入

さ

れ

る
写
真

器
械

、

紙

属

、

薬
種

な
ど

の
物

品

に
対

し

て
免

税

措

置
を

取

っ
て
い
る

か

ら
、

少

な

く
と

も
八

○

年
代

初

期

に
は
す

で

に
写

真
機

が

は

い

っ
て
い
た

と
推

定

さ
れ

る
。

な
ぜ

な

ら

一
八

八

一
年

の
紳
士

遊

覧

団

は
、

ロ
で
分

か

る

よ

う

に
写
真

局

へ
往

っ
て
写
真

を
撮

り
、

主
人

の
名

前

ま

で
記
録

し

な
が

ら
も

、

写
真

機

と

か
写

真
技

術

に
は

な
ん

ら
か

の
関
心

も
示

し

て

い
な

い
か

ら

で
あ

る
。

そ

の
後

、

一
八
八

三

年

の
修

信
使

朴

泳

孝
も

ま

た
、

ハ
か

ら
分

か

る
よ

う

に
神

戸

と

大

阪

と
東

京

で
そ

の
都

度

写
真

館

に
往

き
、

前
後

三
回

に
亙

っ
て
写
真

を

写

し

な
が

ら
も

、

な

ん

の
説

明

も

な
し

に

そ

の
事

実

だ

け
を

簡

単

に
書

き

残

し

て
い
る
。

彼

ら

が

日
本

で
写
真

館

に
往

っ
た

の

は
、

恐

ら
く

記
念

写

真

を
撮

っ
て
お
く

よ
う

に
と

、
誰

か

に
勧

あ

ら
れ

た

の
で
あ

ろ

う
が

、

写

真

を
撮

り
な

が

ら
も

平
気

で
あ

っ
た
と

い
う
事

実

は
、

以

前

か

ら
写
真

に
関

す

る
知

識

を
持

っ

て

い
た
証
拠

に
他

な

ら

な

い
と
思

わ

れ

る
。

反

面
、

一
八

七
六

年

の
修

信

使

金
綺

秀

は
初

あ

て

写
真

を

目

に
し

た

の

で
あ

ろ

う
。

だ

か

ら
彼

は
イ

の
よ

う

に
写

真
機

の
不

思
議

さ

に
関

心
を

集

中

し

て
い
る
。
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⑤

造
幣

局
、

印
刷

局

経
済

活
動

に
欠

か

せ

な

い
貨

幣

製

造

も
近

代

化

の
代

表

的
象

徴

の

一
つ
で
あ

る
か

ら
、

日
本

側

は
慣
例

の
よ

う

に
修
信

使

を

造
幣

局

に
案
内

し

た

よ
う

で
あ

る
。

し

か

し
、

修
信

使

た
ち

は

造

幣

の
大

切

さ
を

あ
ま

り
実

感

し

な

か

っ
た

よ

う

に
み

え

る
。

彼

ら

が
残

し

た
記

録

が
意

外

に

簡
単

な

の
は

そ

の
証
拠

で
は

な

い
か

と

み

な
さ

れ

る
。

た

だ
し

、

朴
戴

陽

だ

け

は

い
く

ら
か

詳

し

い
記
録

を
残

し

て

い
る
が
、

実

際

は
造
幣

過

程

を
観

察

し

た
内

容

で
は
な

く
、

そ
れ

を
批

判

的

観
点

か

ら
論

じ

た
内
容

で
あ

る
。

い
か

に
も
朴

な

ら

で
は

の
態
度

で
あ

る
と
も

い
え
る
。

イ

造

幣

之

局

は

所

々

に

あ

っ
て

、

金

銭

と

銀

銭

は

当

百

銭

と

当

千

銭

の
役

割

を

担

い
、

紙

幣

一
枚

は

そ

の

価

値

が

一
万

銭

に

も

な

る

。

こ

れ

を

ま

た

毎

日

の

よ

う

に

作

っ

て
止

ま

な

い

と

い
う

〈
『
日
東

記

游

』

巻

三

政

法

V

ロ

(大

阪

で
〉
飯

後

、

造

幣

局

に

往

っ
た
。

三

つ

の
門

を

順

次

に
潜

っ
た

が

、

そ

の
内

の

両

門

に

は

鉄

箭

が

挿

さ

れ

て

い

る

。

局

舎

は

非

常

に

広

く

、

何

百

間

で

あ

る

か

知

る

よ

し

も

な

い
。

火

輪

で
金

銀

銅

三

品

の

銭

を

鋳

、

銭

は

大

小

が

あ

っ
て

半

銭

か

ら

一
～

二

銭

ま

で

あ

る

が

、

金

銀

(銭

)
は

な

く

円

が

あ

る

の

み

で
あ

る

。

一
角

で
銭

の

形

を

造

る

と

、

一
角

で

は
磨

い

て

つ
や

を

出

し

、

一
角

で

は
字

を

印

す

。

立

ち

見

し

て

い

る
内

に
数

斗

に

な

る

。
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一
日
中

造

り
上

げ

る
大

小

の
数

は

そ
れ

ぞ
れ

三
万

で
あ

る

と

い
う

〈
『
日
槎

集
略

』
巻

地

四

月

十
九

日

〉

ハ

(
大

阪

で
)
造
幣

局
、

機

器
廠

工
作

鍛
練

な
ど

に
往

っ
て
み

た
。

造

幣

と
製
器

は

い
ず

れ

も
西

法

を
学

ん

で
そ

の
速

度

が
速

い
し

、

利
益

も

多

い
か

ら
、

富
強

に
達

す

る

の
は
当

然

で
あ

ろ
う

が
、

国

内

が

空
虚

で
あ

り
民

生

は
憔

悴

で
あ

る

の

は
な

ぜ

で
あ

ろ
う

か
。

利

を

追

求

す

る

の
は
充

分

で
あ

る
が

、

そ

の
利

は
外

国

に
流

れ

る
し

、

兵

を
治

あ

る

の
は

ま
め

ま

あ
し

い
が
、

そ

の
兵

は
大

本

(農

業

の
意

味

)
を
害

す

る

の

で
、

こ
う

し

て
国

富
を

達
成

す

る
と

か
、

兵

を
強

く

し
う

る

な
ん

て
余

に

は
信

じ

ら

れ
な

い
〈
『
東

槎

漫
録

』

一
八

八

四

年

十

二
月

二
十
九

日

〉

二

(東
京

で
)
午

後
、
印

刷
局

に
往

っ
て
み
た
。
す

な
わ

ち
紙
幣

を
造

っ
て
い
る
所

で
あ

る
。

お
お

か

た
紙
幣

を
使

用

す

る
法

は
銀
金

と

の
価
値

が

互

い

に

一
致

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

例

え
ば

、

金
銀

銭

一
万
円

を

蓄

え
ば

紙

幣

一
万

円

を
造

る
。

紙
幣

は
、

結

局
、

必
ず

金

銀

銭

で
換

給

す

る
か

ら

、

そ

れ

以
上

の
加

減

が

あ

っ
て

は
な

ら

な

い
。

我

が
国

の
銭
標

去

来

紳
獅
静
に
等

し

い
。

し

か

し
、

我

が
国

の
銭
標

は
私

的
手

段

な

の

で
、

銭

標

を

お

金

に
替

え

て
か

ら

で

な

い
と

お
金

と

し

て
流

通

で
き

な

い
。

反

面

、

紙
幣

は
公

的
手

段

な

の

で
、

紙

が

そ

の
ま

ま

お
金

と

し

て
流

通

さ
れ

て
も
差

し
支

え

は
な

い
。

し
か

し
、

現
在

日
邦

の
紙
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幣

は
溢

れ

る

の

に
対

し

、

金

銀

は
縮

ま

っ
て

い
る

の

で
、

も

し
紙

幣

を

金

銀

に
替

え
よ

う

と

し

て
も

兌

換

と

い
う

文
字

は
紙

の
上

の
空
文

に
過

ぎ

な

い
。

鋳

て
あ

っ
た
金

銀

銭

は
悉

く

外
国

の
商

利

と
し

て
国
外

に
流

れ

て
行

く

が
、

民

は
そ

の
術

に
騙

さ

れ

な
が

ら

も
、

愚

か

で
そ

れ
を
知

ら

な

い

〈
『
東
槎

漫
録

』

一
八

八
五
年

一
月

二
十
七

日

〉

日
本

は
欧
米

諸
国

に
匹
敵

す

る
新

貨
幣

を
造

る
機
関

と
し

て
、

一
八
七

一

(
明
治

四
)
年

二
月
、

大

阪

に
造

幣

寮

を
設

け

る
。

そ

れ
か

ら
同

年

七

月

に

は
、

大
蔵

省

内

に
紙

幣

司

を

設

け
、

一
ヶ

月

後

に

は

そ

の
名

称

を

紙

幣

寮

と

改

め

、

紙

幣

と

公

債

証

書

の
発

行

を
始

め

る

。

一
八

七

七

(
明
治

十

)
年

一
月

、

紙
幣

寮

の
名

称

は
紙

幣

局

と
変

わ

り
、

さ

ら

に
翌
年

十

二
月

に
は
印

刷

局

ぬ

と

変

わ

る
。
ー

要

す

る

に
紙

幣

寮

の
開
業

に

よ

っ
て
紙
幣

の
国

内

製

造

が

可
能

に

な

っ
た

わ

け

で
あ
る
。

し
か

し
、

朝

鮮

修

信
使

た
ち

は
先

に
指
摘

し

た
通

り
、

日
本

の
造

幣

業

務

に
対

し

て
積
極

的

な
興

味

を

示

し

て

い
な

い
。

実

際
、

イ

の
文

脈

か
ら

判
断

す

る
限

り
、

金

綺
秀

は
造

幣

局

を
見

物

し
な

か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。
彼

は
帰

国
途

中

、

当

時

の
外

務

卿
寺

島

宗

則

か

ら

一
通

の
手

紙

を
受

け

と

る
。

船

が

神
戸

で
二
昼
夜

滞

泊

す

る
か

ら
、

汽

車

を
利

用

し

て
大

阪

の
造

幣
寮

を

是

非

見

物

す

る

よ
う

に
と

の
懇

切

な
勧

あ

で
あ

っ
た
が
、

あ

い

に
く
体

の
具

合

い
が
悪

く

な

っ
た
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の

で
見

物

を

あ

き

ら
め

る
。

結

局

、
大

阪

の
造
幣

寮

と

東
京

の
印

刷

局
を

直

接

訪

ね

た

の
は
金

綺

秀

以
後

の
修
信

使

た

ち

で
、

ロ
と

ハ
と

二
は

そ

の
時

の
見

聞

記
録

で
あ

る
。

こ
と

に
、
朴

戴

・
陽

は
富

強

の
手
段

で
あ

る
造

幣

の
大
切

さ
を

認

め

な
が

ら

も
、

そ

の
問
題

点

を

鋭

く
指

摘

し

て

い
る
。

当
時

の
日
本

の
現

実
を
率

直

に
警

告
し

た
発
言

と
も

い
え

よ
う
。

⑥

造

船

所

一
国

の
経

済
面

だ
け

で

は
な

く
、

軍
事

面

に
於

い

て
も

大

き

な
役

割

を
果

た
す

の
が
造

船
技

術

で
あ

る
。

だ
か

ら

日
本

側

と

し

て
は
修
信

使

に
是
非

見

物

し

て
も

ら

い
た

い
と

こ
ろ

が
造

船

所

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

し

か
し

、

一
八
七

六

年

の
金

綺

秀

は
帰

国
途

中

、

横

浜

を
出

発

し

た
船

が
横
須

賀

で

一
泊

す

る
か

ら
、

造

船
所

を

見

物

す

る
よ

う
勧

あ
ら

れ

た

が
、

病

を

言

い
分

け

に
船

か
ら

降

り

て

い
な

い
し

〈
『
日
東
記

游
』

巻

一
停

泊

〉
、

一
八

八

一
年

の
紳

士
遊

覧

団

の

う

ち
、

趙

令

(
秉
稷

)
、

洪
令

(
英

植
)
、

魚

公

(
允

中
)
は
、

横

須
賀

の
火
輪

船

製
造

所

を

見
物

し

た

が
、
李

鑢
永

は
他

の
仕
事

が

あ

っ
て
、

一
緒

に
往

け
な

か

っ
た
と

い
う

く
『
日
槎

集
略

』
巻

地

六

月
十

八

日

V
。

結

局

、
今

度

の
資

料

か
ら

は
造

船

所
見

物

記

録

と

し

て

つ
ぎ

の

一
つ
し

か

拾

え

な

い
。
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(
横
浜

を
出

発

し

て
帰
国

途
中

、

横
須

賀

の
造
船

所

に
立

ち

よ

る
)
船

を

造

っ
て

い
る
規

模

が

奇

妙

で
あ
り

な

が

ら
非

常

に
大

き

い
。

火

輪

艦

一
隻

ご

と

に

そ
れ

ぞ

れ
石

閘

(
ド

ッ

ク
)
を

築

き

、
(
船

を

そ

の
中

に
)
泊

め

て
置

い
た

が
、

一
つ
の
閘

を

築

く
費

用

は
五
十

万

円

に
も

な

る
と

い
う

〈
『
使

和

記
略

』
十

月

二
十
六

日

〉

早

く
も

一
八
五

三

(
嘉

永
六

)
年

、

ア
メ
リ

カ

の
東

イ

ン
ド
艦
隊

司
令

官

ペ
リ

ー
が
率

い
る
軍

艦

、

い
わ

ゆ

る
黒
船

を

浦

賀

沖

で
み

た

日
本

は
、

造

船

所

建

設

に
力

を

い
れ
、

一
八

六

五

(
慶

応

一
)
年

九

月

に

は
、

横

須
賀

製

鉄

所

の
着

工

に
漕

ぎ

つ
け
、

翌
年

五

月

に
は
最

初

の
修

船

台

(
曳

き
上

げ

ド

ッ
ク
)
を

竣

工

す

る
。

一
八
七

一

(
明

治

四

)
年

二

月
、

第

一
期

工
事

を
終

え
、

製

鋼
、

錬

鉄
、

鋳

鉄

、

製

缶

の
各

工
場

お

よ
び
修

理

用

ド

ッ
ク
を

設
置

し
た
横

須

賀
製

鉄

所

は

同
年

四
月
、

そ

の
名
称

を
横

須
賀

造
船

所

と
改

め
、

本
格

的

な
造

船
体

制

を
整

え

る
。

し

か

し
、

朴

泳
孝

は
先

の
引

用
文

か

ら
分

か

る

よ
う

に
、

日
本

の
造

船

施

設

と
技

術

に
対

し

て
は
大

し

た

関

心
を

み
せ

て
い
な

い
。

実

際

、
彼

は
開

化
志

向

性

の
持

ち

主

で
あ

り
な

が

ら
も

、

日
本

の
文

明

施
設

に
関
心

を

み
せ

た

こ
と

は

ほ
と

ん

ど

な

い
。

そ

の
代

わ

り
競

馬

や
夜

会

や
晩
餐

会

は
彼

の
記
録

に
漏

れ

な
く
あ

ら

わ
れ

る
よ

う

で
あ
る
。
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⑦

造
紙

所

修

信

使

た
ち

は
、

こ
れ
か

ら
取

り

あ
げ

る

い
ろ

ん
な
文

明

設
備

に
も

関
心

を

寄

せ

て
い
る
。

特

に
、
瓦

斯
設

備

と
灯
台

に
対

す

る
彼

ら

の
深

い
関

心

が
注

目
を
引

く
。

(大

阪

で
)
諸

公

と
と

も

に
造
紙

局

へ
往

く

と
、

本

局

の

(
官
)
吏
真

島

襄

一
郎

が
茶

果

を
勧

め

る
。

い
よ

い
よ
造

紙

所

に
行

っ
て
み

る
と
、

火
輪

を

も

っ
て
機
械

に
潅

水

し

て
お

り
、

紙

本

に
は
綿

、

布
木

、

苧
、

絹

織

り
、

毛

革

、

根
皮

な
ど

い
ろ

ん
な
破

片

雑

物

が
あ

る

〈
『
日
槎
集

略
』

巻
地

四
月

十
七

日

〉
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⑧

紡

績
所

(
大
阪

で
)
紡

績

所

に
行

っ
て
み
た
。

男
女

が

一
緒

に
集

ま

っ
て
お

り
、

こ

こ
も

や

は
り

火

輪

で
綿

を
打

っ
て
糸

を
造

っ
て

い
る
。

お

お

よ

そ
造

紙

も
紡

績

も
非

常

に
速

く

な
さ

れ

る

の
で
形

容

し
が

た

い

く
『
日
槎

集
略

』
巻

地

四
月
十

七

日

V

⑨

瓦
斯

局
、

煤
気

局

イ

(横

浜

で
)
申
後

(
午
後

四
時

頃

)
、

趙

令

(
秉
稷

)
、
高

主
簿

(
永

喜
)
と

一
緒

に
瓦

斯
局



へ
往

っ
た
。

こ

の
局

は
煤
気

の
機

器
を

設

備

す

る
所

で
あ

る
が

、

煤
気

は
石
炭

を

焼

い
た

煙

で
あ

る
。

横
浜

内

各

地

の
燃

灯

は

こ

の
煤

気

に
よ

る
も

の

で
あ

る
。

油

で
も

蝋
燭

で
も

な

い

の

に
毎

夜

火

が
点

り
、

暁

に
至

っ
て
消

さ

れ

る
。

た

だ
、

火

を

付

け

る
時

に
は
、

人

が
他

の
火
を

灯

内

の
芯

に
近

づ

け
、

消

す
時

に

は
芯

を

低

あ

る

の
み

で
あ

る
。

横

浜
内

の

街
路

辺

に
は
鉄

柱

を
立

て
、

瑠
璃

灯

を
懸

け

て
お

り
、

家

の
中

に
は
鉄
機

を

設

け
、

そ

こ

に
瑠
璃

灯

を
懸

け

る
。

街

路

辺

の
灯

は
五

百
、

家

の
中

の
灯

も

五
百

あ

る

が
、

毎

一
灯

の

火

価

は
毎

月

四
円

だ

と

い

う
。

更

に
、

煙

を
貯

蔵

す

る
桶

と

袋

も

あ

る
が
、

袋

は
革

で
造

ら
れ

る
。

四
方

を
全

部
縫

い
、

上

段

の
中

間

に
小

さ

い
穴
を

開

け
、

こ
れ

を
鉄

で
飾

っ
て

置

く
。

そ

の
他

に
も
ま

た
、

革

紐

が

あ

り
、

そ

の
周

り

の
太

さ

は
縄

位

だ

が
、

長

さ
は

二

尺
程

度

で
、

中

は
空

っ
ぽ

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
革

紐

の
両

端

を

そ

れ

ぞ
れ

煙

の
桶

と

袋

の
入

り

口
に
挿

し
込

め

ば
、

煙

が

紐
を

通

っ
て
袋

の
中

に

は

い
り
、

袋

は
膨

れ
上

が

る
。

適
度

な

量
を

袋

に
入
れ

て
売

る
と

、
値

段

は
三

〇
銭

で
あ

り
、

一
晩

中

の
灯

火

を
充

分

に

付

け
る

と

い
う
。

瓦
斯

局

の
石
川

善

三
が

巧

み

に
解

い

て
く

れ

た

く
『
日
槎

集
略

』
巻

地

六

月
十

三

日

V

ロ

煤
気

局

は
海

辺

に
あ

り
、

煤

気

を
盛

ん

に
造

っ
て

い
る
。

東
京

内

の
所

々

に
あ

る
煤

灯

は
み

な

こ
れ

に
よ

っ
て
燃

え

る

の

で
あ

る

〈
『
東
槎

漫

録
』
一
八

八

五
年

一
月
十

四
日

〉
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日
本

の
場

合
、

文

明
開

化

の
象
徴

的

な
存
在

と

し

て
ガ

ス
灯

が
初

あ

て
点

っ
た

の
は
横
浜

で
、

一
八

七

二

(
明

治

五
)
年

九

月

の
こ
と

で
あ

る
。

そ

の
後

、

一
八

七

四

(
明
治

七
)
年

に

は
東
京

ゆ

に

も

ガ

ス
灯

が

点

り

、

や

が

て

全

国

に
普

及

し

て

い

っ
た

い

う

。
矼

そ

う

い

う

わ

け

で
、

イ

に

出

て

く

る

小

売

り

用

ガ

ス
袋

の
話

に

は
当

時

の
様

子

が

面

白

く

描

か

れ

て
あ

る

。

⑩

灯

台

局

航

海

の
安

全

を

図

る
た

あ

の
洋

式
灯

台

も
新

文

明

の
産

物

の

一
つ
に
違

い
な

い
。

そ

れ
が

修

信

使

た
ち

の
目

に
珍

し

く
見

え

た

の
は
当

然

で
あ

る
。

た
だ

、

金

綺
秀

は
船

の
上

で
灯

台

を

眺

め

た
が

、
朴

戴

陽

は
横

浜

ま

で
出

か

け
、

そ

れ
を

詳

し

く
観

察

し

て

い
る
。

恐

ら

く
、

そ

こ

で

旗

に
よ

る
手

信
号

の
存

在
も
初

め

て
聞

い
た

の

で
あ

ろ
う
。

イ

山

の
麓

に

は
時

々
白

い
建

物

が
見

え

る
。

こ
れ

を
灯

明

台

と

い
う
。

夜

に
は

そ

こ

に
灯

が
点

り
、
船
路

を

明

る
く

照
ら
す

の

で
、

闇

の
中

で
も
道

に
迷

う
心
配

は
な
く

な

る

く
『
日

東
記
游

』

巻

一
停
泊

V

ロ

横

浜

に
灯

台

局

が
あ

っ
て
、

局

長

が
灯

台

を

見
物

す

る
よ

う
欽

差

一
行

を
招

い
た
。
上

午

九
点

鐘

、

横

浜

に
往

っ
て
み
た

。
灯

室

は
瑠
璃

で
造

ら

れ
、

大

き

さ

は
鐘
程

度

で
、

そ
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の
中

は
十

余
人

も

は

い
れ

る
位

で
あ

り
、

高

さ

は

二
丈

程

で
あ

る

が
、

幾

層

に
重

な

り
、

魚

の
鱗

み

た

い
に
繋

が

っ
て

い
る
。

石

油

を

炊

い

て
火
を

付

け

る

の
だ

が
、

灯

が
廻

れ
ば

火

炎

は
山

の
よ

う

に

な
り
、

角

が

廻

れ
ば

火

の
色

が

変

わ

る
。

お

お

よ

そ
灯

は
層

に
な

っ

て
い

る

の
で
火
勢

は
も

っ
と
長

く

な

り
、

角

が

あ
る

か

ら
火

の
色

が

変

わ

る
訳

で
あ

る
。

灯

は
三
階

の
台

の
上

に
あ

る
が
、
台

は
我

が

国

の
十

字

閣

(矢

倉
)
の
制

度

と
同

じ

で
あ

る

が
少

し
大

き

い
。

真

っ
直

ぐ
海
上

に
臨

ん

で
い
る

の

で
、

夜

に
火

を

付

け

る
と

数

百
里

の

外

を
往

来

す

る
輪

船

に
風

浪

と
暗

礁

を

照

ら
す

こ
と

が

で
き

る

と

い
う
。

な

お
、

各
種

の

旗

に
よ

る
信

号

が

あ

っ
て
、

百

里

の
外

か

ら

も
互

い

に
問
答

が

で
き

る
。

も

し
あ

る
件

に

つ
い

て
聞

こ
う

と
す

れ

ば
、

一
定

の
旗

を
挙

げ

、

答

え
も

同

じ

く
順

次
旗

を

挙

げ

る
と
、

一
場

の
談
話

に
な

る
と

い
う

く
『
東
槎

漫

録
』

一
八

八
五

年

二
月

三

日

V

日
本
最

初

の
洋
式

灯
台

は

一
八
六

九

(
明
治

二
)
年

一
月

に
現

わ

れ

た
。

横

須
賀

近
く

の
観

音

崎

灯
台

が

そ
れ

で
あ

る
。

同

年

に
は

ま

た
、

野

島

崎

(
千

葉

県

)
に
、

そ

の
翌

年

に
は
樫

野

崎

(
和
歌

山

県
)
に
、
翌

々
年

に
は
佐

多
岬

(
鹿
児

島

県
)
と
剣
崎

(
神

奈

川
県
)
に
も

そ
れ
ぞ

れ
灯

台

が

設
置

さ
れ

る
。

こ
う

し

て
明
治

初

期

に
は
既

に
全

国

三
十

ヶ
所

以
上

に
灯

台

が
設

置

さ

れ

た

と

い
う
。
ω

金

綺
秀

が

日
本

で
ど

こ

の
灯
台

を
見

た

の
か

は
定

か

で
な

い
が
、

横

浜

に
着

く
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ま

で
は
所

々

で
そ

れ
を

見

掛

け

た

の

で
あ

ろ
う
。

船

の
上

で
見

た

の

で
そ

の
機

能

だ

け
を

簡
単

に
記

録

し

て

い
る
。

反

面

、

朴
戴

陽

は
灯

台

を
直

接
見

た

の

で
そ

の
構

造

と
機

能

を

い
く

ら

か

詳

し

く
描

い
て

い
る
。

⑪

人
力
車

修

信
使

た
ち

が

日
本

で
初

め

て
経

験

し

た
乗

り

も

の
の
中

に
は
人

力
車

と
馬

車

が

あ

る
。

人

力

車

は

日
本

独

自

の
発

明

品

で
あ

る
が

、

馬
車

は
開
港

以

来

西

洋

か

ら
習

っ
た
乗

り
も

の
で
あ

る
。

そ

れ
を

珍

し

く

み
た
金

綺

秀

は

そ

の
仕
組

み
と

走

り

ぶ

り
を
相

当

詳

し

く
観

察

し

た

の

で

あ

る
。
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延

遼

館

の
前

に

は

数

え

き

れ

な

い
程

多

く

の
人

力

車

が

あ

る

。

人

力

車

は

両

輪

で
、

車

輪

の

間

に
席

を

設

け

人

を

坐

ら

せ

る

の

だ

が

、

も

し

二

人

が

坐

る

と

肩

が

互

い

に

ぶ

つ
か

・
る

。

幕

が

あ

っ
て

後

ろ

は

高

く

、

両

側

は

低

い

が

、

前

に

は

そ

れ

が

な

い

。

幕

の
後

ろ

に

は

襞

畳

(
蛇

腹

の

よ

う

な

も

の
)
あ

っ

て
、

雨

が

降

る

と

か

日

差

し

が

あ

る

時

に

は

、

(
こ

れ

を

)
広

げ

て
覆

う

と

屋

根

の
付

い

た

乗

り

物

に

な

る

。

車

輪

は

二

つ

の

木

棒

で
支

え

ら

れ

、

前

の

方

に
延

び

て

お

り

、
(
そ

れ

が

)
格

子

の

よ

う

な

秤

竿

に

な

っ

て

い

る

。

格

子

の



中

に

一
人

が

は

い
り
、

秤
竿

を

胸

に
当

て
走

る

の

で
、

飛

ぶ

よ

う

な
速

さ

で
あ

る
。

随
員

は
み

な
そ

の
上

に
乗

っ
て
い
る

く
『
日
東

記
游

』
巻

一
留

館

V

東

京

で
人
力

車

の
営

業

が
始

ま

っ
た

の
は

一
八
七

〇

(
明
治

三
)
年

三
月

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

れ

が

一
年

後

に
は

一
万

台

以
上

に

な

り
⑫
、

一
八
七

四
～

五

年

頃

に
は
上

海

や
東

南

ア
ジ

ア
地

の

域

に

も

輸

出

さ

れ

た

と

い

う

。
α

し

か

し

、

金

綺

秀

は

東

京

で

そ

れ

を

初

め

て

み

た

の

で

あ

ろ

う

。
⑫

馬
車馬

車

は

一
つ
の
長

い
乗

り
物

で
双

馬

が
引

く
。

四
輪

で
前

は
低

く
、

後

ろ
は
高

い
。

そ

の
上

に
屋
を

設

け

た

が
、

屋
根

が
高

く
、

四
面

は
瑠
璃

の
窓

に
な

っ
て
お

り
、

左

と
右

の

方

は
自
由

に
開

け

る

こ
と

が

で
き

る
。

人

が
乗

り
降

り
す

る
時

に
は
車

に
付

い

て
い

る
階

鉄

が
恰

か

も
馬

の
鞍

の
鐙

の
よ

う

な
役
割

を

果

た

す
。

車

の
中

に
は
前

と

後

ろ

に
床

が

あ

る
が
、

油

の
光

彩

が
燦

然

で
あ

る
。

二
人

ず

つ
向

い
合

っ
て
四
人

が
坐

れ

る

が
、

十

数
人

が

坐

れ
る

も

の
も
あ

る
と

い
う
。
車

の
外

側

の
前

後

に

は
御

者

(
馬
丁

)
の
坐

る
席

が
あ

っ

て
、
(
馬

丁

は
)
そ

こ

に
坐

り
手

綱

を
握

る

よ
う

に
な

っ
て
い

る
。

そ

し

て
手

綱

を
調

節

し

な
が

ら
馬

を

速

く
、

あ

る

い
は

ゆ

っ
く

り
走

ら

せ

た

り
、

方

向

を
左

か
右

に
向

け

る

の
も
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思
う

が
ま

ま

に

で
き

る

く
『
日
東

記
游

』
巻

一
留

館

V

日
本

で
二
頭
立

て

の
馬

が
引

く
馬

車

が
営

業
を

始

め

た

の
は

一
八

六
九

(
明

治

二
)
年

三
月

の

こ
と

で
あ

る
。

横

浜
～

東

京

間
を

走

っ
た
馬

車

は
六

人

乗

り

だ

っ
た

の

で
、

当

時

は
乗

り
合

い

馬

車

と
呼

ば

れ
た
。

し

か
し
、

一
八
七

二

(
明
治

五
)
年

九
月

、
横

浜

～
東

京
間

に
鉄

道

が
通

っ

の

て
か

ら

は
乗

り
合

い
馬

車
も

そ

の
使
命

を

終

え
た
も

の

の
"
、

そ

の
代

わ

り
、

一
八

七

四

(
明

治

七

)
年

八

月

に
は
浅

草

～
新

橋

間

を
走

る

二
階

建

て

の
大

型

馬

車

が

一
時

現

わ

れ

た

が
、

ま

も

な

く
軽

便

な
乗

り
合

い
馬

車

に
代

わ

り
、

そ

の
名

称

も

ガ

タ
馬

車

ま

た

は
円
太

郎

馬

車

と
呼

ば

ロ

れ

た

と

い

う

。
。

そ

う

い
う

時

期

に
東

京

で

二

十

日
間

泊

ま

っ
た

金

綺

秀

が

実

際

に
乗

っ
た

の

は

、

四
人

乗

り

だ

っ
た

よ

う

で

、

一
般

の
円

太

郎

馬

車

で

は

な

く

特

別

に

用

意

さ

れ

た

公

用

馬

車

で

は

な

か

っ
た

か

と

思

わ

れ

る

。

燦

然

た

る

内

部

の
構

造

ま

で

分

か

っ
て

い

る

の

が

そ

の
証

拠

に

な

る

。

い

ず

れ

に

し

て

も

彼

は
馬

車

を

細

か

い
と

こ

ろ

ま

で

描

い

て

い

る

。

そ

れ

ほ

ど

の

関

心

を

寄

せ

た

の

で

あ

る
。
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②

軍
事

化

と
操
練

明

治
初

期

の
日
本

に
お

け

る

も
う

一
つ
の
国

家
的

目

標

は
強

兵

で
あ

る
。

そ
う

い
う
意

味

か



ら
朝

鮮
修

信
使

た
ち
が
新

式

軍
事

訓
練

に
案
内

さ
れ

た

の
は
当

然

の

こ
と

で
あ

る
。

①

陸
軍

操
練

陸

軍
省
操

練
場

で
修
信

使

た
ち

が
み
た

の
は
制

式
訓
練

と
歩

砲
騎

兵

の
共
同

実
戦
訓

練

で
あ

っ

た
。イ

陸

軍

省

内

に

は

広

場

が

あ

っ
て
、

木

柵

に

囲

ま

れ

て

い

る

。

陸

軍

卿

以

下

諸

官

が

余

を

迎

え

椅

子

に
座

っ
た

。

最

初

に

歩

軍

を

試

し

た

。

歩

軍

は

一
組

に

五

名

、

十

名

ず

つ
立

っ

て

い

る

が

、

一
隊

に

は

必

ず

隊

長

が

あ

り

、

手

に

は

標

旗

を

持

っ
て

い

る

。

更

に
、

一
騎

将

が

あ

っ
て
往

来

し

な

が

ら

角

(
ラ

ッ
パ

)
を

も

っ
て

指

揮

す

る

。

角

声

が

一
度

鳴

る

に

従

い
旗

が

そ

れ

に
応

じ

、

旗

が

動

き

出

す

と

衆

軍

も

ま

た

動

く

。

前

へ
進

む

時

も

、

後

ろ

へ

退

く

時

も

一
斉

に

動

く

。

抜

剣

挿

剣

、

挙

銃

植

銃

、

だ

れ

一
人

先

に

す

る

と

か

後

に
す

る

も

の

は

な

い
。

左

か

ら

出

て
右

へ
は

い

り

、

右

か

ら

出

て

左

へ
は

い

っ
た

り

、

前

か

ら

出

て

後

ろ

へ
退

き

、

後

ろ

か

ら

出

て

前

へ
進

ん

だ

り

も

す

る
。

あ

る

い

は
走

り

な

が

ら

通

り

過

ぎ

た

り

、

囲

ん

だ

り

す

る

の

は

、

ま

る

で

常

山

の
蛇

(

『
孫

子

兵

法

』

九

地

篇

に

み

え

る
陣

勢

の
喩

え

)

の
よ

う

に
、

腰

と

腹

が

攻

め

ら

れ

る

と

頭

と

尻

尾

が

来

て
救

援

す

る

。
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次

は
馬

軍

を
試

し

た
。

…

…

(
中

略
)
…
…
軍

士

は
皆
壮

健

で
す

ば

し

こ
く
、
腰

に
は
剣

を

佩

き
手

に
は
槍

を

も

っ
て

い
る
。

身
を

飛

ば

し

て
馬

に
乗

り
足

で
鐙

を
激

励

す

る

と
、

馬

は
飛

ぶ
よ

う

に
走

る
。

緑

茸

芳
草

の
地

上

か

ら

は
動

い

て

い
る

四

つ
の
馬

蹄

が

ち

ら
り

ち

ら

り
と

み

え

る

の
み

で
あ

る
。

一
回

は
前

へ

一
回

は
後

ろ

へ
、

命

令

に
す

こ
し

も
違

わ

ぬ

の
は
歩

軍

と
等
し

い
。

次

は
車

軍

を

試

し

た
。

戦
車

は
両
輪

で
駟

馬

が

そ
れ

を
引

く

。

上

に

一
将

が

坐

り
前

後

を
軍

兵

が
護

衛

す

る
。

後

ろ

に
は
鈎

で
繋

い
だ
小

車

が

あ

る

が
、

そ
れ

は
自
由

に
切

り

放

し

た
り
繋

ぐ

こ
と

も

で
き

る
。

前

に
は
大

砲

を
据

え

後

ろ

に

は
薬
筒

が

あ

る
が

い
ず

れ

も

銅

製

で
あ

る
。

一
度

馳

逐

し

な
が

ら

一
斉

に
砲

を

打

つ
の
だ

が

、
砲

が
所

指

に

し

た
が

っ

て
動

く

と
砲

声

は
大

野

を
揺

る
が
す

。

ま

た
砲

を

背

負

っ
た
馬

が

そ

の
後

を
追

っ
て

い
る

の

で
、

放

砲

に
臨

ん

で
は
砲

を
地

上

に
降

ろ

し

一
斉

に
打

つ
の
だ

が
す

こ
し
も

食

い
違

い

は
な

い
。

命
令

通

り

進

む
と

か
退

く

の
は
馬

軍

と

同

じ

で
あ

る

が
、

但

し

そ

の
陣

法

は

あ

く

ま

で
も
長

蛇

が
地

を
捲

く

よ
う

な
気
勢

で
あ

る

く
『
日
東

記
游

』
巻

二
玩
賞

V

ロ

い
よ

い
よ
陸

軍
操

練

場

へ
行

き

、
操

練

を

見

た
。

四
人

の
隊

長

が

歩
兵

二
～

三

百
名

を

率

い
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

銃
剣

を

も

っ
て
隊

列

を
作

り
、

行
陣

し

な
が

ら
喇

叭

を
吹

く

。

隊

長

は

口

で
指
揮

し

な
が

ら
、

座

ら

せ

た
り
、

立

た
せ

た

り
、

進

ま

せ

た

り
、

退

け

さ
せ

た
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り
し

て
も
、

衆

軍

は
少

し
も
違

わ
ず

そ
れ

に
応

じ

る
。

丘

の
上

に
敵

陣

を
設

け
、

砲
を

打

ち

な

が

ら
互

い
に
応

戦

し

て

い
る
内

に
、

馬
兵

は
馬

車

に
大

砲

を
載

せ
、

陣

を
成

し

て
四

～

五
回

砲
を

打

っ
た
後

、
車

輪

を
外

し

て
大

砲

と
共

に
馬

に
載

せ
、
急

い

で
引

き
上

げ

る
。

こ
れ

で
追

っ
た
り
追

わ
れ

た
り
し

な
が
ら
、
戦

っ
て
勝
利

を
決

め

る
格

好
を

作

る

の
で
あ

る
。

行
陣

も

破
陣

も

た
だ
喇

叭

一
つ
に

よ

っ
て
な
さ

れ

、
銅

鑼

や
太
鼓

や
旗
幟

に
よ
る

指
揮

は

勿
論

な

い
〈
『
日
槎
集

略
』
巻

地

四
月
十

九

日

〉

②

海

軍
操

練
、

競
漕

海

軍
省

で
は
大

砲

発
射

訓
練

の
他
、

隅

田
川

で
行

わ
れ

た
競
漕

を

み

て

い
る
。
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イ

海

軍
省

で
は
大

砲
術

を

見

た
。

海

岸

に

一
屋

が

あ

っ
て
、

両
側

の
頭

部

は
細

く

腰
部

は

広

く
、

い
ず

れ
も

船

の
よ

う

に
見

え

る
。
中

へ
は

い
る
と

十
数

ヶ
所

の
戸

が
開

い

て
い

て
、

恰

か

も
船

窓

に
似

て

い
る
。

窓

の
前

に

は
必
ず

機

輪

を
付

け

た
大

砲

が

置

い
て
あ

り
、

窓

口
を

向

い
て

い
る
。

窓

の
左

と
右

は
真

っ
直

ぐ
斜

め

に
な

っ
て
、

そ

れ
ぞ

れ
砲

輪

に
当

て

る
鉄

路

二
条

が
設

け
ら

れ

て
い

る
。

砲

が
左

へ
動

け
ば

左

で
支

え
、

右

へ
動

け

ば
右

で
支

え

る
鉄

道

が

あ

る
訳

で
あ

る
。

こ
の
時

、

一
人

は
手

に
小
旗

を

持

ち
、

窓

に
近

づ
き

敵

の



様

子

を
窺
察

し
、
も

う

一
人

が
角

(
喇

叭
)
を
吹

き

な
が

ら
信

号

を
送

る

と
、
七

～

八
人

は

(
火

)
薬

を
載

せ

て
火

を
付

け

よ
う

と
す

る
。

敵

を
窺

察

す

る
人

が

い
き

な

り
手
旗

で
右
を

指

す

と
吹

角

も

そ

こ
に
応

じ

る
。

放

砲

人

た

ち

が
砲
輪

を

推

し

て
右

へ
廻

せ
ば

、

砲

口
は

窓

に
向

け
ら

れ

る
。

只
今

、

砲

を
撃

と

う

と
す

る
所

で
、
窺

察

者

が
改

め

て
左
を

指

し
、

角

声

が
鳴

る
と
、

直

ち

に
砲

輪

を
推

し

廻

す
。

砲

躰

が
左

に
移

さ

れ

て
も

砲

口

は

そ

の
ま

ま

窓
を

向

い

て
い

る
。
蓋

し
、

左
右

前

後

に
動

く
砲
輪

に
合

わ

せ

て
鉄

路

を
敷

い
た

の
は

こ

の
た

め

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。
敵

を
左

右

か

ら
窺

い
、
動

き

に
合

わ

せ

て
撃

つ
の
だ

が
、

今

の
こ

の
習
放

(
発
砲

練

習
)
は
敵

に
臨

ん
だ
時

と
違

わ

な

い
。

七

～
八

人

が
同
時

に
力

を

合

わ

せ
、

推

す

も

の
、

整

え

る

も

の
、
(弾

)
丸

を

運

ぶ
も

の
、

火

(
薬

)
を

載

せ

る
も

の

が

そ
れ

ぞ

れ
自

分

の
役

割

を
果

た

す

の
で
、

手

と
脚

は
忙

し
く

動

き

廻

り
、

一
呼

吸

の
間

に
諸

砲

一
斉

に
発
砲

さ
れ
、

そ

の
音

は
山

海

を
揺

さ
ぶ

り
、

両

耳

が

ぼ

や

っ
と
す

る
。
発

砲

に
臨

み
伝

語
官

二
人

が
余

の
坐

る
床

の
両
側

に
近

よ

り
、

余

を

し

っ
か

り
掴

む

。

余

が

驚

き
、

揺

さ
ぶ

ら
れ

る

の
を

心
配

し

た
か

ら

で
あ

る
。

そ

こ

で
余

は
笑

い
な
が
ら

言

っ
た
。

「
余
、
今

少

し
疲
れ

て
い
る
と

は
雖
も

、
最
早

不
動

心

の
年

(
四
十

の
年
、
出

典

は

『
孟

子
』

公
孫

丑
上

)
を
過

ぎ

て
い
る
。

若
干

の
砲
声

の
類

が

い
か

に
し

て
余
を

動

か
せ

る

の

で
し

ょ

う
か
」

〈
『
日
東
記

游
』
巻

二
玩
賞

〉
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ロ

隅
田

川
吾

妻

橋
水

戸

邸

の
前

で
海
軍

競

漕

が

あ

る
と
、

外

務

省

が
五

辻
長

仲

を

送

り
、

見

物
す

る

よ
う
要

請

す

る

の

で
諸

公

と

一
緒

に
行

っ
て
み

た
。

海
軍

大

尉

曾
根

俊

虎

と
海

軍

の
秘

書

堤

従
正

が

迎

え

て
く

れ

る
。

一
大

の
火

輪

船

が
旗

幟

を
掲

げ

、

碇

を
降

ろ
し

て

い

る
中

に
、

一
船

ご

と

に
海

軍

六
名

あ
る

い
は
十

二
名

が
乗

っ
て
い

る
小

船

が

見

え

る
。

一
船

の
軍

は
紅

巾
、

一
船

の
軍

は
黄

巾
、

一
船

の
軍

は
青

巾
、

一
船

の
軍

は
白
巾

を
着

け

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

船

の
左

右

に
分

か

れ

て
坐

り
、

櫓

を

握

っ
て
い
る

。
大

船

で
砲
を

撃

つ
と
、

四

つ
の
軍

船

同
時

に
放
流

し

て
、

二
十

丁

間

を
往

来

し

な

が
ら

、
互

い
に
先

を
競

う

。

往
来

の
時
、

審

査

官

が
船

に
乗

っ
て
後
を

追

い
な

が
ら

、

そ

の
遅

速

を
調

べ
る
。

速

い
も

の
に

は
賞

が

あ

り
、

遅

い
も

の

に
は
罰

が

あ

る
。

先

に
着

い
た
時

に

は
船

か
ら

砲

を

撃

つ
。

こ
う
す

る

こ
と
十

四

回
が

終

る
と

、

今
度

は
水

雷
砲

を

三

回
撃

つ
。

電
線

を

水
中

に
入

れ

、
薬

丸

で
そ

の
火
気

を

衝

い

た
と

い
う
。
(
水

雷

が
)
発
砲

さ
れ

る
時

、

そ

の
音

は

霹
靂

の
如

く
、
波

は
山

の
よ
う

に
立

ち
上

が
る
。
初

め

て
見

る
景
観

で
あ

る

〈
『
日
槎
集

略
』

巻
地

五
月

二
十

日

〉
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日
本

で
は

一
八

七

三

(
明
治

六
)
年

一
月

十

日
、

国
民
皆

兵

制
を

取

り

い
れ

た
徴

兵
令

が
制
定

さ
れ

て
お

り
、

朝

鮮

修
信

使

た

ち
が

日
本

を
訪

問

し

た

の
は

そ

の
後

の

こ
と

で
あ

る
。

結

局
、



彼

ら

は

日
本

の
新

式

軍
隊

訓

練

を
初

め

て
み

た

の

で
あ

る

か
ら

、

そ

の
訓

練

動
作

一
つ

一
つ
に

見

入

っ
た

の
は
当

然

の

こ
と

で
あ

る
。

中

で
も

ロ
は
海

軍

の
競

漕

見
物

記

で
あ

る
が

、

日
本

で

は

一
八
七

七

～
八

(
明
治

十
～

十

一
)
年

頃

か
ら

東
京

大
学

の
学

生

で
ボ

ー
ト
を
漕

ぐ

も

の
が
出

始

あ
、

一
八
八

二

(
明
治
十

五
)
年
東
京

師
範
学

校

も

二
隻

の
ボ

ー
ト
を
造

っ
て
漕

い

で
い
た
が
、

の

一
八

八
三

年

に

は
両

校

の
間

で

レ
ー

ス
が
行

わ

れ

た
と

い
う

。
矼

こ
れ
を
き

っ
か
け

に
東

京
大

単

に
漕

艇
倶

楽
部

が
創

設

さ
れ

る
が
、

同

年
六

月

三

日

に
は
海
軍

省
も
、

明
治

天

皇
を
迎

え
、

隅

田

の

川

で
午

前

九

時

か
ら
午

後

三

時

ま

で
ボ

ー
ト

レ
ー

ス
と
水
雷

の
打

ち
上
げ

を
行

っ
て
い
る
。
矼

し

か

し
李
鐚

永

一
行

が
海

軍
競

漕

を
見

物

し

た

の
は

一
八
八

一

(
明

治
十

四
)
年

五
月

二
十

日

(新

暦

六

月

十

六

日
)
の

こ
と

で
あ

る
。

恐

ら
く

海
軍

競

漕

は
早

く

か

ら
行

わ

れ

た

よ
う

で
あ

る
。

日
本

側

は
生

ま
れ

た
ば

か

り

の
海

軍
競

漕
を

彼

ら

に
是

非

見
せ

た
か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

し

か
し

軍
事

施

設

や
訓

練

を

み

た
朝

鮮
使

節

の
心

は
意

外

に
も
冷

た

い
,

か

え

っ
て
辛
辣

な

批

判

を
浴

び

せ

て
い

る
場
合

も

あ

る

の

で
あ

る
。

こ
こ

に
そ

の
適

例

が

あ

る

の

で
し
ば

ら

く
引

い
て
み

る

こ
と

に
す

る
。
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③

軍
律
と
兵
制
に
対
す
る
所
見

イ

陸

軍

士

官

学

校

の
教

場

と

砲

兵

工
廠

を

み

に

い

っ
た

。

馳

馬

、

放

砲

、

跳

躍

、

材

蹶

(
倒

れ

た

り
覆

え

た
り
す

る

こ
と
)
し

な

が
ら
高

い
と

こ
ろ
を

這

い
の
ぼ

り
、

険

し

い
と

こ

ろ
を
攻

あ

な
が

ら
先

を
競

っ
て
勇

ま
し

さ
を

み
せ

る

の

で
、

技
芸

は
ま

す
ま

す
精

熟
す

る
。

ま

た
算

数

、

測
候

、

図

画

、

工
匠

の
術
を

学

び

、

そ

れ
を

修

め

て
か
ら

初

あ

て
上

将

に

な

れ

る
。

日
本

の
師
律

(
軍
律

)
と
兵
制

が

精
強

で
な

い
の

で
は

な

い
が
、

西
国

人

の
目

で
み
れ
ば

ま
だ

こ
ど
も

の
戯

れ

に
過
ぎ

な

い
で
あ
ろ
う
。
況

ん
や
幅
員

(
地
域
)
の
広

さ
と
狭

さ
が
揃

っ

て
い
な

い
ば

か

り
か
、

士

馬

の
健

気

さ
と

弱

さ
が
等

し
く

な

い
し
、

軍

に
地

水

(
『
易
経

』

の
地

水
師

卦
)
の
丈

人

(
立

派

な
統

率
者

)
が

い
な

い
う

え
、
兵

は

み
な
市

井

の
游

民

で
あ

る
。

そ
れ

な

の
に
他
人

の
術

を

学

び
人

の
要
衝

を

倒

そ

う

と
す

る

の
は
難

し

い

こ
と

で
は

な

か

ろ
う

か
。

人

々
が

逢

蒙

(
『
孟

子
』

離
婁

下

に

み
え

る
人

物

。

夏

の
時
代

、

弓

術

に

う

ま

い
有

窮
国

の
王

で
あ

っ
た

葬

か

ら
弓

道
を

習

っ
た

が
天

下

一
に
な

り
た

い
欲

望

で
恩

師

葬

を

殺

し

た
残

酷

な

人
物

)
に
な

っ
て
く
れ

れ

ば

よ

い
が

、

そ
う

で
な

い
限

り

、

あ

ち

ら

の
技

は
無

窮

で
あ

り

、

こ
ち

ら

の
才

は
た

だ
黔

驢

の
手

並

み

(
見

か

け

は
立

派

で
あ

る
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が
中

身

が

な

い
有

り
様

。

む
か

し
中

国

の
黔

州

で
通

り
す

ぎ

る
驢
馬

の
鳴

き
声

を

聞

い
た

虎

は

そ

の
大

き

な
響

き

に
驚

き
怖

く
感

じ

た

が
、

そ

の
足

げ

が
弱

い

こ
と

を

見
極

め
た

の

で
結

局
驢

馬

を
殺

し

て
食

べ
た
と

い
う
故
事

。

出

典

は
柳
宗

元

『
三
戒
』
)
に
過
ぎ

な

い
。

兵

志

の

い
わ

ゆ

る
泰

山

と
累

卵

の
よ

う

に
勝
敗

の
形

成

は
敵

を

待

た
ず

に
決

っ
て
い

る

の

で
あ
る
。

故

に
自

ら
強

く

な

ろ
う

と
す

れ
ば
徳

を

修

あ

る
道

し
か

な

い

〈
『
東
槎

漫

録
』

一

八
八

五
年

一
月

十
九

日

〉

ロ

孟
津

の
軍

士

は
紂

の
相

手

に
な

れ

な
か

っ
た

し

(
『
書

経
』

武
成

の
故

事
。

周

の
武

王

が

商

の
紂

を

討

つ
時

の

こ
と

で
あ

る
。

出

征

一
ヶ
月

足

ら

ず

で
孟

津

を
渡

っ
た

が
、

武

王

の
軍
勢

は
少

な

か

っ
た
た

め
、

紂

の
相
手

と
し

て
は
弱

い
立
場

で
あ

っ
た
。

し

か
し
慈

し

み
深

い
武

王

の
徳

に
感

心

し

て
民
衆

が
悦

ん

で

つ
い

て
き
た

の
で
最
後

に
は
戦

い

に
勝

つ
)
、

縞

素

を
着

け

た
軍

士

は
項

羽

の
相
手

に

な
れ

な

か

っ
た
が

(
『
史

記

』
古

祖

紀

の
故

事
。

漢

の
劉

邦

が
巴

蜀

で
出

師

し
、

項

羽

を
討

つ
時

の

こ
と

で
あ

る
。

劉

邦

は
、

楚

の
義

帝

を

殺

し

た
項

羽

の
罪

を
問

う
と

い
う
名

分

を
掲

げ

、

軍

士

に
縞

素

す

な

わ
ち

白

い
喪

服

を

着

用

さ
せ

た
)
、

結

局

は
勝

利
を

収

め

た
。

季

梁

が
随

に
い
た

の
で
楚

の
軍
士

が
攻

撃

で
き

な

か

っ
た
し

、
司

馬

光

が
宋

の
宰

相

に
な

っ
た

の

で
敵

人

が
互

い

に
警
戒

し

た

の
は
、

徳

が

あ

る

か
ら

で
あ

り
勢

力

の
た
め

で
は

な
か

っ
た
。

豺

狼

は
嫌

で
な

い

の
に
、

犬

や
豕

が

や
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た
ら

に
飛

び

か

か

る

よ
う

な
事

態

に
な

る
と

、

た

と

え
あ

ち

ら

の
制

度

を
学

ん

だ
と

し

て

も

そ

の
切

っ
先

を
防

ぐ

の
は
難

し

い

で
あ

ろ
う
。

学

ん

で
も
学

ば

な
く

て
も
破

れ

る

の
は

同

じ

で
あ

る
。
も

し
徳

を
修

め
れ
ば

軍
事
的

に
は
破

れ

て
も
修

あ

た
と

こ
ろ

の
徳

は
か
え

っ

て
失

墜

し
な

い
。

…

…

(
中
略

)
…
…

な
お

か

つ
臨

機
応

変

の
奇

計

で
勝
利

を

手

に
す

る

の

は
、

自
得

に
よ

る
権
謀

が

あ

る
か

ら

で
あ

り
、

学

ん

で
か

ら

で
き

る

こ
と

で

は
な

い

く
『
東

槎

漫

録
』

一
八

八
五

年

一
月
十

九

日

V

一
目

に
も

堂

々
た

る
兵

略

で
あ

る
。

中
国

の
歴
史

か

ら
適
切

な
故

事

を
引

き

な

が

ら

日
本

の

軍

事

政
策

の
誤

謬

や
間

違

い
を
真

っ
正
面

か
ら

攻
撃

し

て

い
る
。

結

論

は
当

然

な

が

ら
歴

史

と

儒

教

の
教

え

に
し

た

が

っ
て
仁
徳

に
帰

る

べ
き

だ

と

い
う

の

で
あ

る
。

い
か

に
も
朝

鮮

の
文

官

ら

し

い
見

方

で
あ

る
。

い
ず

れ

に
し

て
も

日
本

側

が
意

図

的

に
見

せ

つ
け

た
立

派

な
軍

事

的

施

設

や
訓
練

様

子

は

ね

ら

い
通

り

の
効

果

は
お

ろ

か
、

か

え

っ
て
逆

効

果

と
し

て
跳

ね
返

っ
た

と

も

い
え

よ

う
。
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③

文

化

と
各
種

制
度

、

そ

の
他

修

信

使

一
行

が
見

物

し

た
文

化
施

設

や
各
種

社

会
制

度

の
な

か

に

は
博
物

館

、

博

覧
会

、

新

式
学

校
、

新

聞
、

救
育

院

、
監

獄
署

、
病

院
、

盲

唖
院

、
競

馬
、

議
事

堂

、
銀

行
、

洋

式
宴

会
、



舞
踏

会

、

洋
式

服

飾

な

ど
が

含

ま
れ

て

い
る
。

い
ず

れ
も
修

信

使

た

ち

の
目

に

は
珍

し

く

み
え

た

よ
う

で
あ

る
が
、

た
ま

に
は
批
判

的
意

見
が
書

き
加

え
ら
れ

た
場
合

も

あ

る
。

①

博

物
院

、
博

覧
会

イ

延

遼

館

で

の
宴

会

が

終

り

、

帰

る

途

中

、

博

物

院

に
立

ち

寄

っ
た

。

こ

こ

は

一
体

何

百

、

何

千

間

な

の

か

知

る

よ

し

も

な

い

が

、

彼

ら

の
后

妃

の
着

物

、

朝

廷

の

儀

仗

す

べ

て

が

並

べ

ら

れ

て

お

り

、

余

に
見

せ

る

た

あ

で
あ

る
。

殷

彝

(
殷

時

代

の

儀

式

用

器

)
、

周

敦

(
周

時

代

の

黍

と

稗

を

盛

る

器

)
…

…

(中

略

)
…

…

一
ヶ
所

に

到

る

と

色

の
褪

せ

た

ぼ

ろ

ぼ

ろ

の
旗

纛

、

表

を

藁

縄

で
巻

い

た

瓶

、

馬

の
鬣

(
た

て
が

み

)
で

造

っ
た

巾

(
一
種

の

冠

)
、

獣

の
皮

で
作

っ
た

履

物

、

紅

い
錦

で
拵

え

た

女

性

用

の
裳

(
チ

マ
、

ス

カ

ー

ト

)
、

青

色

の

錦

で
拵

え

た

上

衣

(
チ

ョ
ゴ

リ
)
な

ど

が

乱

雑

に

展

示

さ

れ

て

い

る
。

い
ず

れ

も

我

が

国

の

物

で
あ

る

。

こ
れ

を

見

る

の

は
気

の
毒

で

あ

っ
た

く
『
日
東

記

游

』

巻

二

玩

賞

V

ロ

(大

阪

で
)
博

物

会

に
往

っ
た

。

各

国

の
珍

宝

と

不

思

議

な

品

物

が

集

あ

ら

れ

て

お

り

、

な

い
物

が

な

い

よ

う

だ

が

、

す

べ

て

が

瑠

璃

で
囲

ま

れ

保

護

さ

れ

て

い

る

。

檻

の

中

で
暮

し

て

い

る
禽

獣

と

し

て

は

孔

雀

、

錦

鶏

、

鴛

鴦

、

熊

な

ど

が

も

っ
と

奇

観

で

あ

っ
た

。

一
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ヶ
所

に

は

朝

鮮

の

物

件

が

あ

っ
た

が

、

黒

笠

、

草

鞋

、

甕

器

瓶

と

缸

(
か

あ

)
、

毛

揮

(
防

寒

用

帽

子

)
な

ど

で
あ

っ
た

〈
『
日
槎

集

略

』

巻

地

四

月

十

八

日

〉

ハ

(
西

京

で
)
飯

後

、

博

覧

会

に

往

き

順

次

廻

っ

て
見

た

。

各

品

の
珍

異

さ

と

数

は
大

阪

よ

り

勝

れ

た

。

一
ヶ
所

に
大

き

さ

が

茶

碗

の

よ

う

な

水

晶

玉

が

あ

っ

て
、

鏡

の

よ

う

に
閃

く

。

値

段

は

三
千

五

百

円

だ

と

い

う

。

我

が

国

の

お

金

に

し

て

一
万

両

あ

ま

り

で

あ

る

。

続

い

て

一
ヶ
所

に
到

る

と

朝

鮮

の
物

品

が

あ

っ
た

が

、

明

紬

、

春

布

、

北

布

(
い

ず

れ

も

織

物

)
、

尾

扇

、

白

笠

、

白

鞋

、

斃

衣

(
官

吏

の
普

段

着

)
、

小

斃

衣

、

木

青

裳

、

行

纏

(
脚

絆

)
、

吐

手

(
防

寒

用

腕

首

覆

い
、

腕

袋

)
、

青

玉

草

盒

な

ど

で

あ

る

。

し

か

し

、

質

の

低

い
劣

等

品

だ

け

を

集

あ

て

陳

列

し

て

お

り

、

そ

の
意

図

が

怪

し

い
。

一
隅

に

一
人

の

女

人

像

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る

。

聞

く

と

こ

の
女

人

は

三

韓

か

ら

日

本

に

は

い

り

織

工

を

教

え

た

の

で

そ

の

功

を

忘

れ

な

い

た

め

残

し

た

像

が

い

ま

も

な

お

伝

来

す

る

と

い
う

〈
『
日
槎

集

略

』

巻

地

四

月

二

十

一
日

〉

二

(東

京

で
)
諸

公

と

一
緒

に
教

育

博

物

館

に

い

く

と

館

長

箕

作

秋

坪

が

迎

え

て

く

れ

た

。

雛

形

(
小

型

の

模

型

)
と

し

て
作

っ
た

品

物

を

集

あ

、

小

児

に

見

習

い

さ

せ

る

の

で
教

育

博

物

館

と

い

う

の

で
あ

る

。

…

…

(中

略

)
…

…

そ

の
後

、

博

覧

会

に
往

き

適

度

に

見

廻

っ
た

が

、

中

で

は

日

月

地

球

機

と

い

っ
て
、

天

の
運

行

を

擬

し

た

も

の

が

一
番

見

事

で

あ

っ
た

。
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し

か

し

、

こ
れ

と

瓏

磯

玉

衡

(
渾

天

儀

、

天

文

観

測

器

具

)
と

は

一
概

に
比

較

で
き

な

い

の

で
、

余

の
狭

い
見

解

で
は

で
た

ら

め

の

よ

う

で
あ

っ
た

く
『
日
槎

集

略

』

巻
地

五

月

十

四

日

V

ホ

(
東

京

で
)
正

使

に

従

い
博

物

館

に
往

っ
て

み

た

。

…

…

(
中

略

)
…

…

館

内

の

上

下

二

階

を

周

游

遍

覧

し

た

。

人

形

、

仏

像

、

書

籍

、

刀

剣

、

書

画

、

琴

簧

、

衣

服

、

器

物

、

農

桑

耕

織

や

金

銀

銅

錫

や
医

薬

ト

筮

に

関

わ

る

品

物

、

水

か

ら

釣

り

、

山

か

ら

捕

っ
た

不

思

議

な

禽

獣

や
美

花

、

異

草

な

ど

が

あ

る
。

…

…

(
中

略

)
…

…

門

を

潜

り

動

物

館

に

は

い

っ

た

。

…

…

(
中

略

)
…

…

余

が

迎

接

人

に
、

こ

の

動

物

館

を

建

て
、

禽

獣

を

集

め

て
何

年

に

な

る

か

と

聞

い

た

と

こ

ろ
、

十

年

に

な

る

と

い

う

。

余

は

考

え

た

。

開

国

以

来

数

三

千

年

に

い

た

る

間

、

日
本

に

も

必

ず

賢

い
国

君

と

立

派

な
補

佐

が

あ

り

、

そ

の

名

が

世

に

知

ら

れ

て
.い

る

だ

ろ

う

。

し

か

し

、

夙

に

こ

の

よ

う

な

こ

と

(
博

物

館

と

動

物

館

の

こ
と

)
が

な

か

っ
た

に

も

拘

わ

ら

ず

、

開

化

以

来

営

造

に
汲

汲

し

、

遠

近

の

工

作

物

種

を

集

め

た

が

、

そ

の
費

用

は

さ

ぞ

多

か

っ
た

に
違

い

な

い
。

物

事

の
面

で
博

識

な

人

に

こ

れ

を

見

せ

れ

ば

、

な

る

ほ

ど

取

る

べ
き

物

も

あ

る

だ

ろ

う

。

な

れ

ど

結

局

、

今

の
天

下

に

お

い

て

(
そ

れ

が

)

国

の

急

務

で

は

な

い

。

君

心

ま

す

ま

す

豪

蕩

し

が

ち

、

民

生

い

よ

い

よ

困

窮

に
陥

る

の

は

当

然

す

ぎ

る

ほ

ど

当

然

で

あ

る
。

そ

れ

に

も

拘

わ

ら

ず

、

か

え

っ

て
自

ら

大

き

い

ふ

り

を

し

な

が

ら

、

隣

国

を

軽

視

す

る

の

は

一

つ
の
笑

い
種

に

も

満

た

な

い
態

度

で

あ

る

く
『
東

槎
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漫
録
』

一
八

八
五

年

一
月
十

二

日

v

日
本

は
早
く

も

一
八
六

七

(慶

応

三
)
年

、

パ
リ
万

国
博

覧
会

に
参

加

し

て
お

り
、

一
八
七

一

(
明
治

四
)
年

の

サ

ン

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
市

工
業
博

覧

会

に

は
東

京

府
が

出
品

し

た

こ
と

も
あ

る
。

し

か

し
内

国
博

覧

会

と

し

て

は
同
年

十

月
十

日
か

ら
十

一
月
十

一
日
ま

で
開

か

れ

た
京

都

博
覧

会

と

十

一
月

か

ら
開

か

れ

た
名

古

屋
博

覧
会

が
最

初

で
み

る
。

さ

ら

に
そ

の
翌

年

三
月

十

日
か

ら
五

月

三
十

日
ま

で
に

は
第

一
回

京
都

博

覧
会

が
開

か

れ

て
お

り
、

そ
れ

は
毎

年

定
期

的

に
催

さ
れ

る

よ
う

に
な

る
。

一
方
、

東
京

で
は

一
八
七
七

(
明

治
十

)
年
八

月

二
十

一
日
か
ら

十

一
月

三
十

日
ま

で
上

野
公

園

で
第

一
回

内

国
勧

業

博
覧

会

が
開

か
れ

て
い

る
。

そ

の
折

、
上

野
公

園

の

と
博

物
館

や
動

物

園

の
建
設

計
画

が
浮

か

び
あ

が

っ
た

と

い
う
。
"

そ
し

て

一
八

八
○

(
明
治

十

三

)
年

一
月

に
来

日
し

、

工
部

大

学

校

造
家

科

教

師
兼

工
部

省

営
繕

局

顧

問

に
就

任

し

た
英

国

人

建
築

家

ジ

ョ
サ
イ

ア

・
コ

ン
ダ

ー

(
q
o
巴
咢

O
o
巳
霞

日
本

で
は
普

通

コ

ン
ド

ル
と
呼

ば

れ

て

い
る
)
の
設

計

と
監
督

に
関

わ

る
上
野

博
物

館

が
開

館

し
た

の
は

一
八

八

二

(
明

治
十

五

)
年

三

月

二
十

日

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
金
綺

秀

は

一
八

七
六

(
明
治

九

)
年

に
東
京

で
博

物
院

を

み

て

い

る

。

要

す

る

に
彼

が

み

た

の

は
上

野
博

物

館

で
は

あ

り

え

な

い
。

日
本

の
博

物

館

の
嚆

矢

は

一
八

七
〇

(
明
治

三
)
年

大
学

南

校

に
設
置

さ

れ
た
物

産
局

仮
役

所

で
、

こ
こ
に
派
遣

さ
れ

た
田
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ロ

中

芳
男

は
各

地

の
物

産

を

収
集

し

、
翌

年

に
は
九
段

坂
上

に
物
産

園

を
開

い
た

と

い
う

か

ら
α
、

金

綺
秀

が
見

物

し

た

の

は
恐

ら
く

そ

れ

に
似

た
物

産

展
示

会

で
は

な
か

っ
た
か

と

思

わ
れ

る
。

し
か

し

ホ

に
あ

ら

わ

れ

る
博

物
館

と

動
物

館

は
上

野

に
あ

っ
た
も

の
に
違

い
な

い
。

朴

戴

陽

は

そ

の
博
物

館

と

動
物

館

に
対

し
、

国

の
急
務

で
も

な

い
と

こ
ろ

に
お

金

を
使

っ
た

と

し

て
鋭

く

批

判

し

て

い
る
。

②

学
校

、
学

習

イ

い
わ

ゆ

る
学

校

は
、

そ

の
名
称

も

一
つ
だ
け

で
は

な
く

開
成

学

校
、

女

子

学

校
、

英

語

学

校
、

諸

国
語

学
校

が
あ

る
。

師
範

(先

生

と
し

て

の
模
範

)
も
鄭
重

で
あ

り
、

教
授

(教

え

る

こ
と

)
も
勤

摯

で
あ

る

が
功

利

の
学

に
過

ぎ

な

い
。

勤

勉

に
努
力

を

続

け

、

昼

夜

に

も
休

ま

な

い
の

で
、

そ

の
逞
し

さ

は

い
う

に
及

ば

ず

、

そ

の
勤

勉

さ

は
も

っ
と

い
う
を

待

た

な

い
。

算
計

の
精

密

さ

と
規
度

の
繊

細

さ

は
、

秦

の
商

鞅

(
宰
相

公
孫

鞅
)
が
風

聞
を

聴

く

だ
け

で
逃

げ

る
程

で
あ

り
、
宋

の
王

荊

公

(宰

相

王
安
石

)
も
襟
を

正

し

て
敬
意

を
表

す

る
程

で
あ

る

八
『
日
東
記

游
』

巻

三
俗
尚

V

ロ

(
長
崎

の
師

範
学

校

で
)
学

校

を

廻

っ
て
見

る
と

、

一
ヶ
所

に
八
大

家

(
唐

宋

八

大
家

)
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を

読

む
学

徒

が

あ

り
、

そ

の
他

は
画
学

、

医

学
、

数

学

、

化

学
、

理
学

が

あ

っ
て
、

そ
れ

ぞ
れ
先

生

と
生
徒

は
あ

る
が
、

我

々

の

い
う
学
校

で
は
な
か

っ
た

〈
『
日
槎
集

略
』

巻

地

四

月
十

二
日

〉

ハ

(
大
倉

組

の
社
長

喜

八

郎

の
招

待

に
応

じ

て
隅

田

川

の
別

業

(
別

荘

)
に
い

っ
た

時
)
書

画

に
優

れ

た
女

性

が

四
人

い

て
、

一
人

は
十

二
歳

、

一
人

は
十

一
歳

、

一
人

は

八
歳

、

そ

し

て
い
ま

一
人

は
三
十

歳

だ

と

い
う

。

三
十

歳

の
人

は
先

生

で
あ

り
、

残

る
三
人

は

み
な

士

族

の
娘

で
女

学
校

に
通

っ
て
お

り
、

十

二
歳

の
女

の
子

は
右
大

臣

三
条

実
美

の
娘

だ

と

い
う
。

士

族

の
娘

が
書

画

を
習

う

の
は
、

我

が
風

俗

に
は
な

い

こ
と

だ

が
、

こ
の
よ

う

な

宴
会

の
席

に

い
な
が

ら
も

、
ご

く
平

気

で
い
ら
れ

る

か
ら

も

っ
と
怪

し

い

〈
『
日
槎
集

略
』

巻
地

五
月

九

日

〉

二

今

度

は
工
部

所

属

の
太
学
校

(
大

学
校

で
あ

ろ
う
)

へ
往

っ
た
。

数

百

の
学

徒

が
化

学
、

理
学

を
学

ん

で
お
り
、
長

崎
県

の
師

範
学

校

と

異
ら

な

い
が
、

た
だ

そ

の
規

模

が
大

き

い
だ

け

で
あ

る

く
『
日
槎

集

略
』

巻
地

五
月

十

三

日

V

ホ

更

に
師
範

学

校

を

見

に
行

っ
た
。

蓋

し

、

男
学

校

と

女
学

校

が

あ

っ
て
、

男
女

四
～

五

歳

以

上

を
選

び

、

そ

の
上

に
長

を
立

て

て
教

え

る
。

各

々
処

所

が

あ

っ
て
、
椅

子

に
列

坐

す

る
が

間
架

は
な

い
。

中

で
も

一
番

幼

い
も

の
は
ま

ず
手

戯

を

習

う
。

針

と
糸

を

も

っ
て
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各

種

の
色

紙

に
穴
を

あ

け

、

あ

る

い
は

円
く

あ

る

い
は
長

く

す

る

の
だ

が

そ
れ

ぞ
れ
間

隙

が

あ

っ
て
竹

纓

(朝

鮮

笠

に

つ
け

る
竹

製

の
紐
)
の
よ
う

に

み
え

る
。

や

や
大

き

く

な

っ
た

こ
ど
も

た
ち

は
木

片

で
家

作

り
を

学

ぶ
。

七

～

八
歳

以

上

に
な

る
と
小

学

校

に

は

い
り
文

字

、
算

数

、

図

画
法

を
学

び
、

十

歳

以
上

は
中

学
校

に

は

い
り
小

学

で
学

ん
だ

内

容
を

深

め

な

が
ら

、

事
物

に
対

す

る
知

識

を
求

あ

る
。

女
子

も

ま

た

年
齢

に
し

た

が

っ
て
次
第

に

内
容

を
高

め

な

が
ら
書

籍
、

筆
画

、

刀
箚

(彫

っ
た

り
刳

っ
た

り
す

る

こ
と
)
を

教

わ

る
。

食
後

に
は
皆

に
運

動
を

さ

せ
る

〈
『
東
槎

漫
録

』

一
八
八

五
年

一
月

十
九

日

〉

へ

大

学
校

の
鉱
学

、
化

学
、

医

学

な
ど

へ
行

っ
て
み

た
。

…
…

(中

略

)
…

…
化

学

は
も

っ

ぱ

ら
水
火

二
気

が
互

い
に
不

思
議

な
作

用
を
起

こ
し
、

そ

の
変

化

に
は
限

り
が

な

い
。

…

…

(
中

略

)
…

…
医

学

校

に
到

る

と
、

室

内

に

は
髑
髏

(
骸

骨

)
が

満

ち

て
お

り
、

そ

の
臭

い

は
吐
気

を

催

す
。

ま

た
棚

の
上

に
置

い

て
あ

る
瑠
璃

の
か

め

に

は
、

人

の
腸

腑

を

薬
水

に

浸

し
、

腐

ら

な

い
よ

う

に
し

て
あ

る
。
他

の
所

に
到

る
と

、

ち

ょ

っ
と

前

に
死

ん
だ

ば

か

り

の
人

体

か

ら

刀

で
皮

を

剥

き
、

肉

を
切

り
取

り

な
が

ら

四
肢

を

分
解

し

て
い

る
。
耳

で

聴

く

に
も
忍

び

が

た

い

こ
と

で
あ

る
が
、

況

や
目

で
見

る
か

ら

に
は
と

て
も
耐

え
ら

れ

な

い
。

一
行

全

員

が

目

を
逸

ら

し
、

鼻

を

覆

い
な
が

ら
方

向

を

変

え

る
。

お

お

よ

そ
西

洋

の

風

俗

と
し

て
、

難
治

の
病

に
罹

っ
た
人

は
死

境

に
臨

み
、
自

分

の
屍

体

を
医
院

に
託

し

て
、
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皮

を

剥

き
骨

を

割

っ
て
病

気

の
原

因

を
割

り
出

し
、

他

人

の
治
療

に
そ

の
効

果

が
廻

る
よ

う
子

弟

に
頼

む

と

い
う
。

人

の
子

と
し

て
父
母

を

二
度

も

死

な

せ

る

こ
と

は

で
き

な

い
と

い

っ
て
、

そ

の
意

思

を

無
視

す

る
と
、
(
人

々

は
)
か
え

っ
て
そ

の
子
弟

を

不

孝
者

と

し

て

扱

い
、

相
手

に
し

て
く
れ

な

い
と
も

い
う
。

い
ま

の
人

々
が

そ

の
よ
う

な
法

を
慕

い
、

死

ん
だ

骨

ま

で
売

る
よ

う

に
な

っ
た

の
は

不
仁

の
至

り
と

言

わ

ざ

る
を

え

な

い
。

い
か

に
し

た
ら

人

理
を

も

っ
て

(
そ
れ

を
)
誅

殺
す

る

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ
う

か

く
『
東

槎
漫

録

』

一

八

八
五

年

一
月

二
十

一
日

V

日
本

で
は

一
八
七

〇

(明

治

三
)
年

に
大

学
規

則
、

中
小

学

規
則

が
定

め
ら

れ
近
代

新
式

教
育

が
始

ま

る
。

翌

年

に
は
従

来

の
大

学

の
か
わ

り

に
文

部

省

が
設

置

さ

れ
、

さ

ら

に

そ

の
翌

年

九

月

に

は
学

制

が
頒
布

さ
れ

る
。

当

然

な

が

ら
朝

鮮

修
信

使

た
ち

が

日
本

で
み

た
学

制

と

そ

の
学

習

内

容

は

ま

っ
た

く
新

し

い
も

の
だ

っ
た

の

で
あ

る
。

特

に
彼

ら
が

驚

い
た

の
は
女

子
教

育

と

化

学

、

医

学
教

育

な
ど

で
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

そ

し

て
屍

体
解

剖

に
対

し

て
は
辛
辣

な
批

判

を
加

え

て

い
る
。



③

新
聞
紙

イ

い
わ
ゆ

る
新

聞
紙

(
い
ま

の
新

聞
)
は
、
毎

日

の
よ
う

に
字

を
築

き
印
刷

さ
れ

る

の
だ

が
、

こ
れ
が

な

い
所

は
な

い
。

そ

う

し

て
公

私

の
聞

見
、

巷

の
語

り
種

は
、

口
の
中

の
唾

が
乾

か

な

い
内

に
速

く

も

四
方

に
伝

わ

る
。

こ
れ

を

作

る
人

は
事

業

と

看
做

し

、

そ

こ
に
引

っ

掛

か

る
人

は
栄
誉

か
侮

辱

を
味

わ

う
。

ま
た
、

そ

の
字

は
必

ず
荏

胡
麻

の
よ
う

に
小

さ
く

、

そ

の
精

巧

さ

は
比

べ

る
所

が

な

い
。

大

体

、

彼

ら

は
活

動

を
好

み
黙

っ
て

い
る

の
を

嫌

う

の
で
、
仕

事

が

な

い
と

不
安

を

感

じ
、

そ
れ

が

あ
れ

ば
喜

ん

で
跳

ね
上

が

る
。

そ
う

い
う

訳

で
細

や
か

な

こ
と

を
見

て
も

眉
を

上

げ
、

身

を

振

る

い
、

痒

い
所
を

知

ら

な

い
癖

に
十

本

の
指

で
掻

く
。
こ
れ
が
彼
ら

の
生
ま
れ

つ
き

の
性
格

で
あ

る
く
『
日
東
記
游

』
巻
三
俗
尚

V

ロ

こ

こ
に
来

て
以

来

、
新

聞

紙

か

ら
我

が

国

に
関

わ

る

記
事

を
見

る
と
事

実

と
異

な

る
場

合
が
多

い
。

あ
る

い
は
謝

罪
使

、

あ

る

い
は
事

大

党
と

い

っ
て

(我

が
)
朝

廷

を
謗

る
時

が

多

い
。

真

に
醜

く

て
堪

ら

な

い

く
『
東
槎

漫
録

』

一
八
八

五
年

一
月

十

日

V

日
本

で
日
刊
新

聞

が
初

め

て
現

わ

れ

た

の
は

一
八

七
〇

(
明

治

三
)
年

の
横
浜

毎

日
新

聞

で
あ

る
。

そ

の
後

一
八
七

二
年

に

は
東

京

日

日
新

聞

(
現
在

の
毎

日
新

聞

)
、

一
八

七

四
年

に
は
読
売

新

聞
、

一
八
七

五
年

に
は
東

京

曙
新

聞
、

一
八

七
六

年

に
は
大

阪

日
報
、

さ
ら

に

一
八

七

九
年
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に

は
朝

日
新

聞

な
ど

が

出

て
お

り
、
他

に
も

隔

日

や
週

刊

な

ど
多
数

の
新

聞

が
発

行

さ

れ

て
い

る
。
金

綺
秀

は

そ
れ
を
興

味
深

く

見

て

い
る
が
、

朴
戴

陽

は
早

く
も

そ

の
被

害

を
訴

え

て
い
る
。

そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
後

で
具

体
的

に
触

れ

る
。

④

救
育

院
救

育
院

を

設

け
孤

児

や
貧

し
く

て
家

を

持

た

な

い
子

供
を

集

め

て
養

い
、

彼

ら

が

一
人

一
人

の
成

人

に

な

り
産

業

が

あ

れ

ば

帰

す

こ

と

に
よ

っ
て
家

庭

の
安

定

を

図

る

と

い
う

〈
『
日
東

記
游

』
巻

三

政
法

〉
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こ
こ

に
出

て
く

る
救

育

院

は
文

脈

か

ら
判

断

す

る

か
ぎ

り
孤

児

院

の
意

味

で
あ

ろ
う

が
、

金

綺

秀

が

日
本

を
訪

問

し

た
当

時
孤

児

院

と

い
う
名
称

の
施

設

は

な
か

っ
た
が
、

も

し
あ

っ
た

と

す

れ

ば

そ

れ

は

ロ
シ
ア
皇
太

子

の
訪

日

に
際

し

て
市

内

に

た
む

ろ
す

る
乞

食

を

収
容

す

る
目
的

で

一
八
七

二

(
明
治

五

)
年

東
京

に
設
立

さ
れ

た
養

育

院

か
⑳
、

一
八
七

五

(
明

治

八
)
年

三
井

組

が
許

可

を
申

請

し

た
育

児

院
⑳
の
よ

う

な
施

設

で
あ

っ
た
か

も
知

れ

な

い
。

当
初

の
計

画

に

よ

る
と

こ

の
育

児
院

は
翌

年

の

一
月

に
施

行

す

る
予

定

だ

っ
た

の

で
、

そ
れ

が
予

定
通

り
実

行

さ

れ
た

と
し

た

ら
五
月

に
東
京

へ
は

い

っ
た
金
綺

秀

が

そ
れ
を
見

物

し
た
可

能

性

は
あ

り
う

る
。



し
か

し

こ

の
記
録

は
た
だ

の
伝

聞

で
あ

っ
た
可
能

性

も
あ

る
。

⑤

監

獄
署

(大

阪

で
)
飯

後
、

諸
公

と

と
も

に
監

獄
署

へ
往

っ
た
。
罪

人

の
士
族

と
婦

女

は

そ
れ

ぞ

れ

別

の
所

に
あ

っ
て
、
士

族

は
本

を
読

み
、
婦

女

は
針

仕

事

や
機

織

り
を

し

な
が

ら
家

庭

同

様

に
過

ご

し

て

い
る
。

ど

ん
な

罪

で
あ

れ
、

処

決

は
裁

判

所
を

通

る

の

で
監

獄

署

の
仕

事

で
は
な

い
し
、

未

決
囚

と

既

決
囚

は

一
千

五

百

余
名

あ
る

と

い
う

。

既
決

の
者

は
赤

い

衣
服

を
着

け

て
公
役

(
懲
役

)
に
は

い

る
が
、

罪

の
軽

重

に
よ
り

一
日
ま

た

は

一
年

か

ら
終

身

ま

で
あ

り
、
重

罪

は
殺
人

者

で
あ

る
と

い
う

く
『
日
槎

集
略

』
巻

地

四
月
十

八

日

V

日
本

で
裁

判

所
と

い
う

名
称

が

一
般

化

し

た

の
は

一
八
七

一

(
明

治

四
)
年
七

月

司
法

省
設

置

に
と
も

な

い
、

同
年
十

二
月

二
十

六

日

(
新

暦

明
治

五
年

二
月

四

日
)
東
京

裁
判

所

が
設

け

ら
れ

て
か

ら

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
後

一
八
七

二

(明

治

五
)
年

八
月

に
は
各
裁

判
所

、
検

事

局
、

明

法
寮

章
程

な
ど
司

法
省

職
制

章
程

が
定

め

ら
れ

る

一
方
、

十

一
月

に

は
監

獄

則
も
定

あ
ら

れ

る
。

こ
れ

で
司

法
制

度

や
行

刑

制

度

が

一
応
整

え
ら

れ

る

わ
け

で
あ

る
が
、

要

す

る

に
上

の
記

録

に

出

て
く

る
監

獄

署

は
む

か

し

の
よ
う

な
厳

し

い
と

こ
ろ

で
は

な
く

、
新

し

い
感

じ
を

ほ

の
め

か
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す

と

こ

ろ

で

あ

る
。

そ

れ

を

記

録

に
残

し

た

の

は

そ

の

た

あ

で

あ

ろ

う

。

⑥

療

病
院

(大

阪

で
)

療
病

院

に
往

っ
た
。

十
人

の
医

長

(
医
師

)
が
学
徒

三
～

四
百
人

を

教

え

る

が

、
病

者

も

ま

た
何
百

人

あ

っ
て
、

あ

る
者

は
布

団

を
被

っ
て
横

に
な

っ
て
お

り
、

あ

る

者

は
寝

床

に
凭

れ

て
坐

っ
て

い
る
。

ま

た
、

木

を

彫

っ
て
作

っ
た
半
身

人

形

が
あ

っ
て
、

腸

腑

と
筋

絡

が

み

な
備

え

ら

れ
、

恰

か
も

む

か

し

の
銅

人

(
漢

医

学

で
経

穴
を

知

る
た

め

に
作

っ
た
銅

製

の
人

形

)
に
似

て
い
る
。

ま

た
見

る
と

骨
を

掻

き

、

肉
を

切

り
、

喉

を
通

り
、

膀

胱

を
触

る
鉄

製

の
器
具

が
あ

る
。

更

に
聴

く
と

屍

を
解

剖

し
、

そ

の
腸
腑

を

直
接

診

て
病

因

を
割

り
出

す

と

い
う

の
だ
か

ら
、

驚

き
と
怪

し

さ

は

い
う

に
及
ぼ

な

い

く
『
日
槎

集
略
』

巻
地

四
月
十

八

日

V
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末

か

ら
明

治
初

期

に
か
け

て
は
病

院

と

い
う
語

が
な

く
、

普

通

は

「
医
院

、

施

薬
医

院

、

済

院
・

普

済

院
・

養
病

院
・

大
病

院

・

避

病
院

、

療

病

院
」

な

ど
と

も

呼
ば

れ

た

の
㌔

、

上

 の
引

用
文

に
み

え

る
療

病

院

と

は
他

な

ら

ぬ
現

代
語

の
病
院

を

意
味

す

る
。

日
本

に

こ
う

い
う

新

し

い
病

院

が
最

初

に
現
わ

れ

た

の
は

一
八

七
七

(
明
治

十
)
年

で
あ

る
。
海

軍
省

が
伝

染
病

患



者

を

収

容

す

る

た
あ
品

川

に
た

て
た
避
病

院

が

そ

れ

で
あ

る
。
⑳

朝

鮮

使
節

は
大

阪

で
そ
う

い

う
新

し

い
病

院

内

部

を
見

物

し

て
い

る
が
、

こ
こ

で
も
屍

の
解

剖

に

は
否
定

的

な
態

度
を

捨

て

て
い
な

い
。

⑦

盲

唖
院

(
西
京

で
)

盲

唖
院

に
往

っ
て
見

る

と
、

各
自

の
教

坊

(
教
室

)
が
設

け

ら
れ

て
お

り
、

陽
刻

の
板

を
使

っ
て
、
書

字

と

地

図
を

手
触

り

で
分

か

る
よ

う

に

な

っ
て

い
る
。

ま

た
、

読
書

、

手

算

、

方

向
探

し

、

直
行

能

力

、
速

や
か

な
手

真

似

は
盲

者

の
た

あ

の
学

習

で
あ

る
反
面

、

女

は
刺

繍
と

糸

扱

い
、

男

は
習
字

と

造

器
、

こ
れ

が
唖

者

の
た

め

の
学

習

で
あ

る
。

学
徒

は
数

百

人

あ

る
と

い
う
。

盲

唖
者

に
至

る

ま

で
捨

て
物

に
せ

ず
、

工
業

に
専

念

さ
せ

る

の
は
、

一
見
、

一
般

人

の
生

活

に
ま
め

ま

め

し
く

導

く

よ

う

に
見

え

る
が

、

こ
れ

も

ま

た
利

益
を

追
求

す

る

た
め

で
は
な

い

の
だ

ろ

う
か

〈
『
日
槎

集

略
』

巻
地

四
月

二
十

二

日

〉
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中

村

正
直

、

古

川
正

雄

、

岸

田
吟

香

、

宣
教

師

ボ

ル

シ

ャ
ル
ト

ら
が

東
京

で
盲

人

の
保

護

教

導

の
た

め
楽
善

会

を
組
織

し
た

の
は

一
八
七

五

(
明
治

八
)
年

五

月

の

こ
と

で
あ

る
が
、

ジ

ョ
サ



イ

ア

・
コ
ン
ダ

ー

の
設

計

に
よ

る
訓
盲

院

は

一
八
七

九

(
明
治

十

二
)
年
十

二
月
竣

工

さ

れ
、
実

際

の
授

業

は
翌
年

の
二
月

か

ら
始

ま

っ
て

い
る
。

こ

の
訓

盲

院

は

一
八
八

四

年

に

い

た
り
訓

盲

唖
院

に
な

る

の
だ

が
、

こ
れ

も
盲

唖

院

と

い
う
名

称

で
は

な

い
。

と

こ
ろ
が
紳

士

遊

覧

団

一
行

が
京

都

に
立

ち

よ

っ
た

一
八

八

一
年

に
は
も

は

や
京

都

に
盲

唖
院

が

あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

上

に
引

い
た

記
録

が

そ

の
裏

付

け

に

な

る
。

と

に
か

く
彼

ら

は
盲
唖

院

の
よ

う

な
新

文

明

の
社

会

福

祉

施

設
を

初

め

て
見

た

の

で
あ

る
が
、

こ
こ

で
も
少

し

は
疑

い

の
目

を
向

け

て

い
る
。

盲

唖

者

教
育

を
利

益
追

求

で
は
な

い
か
と

疑

っ
て
い
る

の
が

そ
れ

で
あ

る
。

⑧

競

馬巳
時

(
午

前

十
時

前

後
)
、

汽
車

に
乗

っ
て
横
浜

の
競
馬

場

に
着

い
た
。

日
本

朝
廷

の
君

臣

と

各
国

の
公
使

が

み
な
家

族

揃

い

で
集

ま

っ
た

の

で
、

天

皇

が

呼
び

寄

せ

て
労

っ
た
。

観

光

に
来

た
男

女

が
塀

を

な
す

程

多

く
集

ま

っ
て
い

る
。

周

り

一
帯

を
柵

で
囲

み
、

そ

れ

が
五

里

も
あ

る
。

馬

に
巧

く
乗

る
も

の
を

選

び

、
柵

内

を

走

ら

せ

る

の
だ

が
、

馬

は
全

部

大

宛

国
産

種

で
あ

る
。

雲

に
向

っ
て
嘶

き

、
空

中

に
跳

ね
上

が

る
気

勢

が

あ

れ
ば

こ
そ
、

走

る

の
が
流

れ

星

の
よ

う

に
速

い
。

限
標

(
ゴ

ー

ル
)
ま

で
先

に
着

く
者

に
は
賞

を
懸

け

て

励

ま
す

の
で
、

よ

ほ
ど
面
白

い

く
『
使
和

記
略

』
九

月

二
十

日

V

一76一



日
本

で

ス
ポ

ー

ツ
と

し

て

の
近

代

競

馬

が
初

め

て
行

わ

れ

た

の

は
文

久

年

間

(
一
八

六

一
～

一
八
六

三

)
の
こ
と

で
、

開
催

主

体

は
横
浜

居

留

地

の
外
国

人

た

ち
、

開

催

場

所

は
幕

府

か

ら

借

り

た
横
浜

根

岸

村

の

一
角

で
あ

っ
た
。
⑳

こ

の
競

馬

は
年

を

追

う
ご

と

に
盛

ん
と

な

り
、

や

が

て
日
本
人

に
も

有
料

で
見

せ
、

馬

券

を

売

る

よ
う

に
な

っ
た

と

い
う
。

一
方

、

日
本
人

に
よ

る
初

の
競

馬

は

一
八

七

〇

(
明

治

三
)
年
九

月

兵

部
省

が

九
段

の
招

魂
社

(
の
ち

の
靖

国
神

社

)

で
催

し

た
も

の
だ

っ
た
。

こ
の
招
魂

社

競

馬

は
、

兵

部

省
廃

止

後

も
陸

軍

省

が
引

き

継

ぎ
、

年

三

回

の
例

祭

に
は
か

な

ら
ず

開

催

さ

れ

た
。

明
治

政

府

は
軍
馬

の
改
良

と
増

産

に
力

を

入

れ

た

こ
と

も

あ

り
、

競
馬

用

の
馬
軍

づ

く

り

も
熱

を
帯

び

た
た

あ
、

明

治

天
皇

や
外
国

の
要

人

も
競

馬

を

よ
く
観

戦

し
た
。

上

の
引

用
文

か

ら
も

そ
れ

が

は

っ
き

り
う

か
が

わ
れ

る
。

因

み

に
、

横

浜

競

馬
場

を

す

で

に
見
物

し

た
朴

泳
孝

は

そ

の
後

の
十

月

九

日

(
新

暦

十

一
月

十

九

日
)
、

さ
ら

に
東
京

の
戸
山

競
馬

場

に
行

っ
た
が
、

そ

こ
に
も
各
国

公
使

が

み
え

た
と

い
う
。

こ

の
戸

山
競

馬

場

は
、

東

京

芝

の
三
田

育
種

場

内

か

ら
戸

山

学
校

内

に
移

さ
れ

た
も

の
で
、

後

日
上

野

の
不
忍

池
畔

に
大

規
模

な
競

馬

場

が
作
ら

れ

る
ま

で
存
続

し

た
。
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⑨

議

事

堂

元

老

院

は
門

墻

頗

る

高

く

揃

っ

て

い

る

。

一
度

そ

こ

に
行

っ
て

み

る

と

、

い

わ

ゆ

る

御



門

と

い
う

の
が
他

の
官

衙

と

は
比

較

に
な
ら

な

い
。

二
品

(朝

鮮

の
位

)
官
職

の
親
王

が
我

ら

を
迎

え
、

一
緒

に
議

事
堂

へ
は

い

っ
た
。

議

事
堂

は
高

く

て
平

直

で
あ

り
、

長

い
卓

子

を
備

え
、

そ

の
両

側

に
椅
子

百

十
余

を
設

置

し

た
。

こ
こ
は
大

会

議

が

あ

る
時
、

彼

ら

の

皇
帝

が
親

臨
し

、
議

官

た
ち

が
列
席

す

る
所

だ

と

い
う

く
『
日
東
記

游
』

巻

二
玩
賞

V

元
老

院

と

は

一
八

七
五

(
明

治
八

)
年

四
月
十

四

日
に
出

さ
れ

た
立

憲
体

制
樹

立

の
詔

に
よ

っ

て
創

設

さ

れ

た
立

法

諮

問

機

関

で
、

同

年

四
月

二

十

五

日

に
は
元

老

院
章

程

と

職
制

、

官

等

が

定

め
ら

れ

た
。
⑳

そ
し

て
最

初

の
議

官

に
は
後

藤

象

二
郎

、
陸

奥

宗

光
、

河

野

敏
鎌

ら
十

四
名

が
任

命

さ

れ
、

四
月

二
十

八

日

に

は
議
官

の
投

票

に
よ

っ
て
選

ば
れ

た
後

藤

が
副
議

長

に
就

任

す

る
。

そ

れ
か

ら

七
月

五

日

に
は
元

老
院

の
開

院
式

が
行

わ

れ

る
が

、
勅

選

の
議
長

と
し

て
有

栖

川
宮

熾
仁

親
王

が
就

任

す

る

の
は
翌
年

の
五

月
十

八

日

の

こ
と

で
あ
る
。

と

こ
ろ

で
金

綺

秀

が
元

老

院

を
訪

問

し

た

の
は

同

じ
年

の
六

月
十

五

日

(
旧
暦

五

月

二
十

四

日
)
で
あ

る
。

し

た

が

っ
て

こ
こ

に
出

て
く

る
親

王

は
議

長

に
就

任

し

て
ま

だ

一
ヶ
月

も

経

っ

て

い
な

い
熾
仁
親

王

で
あ

り
、

金
綺

秀

は
熾

仁
親

王

の
案
内

で
議

事

堂
を

見
物

し

た

の

で
あ

る
。

し

か
し
金

綺

秀

は
議

事

堂

の
内

部

構
造

を

簡

単

に
説

明

し

て
い

る
だ

け

で
、

そ

の
本

務

や
役
割

に
対

し

て
は
あ

ま

り
興

味

を
示

し

て

い
な

い
。

実

は

そ

こ

に

一
つ
の
言

い
争

い
が
あ

っ
て
、

金
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は

や

む

を

え

ず

議

事

堂

を

訪

問

し

た

の

で
あ

る
。

そ

の

経

緯

に

つ

い

て

は

の

ち

ほ

ど

改

あ

て
触

れ

る

こ

と

に
す

る

。

⑩

銀
行銀

行

を
設

け

て
か

ら

は
公
卿

宰

相

の
よ
う

な
豪

貴

な
人

や
富

商
大

賈

と
雖

も
、

家

に
家

財

を

蓄

え

る

の
で

は
な

く
、

銀
行

に
任

せ
、

所

用

に
従

い
計
算

に
合

わ

せ

て
引

き
出

し

て

使

う
。

し

た

が

っ
て
、
家

に
持

っ
て

い
る

の
は
什
物

や
服
飾

や
器

用

に
過

ぎ

ず
、

後

は
な

に

も

な

い
。

故

に
火

災

が

あ

っ
て
も

家

屋

を

焼

か

れ

る

だ

け

で
、

家

産

に
は

及

ば

な

い

く
『
東
槎

漫
録

』
巻

末
東

槎
記

俗

V

日
本

で
は

一
八
七

二

(
明

治
五

)
年
十

一
月

国
立

銀
行

条
例

の
布
告

に
と
も

な

い
、
翌

年

の
六

月

十

一
日

に

は
第

一
国
立

銀

行

が
東

京

に
設
立

さ
れ
、

七

月

二
十

日
か

ら

は
営

業

を
開

始

し

て

い
る
。

そ

の
後
、

全

国
各
地

に
も
次
第

に
国
立

銀
行

が
設

立

さ
れ
、

一
八
八

○

(
明
治
十

三

)
年

に
は

そ

の
数

が
百

五
十

三

に
お

よ

ん

で

い
る
。

他
方

、

一
八
七

六

年

七

月

一
日

に

は
私

立

三
井

銀

行
も

開

業

す

る
よ

う

に

な

る
。

し

か
し
朝

鮮

修
信

使

た
ち

が
近

代

経
済

の
象

徴

で
あ

る
銀
行

に
案

内

さ

れ

た

こ
と

は

ほ
と

ん

ど

な
か

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

そ

の
役

割

は
説

明

を

聞

く
だ

け

で
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理
解

で
き

る

か

ら

で
あ

る
。

引

用
文

に

み
え

る
簡

単

な
説

明

が

そ
れ

を

物
語

っ
て

い
る
。

そ

の

代

わ

り
彼

ら

は
、

前

述

し

た
通

り
、

造

幣

局

に
案

内

さ

れ
貨

幣

の
製

造

過
程

を

み

て
い

る
。

し

か

し

彼

ら

は
銀
行

と
造

幣
局

と

の
関
係

や
銀
行

の
大
切

さ

に

は
あ

ま

り
気

が

つ
か
な

か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

⑪

宴

会

、
夜

会
、
舞

蹈

会

修

信
使

た
ち

は
公
式

宴
会

や
夜

会

や
舞

踏

会

で
も

新

し

い
文
化

を
経

験

す

る
。

彼

ら

に
と

っ

て
は
そ

の

一
つ

一
つ
が
初

め

て
の
経
験

で
あ

る
か
ら
関

連
記

録

も

こ
と

の

ほ
か
具
体

的

で
あ
る
。
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イ

延

遼
館

で

の
下
船

宴

ー
洋

式

食
事

(
一
八
七

六

年

五
月

十

二

日
、
新

暦

明

治

九

年
六

月

三

日
)

太

政

大

臣

三

条

実

美

以

下

十

三

人

の

官

人

が

既

に
来

て

い

る

。

大

き

い

卓

子

を

囲

ん

で

坐

っ
た

。

…

…

(中

略

)
…

…

一
人

一
人

の
前

に

は

磁

器

皿

二

つ
が

置

い

て
あ

り

、

一
つ
に

は

白

布

と

餅

が

置

い

て

あ

る

。

白

布

は

食

べ

る

時

、

水

の

滴

が

落

ち

(
着

物

を

汚

さ

な

い

よ

う

に

)
支

え

る

も

の

で

あ

り

、

餅

は

飲

食

を

助

け

る

も

の

で

あ

る

。

皿

一

つ
に

は

な

に

も

置

い

て

い

な

い
。

そ

の
横

に

は

大

中

小

三

つ
の

匙

(
実

は

フ

ォ

ー

ク

)
が

置

い

て

あ

り

、



歯

が

あ

っ

て
食

べ

物

を

摘

ん

だ

り

刺

し

た

り

し

な

が

ら

食

べ

る

こ

と

が

で

き

る

。

右

側

に

は

刀

(
実

は

ナ

イ

フ
)
が

二

つ
あ

り

、

そ

の
後

ろ

に
も

匙

が

二

つ
あ

る

が

ど

ち

ら

も

一
つ
は

大

き

く

、

一

つ
は
小

さ

い
。

い

よ

い

よ

食

べ
物

を

運

ん

で
来

た

が

、

固

い

も

の

と

柔

ら

か

い

も

の
、

汁

と

切

肉

は

量

が

少

な

い
。

固

い

も

の

は

歯

の
付

い

た

匙

で

押

さ

え

な

が

ら

刀

で

切

り

取

り

、

柔

ら

か

い

も

の
と

汁

は

匙

で
掬

い

上

げ

な

が

ら

食

べ

る
。

あ

る

い

は
匙

で

掬

っ
た

り

、

あ

る

い

は

刀

で
切

っ
た

り

し

な

が

ら

食

べ

る

が

、

一
応

食

べ

た

ら

、

そ

れ

を

皿

の
上

に

置

く

。

こ

の
時

、

侍

者

が

そ

の

皿

を

持

ち

出

し

、

綺

麗

に
洗

っ
て

再

び

返

す

。

刀

も

匙

も

以

前

の
場

所

に

置

か

れ

る

。

改

め

て

食

べ
物

が

運

ば

れ

、

こ

の
前

の

よ

う

に

食

べ

る

。

皿

を

ま

た

返

し

、

刀

と

匙

を

以

前

の
所

に

置

く

の
も

前

と

変

わ

ら

な

い

…

…

(
中

略

)
ゲ
:
…

酒

を

少

し

ず

つ
飲

ん

で
、

杯

に

ま

だ

酒

が

残

っ

て

い

て
も

、

そ

の

上

に

酒

を

注

ぎ

、

食

事

が

終

る

ま

で

飲

ん

だ

。

杯

を

勧

あ

る

時

に

は

、

そ

の
都

度

音

楽

を

奏

す

る

が

、

非

常

に
速

く

流

れ

て

い

る

内

に

だ

ん

だ

ん

低

く

な

る

。

そ

の

制

作

は

巧

み

で

あ

っ
た

が

西

洋

の
音

楽

だ

と

い

う

く

『
日
東

記

游

』

巻

二
燕

飲

V

餅

の

よ

う

な

食

べ
物

は

日

に

ち

が

経

ち

既

に
忘

れ

て

し

ま

っ
た

が

、

食

べ

な

が

ら

筆

を

持

っ
て
描

い

て

も

形

容

し

に

く

い

。

そ

の
作

り

方

が

お

か

し

く

、

大

体

は

初

め

て
見

る

の

で

、

見

て
も

そ

の
名

を

知

ら

ず

、

食

べ

て
も

そ

の
味

を

知

ら

な

か

っ
た

。

い

わ

ゆ

る

氷

汁
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と

い

う

の

は

氷

を

磨

り

減

ら

し

て
粉

を

造

り

、

卵

黄

と

砂

糖

を

混

ぜ

る

も

の

だ

と

い

う

が

、

汁

の

み

で
氷

で

は

な

か

っ
た

。

一
口

だ

け

で

も

口

の
中

に

は

い

っ
た

ら

、

歯

の
端

ま

で

冷

た

く

な

る

の

で
、

ど

う

い
う

ふ

う

に

造

ら

れ

た

の

か

わ

か

ら

な

い
。

ま

た

、

氷

製

と

い

う

の

は

五

色

に
光

っ
て

お

り

、

形

は

仮

の

山

に
似

て

い

る

し

、

味

は

甘

く

て
食

べ

ら

れ

そ

う

だ

が

、

一
度

口

の
中

に

入

れ

る

と

肺

臓

ま

で
冷

や

っ

こ

く

な

る

の

で

、

こ

れ

も

ま

た

不

思

議

な

も

の

で

あ

っ
た

く
『
日

東

記

游

』

巻

二

燕

飲

V

延

遼
館

は
現
在

の
東

京

中
央

区

旧
浜

離

宮

正
門

内

の
芝

生

の

一
角

に
あ

っ
た
建

物

で
、

む

か

し

は

こ

の

一
帯

が
将

軍
家

の
鷹

場

で
あ

っ
た
と

い
う
。

一
六

五

二

(
承
応

元

年
)
年

三
代

将

軍
徳

川

家
光

の
次
男

甲

府
宰

相

松

平
綱

重

に
譲

ら
れ
、

下

屋

敷

に
な

っ
た

と

こ
ろ
、

綱

重

の
死

後

彼

の
息
子

綱

豊

が
六

代
将

軍

家
宣

に

な

っ
た

の

で
、

こ
こ
も
浜

御
殿

と
呼

ば

れ

る

よ
う

に
な

る
。

そ

の
後

か

ら

は
将
軍

家

の
別
邸

と

し

て
大

修
築

が

行

わ
れ

江

戸
を

代

表

す

る
名

園

に
な

っ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。
幕

末

の

一
八
六

六

(
慶

応

二
)
年
、

海
軍

奉
行

の
所
轄

と

な

っ
て
か

ら
、

こ
こ

に

は
洋

風
木

骨

石
張

建
物

(
石
室

)
が
建

て
ら
れ

る
。

こ

の
石
室

は

一
八
七

〇

(
明
治

三
)
年

、

延

遼
館

と

命

名

さ
れ
、

外

国

か

ら

つ
ぎ

つ
ぎ
と

訪

れ

て
く

る
賓

客

の
宿

泊

所

す

な

わ
ち
迎

賓

館

に

当

て
ら

れ
た
。

実
際

、

一
八
七

九

(
明
治

十

二
)
年
来

日
し

た
ド

イ

ッ
皇
帝

の
孫

ア
ル
ベ

ル
ト

.
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ヴ

ィ

ル

ヘ

ル

ム

・

ハ
イ

ン

リ

ヒ
親

王

、

ア

メ

リ

カ

の

前

大

統

領

グ

ラ

ン

ト
将

軍

な

ど

が

こ

こ

に

泊

っ
て

い

る
。

そ

れ

よ

り

三

年

前

に

は

金

綺

秀

も

こ

こ

で

二

十

日

間

泊

ま

っ
た

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で
上

の

引

用

文

は

金

綺

秀

の

入

京

を

祝

う

た

め

延

遼

館

で
開

か

れ

た

宴

会

の
食

事

場

面

で

あ

る

が

、

こ

こ

に

は
西

洋

式

食

事

の
過

程

が

と

て

も

細

か

く

描

か

れ

て

あ

る

。

こ

こ

に

み

え

る
食

べ

物

や

飲

み

物

の
名

前

も

さ

る

こ
と

な

が

ら

そ

の
解

説

が

面

白

い
。

た

と

え

ば

ナ

プ

キ

ン
を

「
白

布

」
、

パ

ン
を

「
餅

」
、

フ

ォ

ー

ク

を

「
歯

の

つ
い

た

匙

」
、

ナ

イ

フ
を

「
刀

」

と
表

現

し

て

い

る

。

固

い

も

の
を

歯

の

つ
い

た

匙

で
押

さ

え

な

が

ら

刀

で
切

り

取

っ
て

食

べ

た

と

い

う

か

ら

恐

ら

く

そ

れ

は

ビ

ー

フ

・
ス

テ

ー

キ

だ

っ
た

の

で
あ

ろ

う

。

そ

れ

を

「
切

肉

」

と

呼

ん

で

い

る

の

も

面

白

い
。

最

後

に

出

て
く

る

氷

汁

は

か

き

氷

(氷

水

)
、

氷

製

は

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

で

あ

る

。
日
本

に

西

洋

料

理

が

紹

介

さ

れ

た

の

は

オ

ラ

ン
ダ

や

ポ

ル

ト
ガ

ル

か

ら

で

わ

り

と

早

い

が

、

一
八

六

六

(
慶

応

二

)
年

頃

に

は

西

洋

料

理

店

が

あ

ち

こ

ち

に

で
き

て

い

た

こ
と

が

記

録

に
残

っ　

て
お
り
、

そ

の
翌
年

に

は
福

沢

諭
吉

が

西
洋

料

理

の
食

べ
方

な
ど

を
紹

介

し

て
い
る

と

い
う
。
2

一
方

、

一
八
六

九

(
明
治

二
)
年

六
月

に
は
横

浜
馬

車
道

に
町
田
房

造

が
氷
水

店

を
開

業

し
、

氷

水

や

ア
イ

ス
ク

リ

ー

ム
を

販

売

し

た
と

い
う
。
⑳

金

綺
秀

は
西
洋

料

理

や

パ

ン
と

氷

水

や

ア

イ

ス
ク
リ

ー

ム
を
初

め

て
食

べ
た

の

で
、

そ

の
形

や
食

べ
方

を

じ

っ
と
見

つ
め

て
い
る

が
、

当

時
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の
日
本

で
は

そ
れ

ら

が
す

で

に
見

慣

れ

て
い

る
西
洋

文

明

の

一
部

で
あ

る

に
過

ぎ

な

か

っ
た

と

い
え

よ
う
。

口

天
長
節

夜

会

(
一
八
八

三
年

九

月

二
十

三

日
、
新

暦

明
治

十
六

年
十

一
月

三

日
)

午

後
六

時
、

外

務
卿
官

邸

に
往

っ
た
。

火
戯

(
花

火
遊

び
)
が
大

き

く
開

か
れ

た
が
、

そ

の
珍

し

さ
や
不

思

議

さ

は
形

容

し

が

た

い
。

各
国

公

使

と

日
本

朝

廷

の
縉

紳

が
家

族

連

れ

で
集

ま

り
、
主

人
井

上
馨

は
夫

人

と
令

愛

(
令
嬢

)
と

と
も

に
門

の
前

で
客

を
迎

え

た
。
身

な

り

は
み

な
洋

装

で
あ

っ
た
。

暫

く
経

っ
て
楽

隊

が
太

鼓

を

敲

き
、

笛

を

吹

き

な
が

ら
演

奏

を

始

め

る
と

各

国

の
旗

章

が
正

堂

に
掲

げ

ら
れ

た
。

多

数

の
公
使

が
夫

人

と
娘

の
手

を

互

い

に
変

え
な

が

ら
ぐ

る
ぐ

る
ま

わ

り
、

足

を

踏

み
鳴

ら
し

な

が

ら
踊

る
。

そ

の
姿

が
天

真

爛

漫

で
あ

っ
た

の
は

日
皇

の
天

長

節
を

祝

う

た

あ

で
あ

る
。

踊

り
が

終

る
と

音

楽

も
止

ま

っ
た
。

立

っ
た

ま

ま
食

べ
物

を

食

べ
る
集

い
を
催

し
、

賓

客
五

～

六

百
人

が

卓

子

の
周

り

に
集

ま

っ
て
、

酒

を

酔

う
程

飲

み
、
食

べ
物

を
腹

い

っ
ぱ

い
食

べ
た

が
、

こ
れ

は
西

洋

の
宴

会
法

を

ま

ね
た

こ
と

で
あ

る

〈
『
使
和

記

略
』

九
月

二
十

三

日

〉

こ
れ

は
天

長

節

の
夜

井
上

馨

外

務
卿

官

邸

で
行

わ
れ

た

西
洋

式

パ
ー

テ

ィ

の
風

景

で
あ

る
。
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洋

装

の
姿

で
集

ま

っ
た
外

交

官

と

日
本

朝
廷

の
高
官

は
夫

婦
同

伴

で
あ

り
、

主

人
井

上

夫

妻

は

令

嬢

と

一
緒

に
入

口
で
客

を
迎

え

る
。

や
が

て
楽

隊

の
演
奏

が

流

れ

る
と

ダ

ン

ス
が
始

ま

る
。

踊

り
が
終

る
と

カ

ク

テ
ル

・
パ
ー

テ

ィ

に
は

い

る
。

修

信

使
朴

泳

孝

は
初

め

て
目

に
す

る

こ

の

西
洋
式

宴
会

過
程

を

興
味

深

く
眺

め

た
よ
う

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
日
本

人

に
よ

る
最
初

の
舞

踏
会

は

一
八

八
○

(
明
治

十

三
)
年

十

一
月

三

日

の
天

長

節

に
上

記

の
延

遼

館

で
開

か

れ

た
夜

会

で

の
こ
と

で
あ

っ
た

と

い
う
。
⑳

外

務

卿

井
上

が
主

催

し
、

工
部

大
学

校

で
開

か
れ

た

前
年

の
天
長

節

夜

会

で
も

舞

踏
会

は
あ

っ
た
が

、

外
国

人

だ

け

が
ダ

ン

ス
を

し

て

い
た

に
過

ぎ

な

い
。

そ

の
後

一
八

八

三

(
明
治

十

六
)
年

一
月

十
六

日

に
は
京

橋
区
木

挽

町

の
明
治

食
堂

で
も
舞
踏

会

が
催

さ

れ
た
記

録

が
あ

る
。
⑳

幕

末

に
締

結

さ

れ

た
西

洋

諸
国

と

の
不
平

等

条

約

を
改

正

す

る

た
め

外
務

卿

井

上

馨

は
必

死

の
努

力

を

傾

け

た
。

西

洋
人

と

同

じ

よ

う
な

舞
踏

会

を
催

す

の
も

そ

の

一
策

と

し

て
採

り

い
れ

ら

れ

た
。

そ

の
た
あ
彼

は

つ
ぎ

の
項

目

に
出

て
く

る
鹿

鳴

館

の
建

設

に
力

を

い
れ

て
い
た

が
、

そ

の
開

館

パ
ー

テ

ィ
を
目

の
前

に
し

て
催

さ
れ

た

の
が

上

記

の
天

長
節

夜

会

で
あ

る
。
結

局

、

こ

の
夜

会

に
ダ

ン

ス
が
組

み
込

ま

れ

た

の

は
井
上

な
ら

で
は

の
思
惑

で
、

間

も

な

く
開

催

さ

れ

る
予
定

の
鹿
鳴

館

落

成

式

お

よ
び

開
館

パ

ー

テ

ィ

の
予

行
練

習

の

つ
も

り

で
あ

っ
た
感

じ

が

な

く
も

な

い
。
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鹿
鳴

館
舞

踏
会

(
一
八
八

五
年

一
月

二
十

三

日
、
新

暦

明
治
十

八

年

三
月
九

日
)

夜
、

大
山

巌

(当

時

の
陸

軍
卿

兼
参

議

)
招

待

の
鹿

鳴
館

夜
会

に
参
席

し

た
。

楼
上

、

楼

下

の
煤

灯

(
ガ

ス
灯

)
と
蝋
燭

は
集
あ

ら
れ

た
花

房

の
よ

う

に
見

え
、
綺

麗

な
花

や
芳

し

い

草

は
錦

の
屏

風

を

開

い

て
置

い

た
よ

う

に
見

え

る
。

楼

の
三
階

(
実

は

二
階

、

鹿

鳴

館

は

二
階

の
建

物

で
あ

っ
た

)
に
上

る
と
黒

く

て
肌

寒

い
男

が

、

白

く

て
目

ま

ぐ

る
し

い
女

の

装

い

で
、

お

も

ち

ゃ
と
香

り

袋
を

し

な

や

か

で
な

ま
め

か

し

く
揺

す

ぶ

り

な
が

ら
、

笛

の

音

に
節

を
合

わ
せ
る
と
、
諸

々

の
文
武
百
官

は
自
分

の
婦
女
を

従
え
、
各
国
人

男
女

と
交
わ

っ

て
、

二
人

ず

つ
互

い

に
抱

き
合

い
、

夜

遅

く
ま

で
踊

り
続

け

た
。

そ

の
光
景

は
錦

の
よ

う

な
花

び

ら

の
中

で
鳥

と
獣

が
群

が

っ
て
戯

れ

に
も

て
あ

そ
ぶ

よ
う

に
見

え
た
。

日
本

の
女

子

は

み

な
西
洋

の
着

物

を
着

け

て

い
る
。

こ
れ

は
維

新

以
後

の
風

俗

だ

と

い

う

。

女

子

の
開

化

が
男

子

の
開
化

に
勝

る

と
も

劣

ら

な

い

の
を
見

る
と
、

開

化

以

前

に
は

女

子

に
い

い
風

俗

が

な
か

っ
た

こ
と

と
推

測

さ

れ

る
。

殊

に
、

一
つ
の
笑

い
話

し

に
な

る

の
は
、

二
十

歳
余

り
に
見

え
る

一
人

の
美

し

い
女

が
、

大
勢

の
人
波

の
中

で
余

の
手

を
握

っ

て
何

か
を
話

し
掛

け

た

の

で
あ

る
。

舌
人

(
通

訳
)
に
聞

く
と

、

そ
れ

が
他

な
ら

ぬ
陸

軍
卿

の
夫
人

で
、

宴
会

に
お
越

し
頂

い
た

こ
と

に
対

し
感

謝

の
意
を

表

し

た
と

い
う
。
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の

床

頭

(机

先

)

の

一
介

の

書

生

に
過

ぎ

な

い
余

は

、

夙

に

娼

婦

や
酒

母

の
手

を

握

っ
た

こ

と

も

一
度

だ

に

な

い

の

で

、

い

き

な

り

の
出

来

事

に

戸

惑

う

し

か

仕

様

が

な

か

っ
た

。

舌

人

は

「
こ

れ

が

我

が

国

で
貴

賓

を

接

待

す

る

第

一
の
作

法

で
す

。

怪

し

く

思

わ

な

い

で
下

さ

い

」

と

い

う

。

そ

こ

で
余

は
急

に

欣

然

な

顔

を

見

せ

な

が

ら

、

宴

会

へ

の

お

招

き

に

預

か

っ
た

こ

と

、

お

蔭

さ

ま

で
立

派

な

宴

会

に
参

ら

せ

て

頂

い

た

こ

と

に

つ
い

て
感

謝

し

た

。

こ

れ

は
俗

に

「
気

違

い

の

傍

に
立

つ
と

正

常

な

人

も

気

が

狂

う

」

と

い

う

表

現

に

ぴ

っ
た

り

と

当

て

は

ま

る

。

男

女

に
倫

理

が

な

く

、

尊

卑

に

法

が

な

く

な

っ
た

こ

と

、

こ

こ

に
至

る

と

は

、

嫌

ら

し

く

て
堪

ら

な

い

く
『
東

槎

漫

録

』

一
八

八

五

年

一
月

二
十

三

日

V

井
上
馨

が
寺
島

宗
則

の
後

を
継

い

で
外
務

卿

に
な

っ
た

の
は

一
八

七
九

(
明
治

十

二
)
年

九
月

十

日

の
こ
と

で
あ

る
。

彼

は
外

務
卿

に
就
任

す

る

や

い
な

や
欧

米

諸

国

と

の
間

に
締
結

し

て

い

た

一
八

五
八

(
安
政

五
)
年

の
不
平

等
条

約
を

改
正

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
と
考

え

た
。

そ

の
た

あ

に
は
ま

ず

日
本

人

が
欧

米

諸
国

と
同

じ
水

準

の
生

活

を

し

て
お

り
、

す

で

に
近

代

国

家

と
し

て
十

分

な
条

件

を

整

え

て

い
る

こ
と

を
内

外

に
示

し

な
が

ら
不

平
等

条

約

の
改

正

に
踏

み
切

ろ

う

と
考

え

た
。

そ

こ

で
生

ま

れ

た

の
が
欧

化

主
義

の
実

行

で
あ

る
。

日
本

人

の
生

活

を

西
洋

化

し
、
外

国
人

と

の
交
際

を

深
め

る

の
が

そ

の
具
体

策

と
し

て
浮

か
び

あ
が

っ
た

の

で
あ

る
。
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折

し
も

諸
外

国

か

ら
国

賓

級

の
人

物

が
訪

れ
る

こ
と
も

多

く

な

っ
た

が
、

適

当

な
宿

泊

施

設

が

な
か

っ
た

の

で
、

浜

御

殿
内

に
あ

っ
た
延

遼
館

を
修

理
し

て
、

上

述

し

た

よ
う

に

ハ
イ

ン
リ

ヒ
親

王

や
グ

ラ

ン
ト
将

軍

を

そ

こ

で
迎

え

て

い
た
。

し

か
し

井
上

馨

は
そ

の
よ

う
な
仮

設

の
宿

泊

施

設

に
外

国

の
賓
客

を
泊

め

な
が

ら

不
平

等
条

約

の
改

正

の
よ

う

な
難

問

に
立

ち

む

か

っ
て

は
勝

算

が
な

い

の

で
、
早

急

に
本
格

的

な
施

設

を
作

ら

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
と
考

え
た
。

そ
し

て

一
八

八
○

(
明

治
十

三
)
年

外
国

人
接

待
所

の
建

設
計

画

が

た

て
ら

れ
、

井
上

は
そ

の

設

計
を

工
部

大

学

校
教

師

ジ

ョ
サ

イ

ア

・
コ

ン
ダ

ー

に
頼

ん
だ

。

最
初

は
国
賓

の
宿

泊

に
ふ

さ

わ

し

い
施

設

を

た

て
る

つ
も

り

で
あ

っ
た

が
、

当
時

の
日
本

に
は
ま

だ
在

留

外

国
人

と

の
交

際

に
適
当

な
場
所

が

な
か

っ
た

の

で
、

社

交
場

と
も

な

る
建

物
を

目

指

し

て
計

画

を
修

正

す

る

こ

と

に
し

た
。

こ
う

し

て
東

京

麹

町
区

旧
山
下

門
内

の
元
薩

摩

藩

装
束

屋

敷

跡

(
現

在

の
千
代

田

区

内
幸

町

一
丁

目

の
大

和

生

命
敷

地

、

帝

国

ホ

テ

ル
隣
地

)
に
竣

工

さ
れ

た

の
が

お
よ

そ
四
百

四
十
坪

余

り
も

あ

る
洋
風

煉

瓦
造

二
階

建

の
鹿
鳴

館

で
あ

る
。
⑬⑪

鹿
鳴

館

の

「
鹿
鳴

」

と

は
井

上

の
夫
人

武

子

の
前

夫

に
あ

た
る
桜

州

山
人

中

井
弘

が

『
詩

経

』

の

「
鹿

鳴

章

」

か

ら
と

っ
た

名

称

で
、
迎

賓
接

待

の
意
味

を
象

徴

し

て

い
る
と

い
う
。

鹿
鳴

館

の
落
成

式

は

一
八
八

三

(
明

治
十

六
)
年

十

一
月

二
十

八

日

に
行

わ

れ

た
。

当
初

は
明

治
天

皇

の
行

幸

が
予

定

さ

れ

た
よ

う

で
あ

る

が
、

急

に
取

り

や
あ
ら

れ
、

そ

の
名

代

と

し

て
有
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栖

川
宮
熾

仁
親

王

と
薫

子
妃

が
出

席

し
た
。

そ

の
他

に
伏
見

宮

と
同
妃

を

は
じ

あ

と
し

て
参
議

、

知
事

、

県

令

、

各

国

公
使

な
ど

お

よ

そ
千

二
百

名

が

招

か
れ

た
。

そ
し

て
当

日

の
舞

踏

会

は
夜

半

に
お

よ

び

・

翌

日

の
午

剪

蒔

頃

に
な

っ
て
よ
う

や
く

静

け

さ
を

取

り

戻

し

た
と

言

わ

れ

る
。
GD

鹿

鳴
館

が
外

国

か

ら

の
賓

客

の
宿

泊

や
接
待

の
た

あ

に
建

設

さ
れ

た

の
は
た

し
か

で
あ

る
。

し

か
し

そ

こ
に

は
も
う

一
つ
の
ね
ら

い
が
あ

っ
た
。

日
本

は
決

し

て
未

開
野

蛮

の
国

で
は
な

く
、

欧
米

諸

国

に
も

劣

ら

な

い

ほ
ど

の
文

明
開

化

国

で
あ

る

こ
と

を

外
国

人

に
印

象

づ

け

よ

う
と

し

た

ね
ら

い
が

そ
れ

で
あ

る
。

そ

う

い
う

わ
け

で
鹿

鳴

館

で
は
外

務
卿

井

上
馨

夫

妻

は

い
う
ま

で

も

な
く
、

陸

軍

卿

兼
参

議

大

山
巌

夫

妻
、

文

部
卿

森

有
礼

夫

妻

の
尽

力

で
夜

ご

と

の
よ

う

に
舞

踏

会

が
催

さ
れ

た
。
上

記

の
引

用
文

に
見

え

る
夜

会

も

そ

の

一
つ
で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

当
夜

の
,主

催
役

は
大
山

巌

だ

っ
た

の

で
、

大

山

夫

人

は
当

然

ホ

ス
テ

ス
と
し

て
朴

戴

陽

に
近

づ
き
手

を

握

っ
て
お
礼

の
言

葉

を

か

け
た

の

で
あ

る
。

実

は
そ

の
夫

人

こ
そ
山

川

捨
松

で
あ

っ

て
、
彼

女

は

一
八

七

一

(
明

治

四
)
年
十

一
月

、
岩

倉
具

視

一
行

の
米
欧

視
察

団

に
随

行

し

て

ア

メ
リ

カ
に
赴

い
た
五
名

の
女

子
留
学
生

の

一
人

で
あ

る
。
彼

女

は
帰
国
後

、
相

手

は
再
婚

で
あ

っ

た
に
も
拘

わ
ら
ず

、
望

ま
れ

て
大

山
巌

の
夫

人
と

な
り
、
鹿

鳴
館

に
深

く
か
か

わ

る

こ
と

に
な

っ

た
女

性

で
あ

る
。

捨
松

は

日
本

最
初

の
女
子

留
学

生

の

一
人

で
も

あ

っ
た
し
、

当

夜

の

よ
う

な

夜

会

や
舞
踏

会

に
は

な
れ

て

い
た

に
違

い

な

い
。

し
か

し
彼

女

の
西
洋

式

儀
礼

作

法

が

儒
教

思

一89一



想

の
持

ち
主

で
あ

り
、

典

型
的

な
朝
鮮

の
文

官

で
あ

っ
た
朴

戴

陽

に

は
理
解

で
き

る
は
ず

が

な

か

っ
た
。

結

局

、

朴

は

「
男

女

の
倫

理

や
尊

卑

の
不

在

」

に
対

す

る
嫌

ら

し

さ
を

率

直

に
吐

き

出

し

て

い
る
。

彼

女

と
朴

と

の
間

に

は
互

い

に
ま

だ

そ
れ

ほ
ど

の
時
代

的

隔

た

り
が

あ

っ
た

の

で
あ
る
。

因

み

に
、

当

時

の

日
本

で
も
鹿

鳴

館

を
鋭

く

批
判

す

る
世

論

が

時

々
あ

ら

わ

れ

た
。

華
族

や

政
府

高
官

と

い

っ
た
特
権

階
級

が
舞
踏

会

だ
夜
会

だ
と

う

つ

つ
を
抜

か
し

て

い
る
裏

で
は
、

日
々

の
食

べ
も

の

に
も

事
欠

く
多

く

の
人

が

い

て
、

苦

し

い
生

活
を

強

い
ら

れ

て

い
る

と
か

、

鹿
鳴

館

に
象

徴

さ
れ

る

日
本

の
西
洋

化

は
単

な
る
猿

の
物

ま

ね

に
す

ぎ

な

い
と

い
う

厳

し

い
目

が
向

け
ら

れ

て
い
た

の

で
あ

る
。
働

こ
れ

を

み

る
と
朴

戴

陽

の
怒

り
や
嘆

き

が
決

し

て
時
代

遅

れ

の

頑

固

さ

で
あ

る
と

は
限

ら

な

い
と

い

っ
て
も
よ

さ
そ

う

で
あ
る
。

当

時
.の
日
本

と
朝

鮮

の
間

に
は
依

然

と

し

て
古

く

か
ら

の
感

情
的

溝

が
横

た

わ

っ
て
い

た
。

朝

鮮

修
信

使

た
ち

が

日
本

の
文

明

開
化

を

で
き

る
限

り
認

め

よ

う
と

し

な

か

っ
た

よ

う

に
、

日

本
人

の
中

に
も

朝
鮮

人

の
時
代

遅

れ

を
嘲

る
も

の
が

少

な
く

な

か

っ
た
。

た
と

え

ば
、

一
八

七

六

(
明

治
九

)
年

五
月

七

日

(
新
暦

五

月

二
十

九

日
)
、

修

信

使
金

綺

秀

一
行

が
東

京

に
着

い
た

時

の

こ
と

で
あ

る
。

朝
鮮
使

節

の
東
京
到

来

は

一
七
六

四
年

の
通
信
使

以
来

百
十

二
年

ぶ

り
だ

っ

た

の
で
、

人

々

の
様

子

は

お
祭

り

の
出

し

(
山

車
)
を

待

つ
よ
う
な
雰

囲
気

だ

っ
た
。

し
か

し
修
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信

使

の
行

列

や
服
装

は
旧

時
代

と

一
向

に
変

わ

り

が

な

い
。

そ
う

い
う

わ
け

で
、

百

年

前

ま

で

は
賛
嘆

の
対
象

で
あ

っ
た
朝

鮮
使
節

の
官

服
が
異

様

で
あ

り
時

代
遅

れ

に
み
え

る

ご
と
を
笑

い
、

ま

た
行

列

の
人
数

が
多

い

こ
と
を
嘲

る
も

の
が
多

か

っ
た
と

い
う
。
⑬

こ
う

い
う
時

代

だ

っ
た

の
だ

か

ら
朴

戴
陽

の
よ

う

な
保
守

的

朝

鮮

知

識
人

の
目

に
映

っ
た

大

山
巌

夫

人

捨
松

の
行
動

は
相

手

の
立

場

を
少

し
も

顧

み

な
か

っ
た
行

き

す
ぎ

で
あ

り
、

儒

教

的

倫

理

の
衰

退

と

い
う
側

面

か
ら

も
批

判

の
対

象

に
な

ら
ざ

る
を

え

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

こ

こ

か

ら

一
歩

進

ん

で
朝

鮮
修

信

使

た

ち

は

日
本

の
文

明

開
化

そ

の
も

の
を

精

神
文

化

の
破
壊

と

い

う

側
面

か

ら
大

し

た
も

の

で
は
な

い
と
認
識

し

た
か

も
知

れ

な

い
。

⑫

西
洋
式
服
飾

イ

(洋

服

、

靴

)
衣

冠

は

す

べ

て

が

洋

製

だ

と

い
う

。

そ

の

公

服

だ

が

、

袴

は

体

に
密

着

し

、

少

し

の

ゆ

と

り

も

な

い

の

で

立

ち

上

が

る

と

、

臀

や

外

腎

の

憤

起

処

が

あ

ら

わ

に

な

る

の

で
、

触

ら

な

く

て
も

わ

か

る

。

襦

(
上

衣

)
も

ま

た

肘

か

ら

肩

ま

で

は

袴

の
脚

部

分

と

同

じ

で

あ

る

が

、

体

に

近

い

と

こ

ろ

は

広

く

余

裕

が

あ

っ
て
僧

襦

に

似

て

い

る

。

多

く

は

毛

氈

を

使

う

が

、

た

ま

に

は

白

色

も

あ

り
、

白

色

は

そ

の
間

に
黒

緯

(
縦

の
縞

)
を

入

れ

た

も

の

も

あ

る

。

縫

裁

も

横

と

縦

が

ち

ぐ

は

ぐ

に

な

っ

て

お

り

、

布

切

れ

を

繋

ぎ

合

わ

せ

た

よ

う
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で
、
弛

ん

で
い
る
隙
間

(
ポ
ケ

ッ
ト
)
に

は
も

の
を

入

れ

て
置

く
。

そ
う

い
う

訳

で
煙

具

、

吹
灯

、
筆

研

、
刀

鐫
、

時
針

、

子
午

盤
な

ど
を
容

易

く
取

り
出

す

こ
と

が

で
き

る
。

靴

は
黒

漆
皮

を

使

う

が
、

前

の
方

は
豚

の

口

に
似

て
お

り
、

後

ろ

の
方

に

は
木

履

の
よ

う

な
歯

が
あ

る
。

履

く
時

に
は
襪

(足

袋
)
の
よ
う

に
す

る
が
、

踝

の
上

ま

で
上

が

り
、

脱

ぐ
時

に

は
履
物

の

よ
う

に

し

て
、

そ

の
ま
ま
地

面

に
置

く
。

し
か

し
、

踝

が
き

つ
く
挟

ま

れ

る

の

で
靴
を

脱

ぐ

と

か
履

く

時

に
は
力

が
要

り
、

中

国
女

の
纏

足

の
よ
う

に
相

当

苦

し

い
業

で
あ

る

く
『
日
東

記
游

』
巻

一
行

礼

V

ロ

国

王

の
服
色

は
頭

に
冠
が

な

く
、

着

衣

は
短

い
襦

に
狹

い
袴

で
、

諸

臣

の
も

の
と

異

な

ら

な

い
が
、

た
だ

襦

の
金

飾

だ

け

が
異

な

る
。

朝

官

の
服
色

は

一
般

人

と
等

し

い
が

、

や

は
り
襦

の
金

飾

が
文

武
官

の
表

章

に
な

っ
て
い
る
。

頭

に
着

け
た
帽

子

の
本

体

は
大

き

く
、

遮

陽

は
小

さ

い
が
平

常
時

の
も

の
と

は
少

し

異
な

り
、
氈

(毛

織
物

)
で
作

ら

れ

て

い
る
。

ひ

ょ

っ
と
す

る
と
額
掩

(婦

女

た
ち

の
防
寒

帽
)
の
よ
う

に
見

え
る
。

…

…

(
中

略

)
…

…

諸

公

と

一
緒

に
博

覧
会

の
局

門

の
外

へ
出

て
か
ら

丘

の
上

に
登

り
国

王

の
還
宮

儀

式

を

み

た
。

国

王

が
馬

車

に
乗

る
と
、

二
頭

の
馬

が

そ
れ

を
引

き

、

ま

た

二
頭

の
馬

が
左

右

に
随

う
。
馬

車

の
中

に

は
参
乗
者

が

あ

り
、
海

陸
軍

楽
隊

驟
皸
胸
龍
暉
襯
啝
細
臑
搬
錆
謝
鵬
だ
と
旗

を
執

っ
た

騎

兵

数
十

名

と

銃
剣

軍

数

百
名

が

護
衛

し
た
。

し

か
し
朝

官

の
陪
従

は
略

少

で
あ

っ
た
。
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そ

の
威

儀

と
節

次

は
簡

便

に
な

る
よ

う
努

め

た

よ

う

で
あ

る
が

、

章

服

の
制

度

は
礼

度

に

大

き
く
合

わ
な

か

っ
た

〈
『
日
槎

集

略
』
巻

地

五
月

十

四

日

〉

ハ

(
天
皇

の
大
礼

服
)
日
主

の
身

長

は
六

～
七

尺
、
顔

が
長

く
、
浅

黒

い
目

に
は
精
彩

が
あ

っ

た
。

身

に
は
洋

服
を
着

け

て
お
り
、

前
後

(
正

し

く

は
左

右

で
あ

ろ

う
)
の
両

襟

に
は
黄

金

色

の
菊

の
花

の
刺
繍

が
あ

る
。

こ
れ

は
陸

軍

の
標

で
あ

る
。

両
肩

の
上

に
は
金

条

(
金

糸
)

織

り

の
紐

を
横

か
ら
着

け

て
お
り
、

ま

た
金
色

の
刺
繍

で
円

く
作

ら

れ

た
楪
子

(
皿
)
よ

う

な
も

の
を

両

脇

の
上

に

つ
け

て
い

る
。

こ
れ

は
海

軍

の
標

で
あ

る
。

更

に
幅

三
～

四
寸

程

度

の
長

い

一
条

の
帯

を
左

肩

か

ら
右

脇

に
掛

け

て
結

ん

で

い
る

が
、

こ
れ

は
我

が
国

の
金

銀

牌

に
似

て
お
り
、

兵
隊

の
標

で
あ

る
。

身

の
辺

に
は

四
～

五

の
勲

表

(勲

章

)
を
着

け

て

い
る
が
、

こ
れ

は
各

国
が

互

い
に
授

与
す

る
慣
例

で
あ

る
。

礼

帽

を

脱

い
で
手

に
持

ち

、

椅

子

の
傍

の
左

右

に
立

っ
て

い
る
侍

臣

十
余

人

の
服
色

も

大

し

た
差

は
な

い
。

た
だ

、

海

陸

軍

の
標

を
兼

ね
た

も

の
は
な

く
、

勲

功

の
あ

る

も

の

に
は
勲

表

が

あ

る

の

み

で
あ

る
。

勲

表

は
金

あ

る

い
は
宝

石

で
作

ら
れ
、

五
色

を
備

え

て
い
る
。

形

は
時

表

(時

計

)
に
似

て

お

り
、

あ

る

い
は
角

が
立

ち
、
あ

る

い
は
円

い
〈
『
東

槎

漫
録

』

一
八

八
五

年

一
月
六

日

〉

二

(帽

子
)
帽

子

は
頂

き
が
丸

く
、
真

っ
直

ぐ

に
頭
脳

を
圧
し

て
い
る
。
周

り

に
は
軒

が
あ

っ

て
、

よ

う

や
く

日
差

し
を

遮

る
程

で
あ

る
。

色

は
黒

い
か

ま

た

は
白

く
、

す

べ
て
が
毛

氈
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で
作

ら
れ

て
い
る

が
、
籐

糸

か
竜

鬚

(
藺

)
で
精

製

し

た
も

の
、

あ

る

い
は
黒
緞

で
作

っ
た

も

の
も

あ

る
。

帽

子

を
脱

ぐ

時

は
必

ず
手

で
圧

し

な

が

ら
折

り

畳

み
、

膝

の
底

あ

る

い
は

床

の
上

に
置

く
。

帽

子

を

被

る
時

は
、
折

り
畳

み

の
と

こ
ろ
を
手

で
立

た

せ

る
と

、

ど

ん

と
大

き
な
音

が
響

き
、

折

り
畳

み

の
痕

は
見

え
な

く

な
る

く
『
日
東

記
游
』

巻

一
行
礼

V

ホ

(官

服

)
彼

ら

の
い
わ

ゆ

る
品

服

と
し

て
、

襦

に
は
金

綉

(
刺

繍

の
は

い

っ
た
錦
)
を

用

い

る
が

、

綉

の
多

少

が
品

(
位

)
の
高

下

を

表

わ

す
。

帽

子

は
広

げ

ら
れ

て

い
な

い
荷

葉

(
蓮

の
葉

)
に
等

し

い
が
、

一
般

に

は
貂
皮

を

用

い
、

毛

は
相

当
長

い
。
客

と

か

目
上

の
前

で
は
被

ら

な

い

の
が
敬

意

を
示

す

こ
と

で
、

品
服

を
着

て

い
る
時

に

は
敬

意

を
示

す

た
め
、

帽
子
を
手

で
握

る
だ
け
で
、
頭

に
被

る

の
を
見
た

こ
と

は
な

い
く
『
日
東

記
游
』
巻

一
行

礼

V

い
ず

れ

も
西

洋

式

服
装

に
関

す

る
観

察

内
容

で
あ

る
。

初

め

て
み

る
異

様

な
西

洋

式

服
飾

な

の

で
、

修

信

使

た
ち

は
誰

も

が
相

当

な
関

心

を
寄

せ

て

い
る
。

イ

は
公

式

服

装

と

し

て

の
洋

服

と

靴

に

つ
い
て
観

察

し

た
結

果

で
あ

り
、

ロ
は

一
八
八

一

(
明
治

十

四
)
年
六

月
十

日

(
旧
暦

五

月

十

四

日
)
第

二
回

内

国
勧
業

博

覧
会
働
の
褒
賞

式

に
参

席

し
た
明

治
天

皇

と
文
武

官

の
服
飾
、

そ

こ

に
軍

楽
隊

の
制

服

を

ご

く
簡
単

に
描

い
た

も

の

で
あ

る
。

ハ
は
国

書

の
伝
達

式

典

で
み

た

天

皇

の
大

礼

服

と
侍

臣

の
服
装

を

わ

り

あ

い
細

か

く
描

い
た
内

容

で
あ

り
、

二
は
西

洋

式
帽

子
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す

な

わ
ち

中
折

れ
帽

子

と

そ

の
作

法

に
対

す

る
観

察

で
あ

る
。

修

信
使

た
ち

は

以
上

の
よ

う

な

西

洋
式

服

装

の
珍

し

さ

に
並

み

な

ら

ぬ
関
心

を

み
せ

な
が

ら
も

、

積
極

的

な
論

評

は
し

て
い

な

い
。

た

だ

ロ
か

ら

は
服
装

が
礼
度

に
合

わ

な

い
と

い
う

指
摘

が

み
え

る
が

、

そ

の
対

象

が
軍

楽

隊

の
制
服

に
限

ら
れ

る

の
か
、

あ

る

い
は
他

の
服
装
全

般

に
お

よ
ぶ

の
か

は
い
ま

の
と

こ
ろ

は

っ

き

り
し

な

い
。

者

登
貼見
7衝

突

・ζ
嘆

き
・
の
挿

話

三

つ

修

信

使

た
ち

は
現
地

で
時

々
予

想

も

し

な
か

っ
た
言

い
争

い

や
意

見

の
食

い
違

い
を

経
験

し

た

り
、

気

に
入

ら

な

い
新

聞

報
道

に
対

し

て
不
満

を

抱

い
た

り
し

た

こ
と

も

あ

る
。

そ

の
よ
う

な
場

合

、

修
信

使

た
ち

は

い
か

に
し

て
姿

勢

を
崩

さ
ず

そ

の
場

を
乗

越

え

た
り
、

あ

る

い
は
悔

し

さ
を

堪

え

た

の
か

も

い
ま

は
面

白

い
挿

話

に
な

り
う

る
。

こ
こ

で
は

そ

の
よ

う

な
挿

話

三

つ

を
拾

っ
て
読

み

な
が

ら
、

修

信
使

た
ち

が
他

国

で
味

わ

っ
た
苦

労

を

し
ば

ら

く
垣

間

見

る

こ
と

に
し

た

い
。
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㈲

元
老
院

訪

問
を
協

議
中

、

誤
解

が
起

こ

る

外
務

省

の
通
訳

官
古

沢
経

範

が
訪

ね

て
き

て
日
程

を
協

議

す

る
途

中
、

元
老

院
訪

問

の
話

が

出

た
。

古
沢

は
元

老
院

の
招

き

に
応

じ

る
か
ど

う
か

を
聞

い
た
。

「
ま

だ
承

諾

し

て
い
ま

せ

ん
が

、

元
老

院

は
ど

う

い
う
事

務

を

司

る
官

庁

で
す

か
。

余

は
近
頃

体

の
具
合

い
が
よ

く

な

い
の

で
命

令
通

り

に
従

う

こ
と

は

で
き
ま

せ

ん
。
」

古

沢

が
言

っ
た
。

「
元
老

院

に
は
行

か
れ

る

べ
き

で
す
。

元
老

院

の
議
長

は
す

な
わ

ち
我

が
皇

上

の
至

親

で
、

二
品

の
親
王

で
あ

り

ま
す

。

親

王

さ
ま

が
貴

公

に
お
逢

い
し

た

く

て

お
招

き

な

さ

っ
た

の

に
、

な
ぜ

行

か
れ

な

い
の

で
し

ょ
う
か
。

願

わ
く

は
改

め

て
お
考

え

願

え
れ
ば

幸

い

で
す

。
」

余

は
急

に
腹

が
立

ち

、
顔

色

を
変

え

な
が

ら
言

っ
た
。

「
親
王

は
何

の
親

王

で
す

か
。

修

信

使

が
大

し

た
者

で
は

な

い
と
雖

も

他

国

の
奉

命
使

臣

で
す
。

と
も

す

れ
ば

、

見

た

い
と

言

っ
て
容

易

く
呼

び

出

す

の

は
、

体

統

と

礼
節

に
照

ら

し

て
も

あ

り
え

ま

せ

ん
。

余

は
疲

れ
て
も

い
ま

す
が
、

今
度

の

こ
と

に
対

し

て
は
断

然
と

命
令

に
従

い
ま

せ

ん
。
」

古
沢

が
言

っ
た
。

「
そ
う

で
は
あ

り
ま

せ
ん
。

自
分

の
言
葉

に
誤

り

が
あ

り
ま

し

た
。

親

王

さ
ま

は
尊

体

と

し

て
閤
下

を

呼

び
寄

せ
る

の

で
は
な

く
、

す

な

わ
ち

招

請
す

る
と

い
う
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話

し

で
あ
り

ま
す

。

元
老

院

は
我

が
朝

廷

の
大

小

事

を
会

議

す

る
所

で
、

そ

の
議

長

が
他

な
ら

ぬ
親

王

で
あ

り
ま
す

。

た
だ

い
ま
両

国

が
改

め

て
旧
好

を
取

り
戻

す

よ
う

に
な

っ
た

の

で
、

我

が

国

の
規

模

と
施

設

を
貴

国

に
お
知

ら

せ

し

な
け

れ
ば

な
り

ま

せ
ん
。

従

っ
て

私
邸

で
は
な
く
元
老

院

に
招

請
し

た

の

で
す
。
先

生

は
な
ぜ
過
慮

な

さ
る

の

で
し

ょ
う
か
。
」

〈
『
日
東

記
游

』
巻

二

問
答

V

こ

の
解

明

で
誤
解

は

一
応

解

け
、

結

局

招

請

に

は
応

じ

る
が
、

感

情

的

に
は
勝

手

な
呼

び

だ

し

に
不
満

を

抱

い

て
い
た

よ
う

で
あ

る
。

実

際

に
金

綺
秀

は
何

回

か

の
見
物

勧

あ

を
適

当

な
言

い
訳

で
退

け

る
。

外

務
省

を
初

あ

て
訪

問

し

た
時

、

大
丞

宮

本
小

一
は
金

に
、

せ

っ
か

く

の
機

会

で
あ

る
か

ら
何

ケ
月

で
も

ゆ

っ
く

り
休

み

な
が

ら

暇
を

み

て
遊

覧

す

る

よ
う
勧

め

た

が
、

金

は
王
が
自

分

を
待

っ
て

い
る

の
で
速

や
か

に
戻

ら
な

く

て
は

い
け

な

い
と
言

っ
て

い
る
。
.ま
た
、

権
大

丞

森

山
茂

も

八
省

の
卿

を
順

次
訪

問

す

る
よ

う
勧

め

る
が

、

金

は
夙

に
例

が

な

い
と
言

っ

て
難

色
を

示
す

く
『
日
東

記

游
』

巻

二
問
答

v
。

そ

の
他

に
も
上

述
し

た

よ
う

に
帰

国
途

中
、

横

浜

を

出

た
船

は
な
ぜ

か
横

須

賀

で

一
泊

す

る
。

こ
こ

に
は
造

船
所

が
あ

っ
て
、

い
ま
火

輪

船

を

造

っ
て
い

る
か

ら
見

物
す

る

よ
う
再

三
勧

あ

ら
れ

る

が
、

病

を
言

い
訳

に
船

か

ら

降

り

な
か

っ

た

。

さ

ら

に
外

務

卿

寺
島

宗

則

は
大

阪

の
造

幣

局

を
是

非

と

も
見

物

す

る

よ
う
頼

ん
だ

。
神

戸
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か

ら

大

阪

は

火

輪

車

に

乗

れ

ば

日

帰

り

も

で

き

る

と

言

う

の

で

あ

っ
た

。

し

か

し

、

神

戸

に

着

い

た

時

は

、

実

際

病

に

罹

り

、

大

阪

行

き

は

結

局

取

り
消

し

に

な

っ
た

〈

『
日

東

記

游

』

巻

一
停

泊

〉
。

東

京

滞

在

中

に
も

金

は

な

る

べ

く

見

物

を

避

け

た

。

そ

の

証

拠

と

し

て
面

白

い
実

話

が

あ

る
。

東

京

に

着

い

て

旅

舎

に

は

い

る

時

、

伝

語

官

は
表

に

坊

曲

番

号

を

記

し

た

紐

付

の

木

牌

二

～

三

十

枚

を

渡

し

な

が

ら

「
こ
れ

を

随

員

た

ち

に

配

っ
て

自

由

に

出

入

り

さ

せ

て
下

さ

い

。

路

に

迷

う

心

配

が

な

く

な

り

ま

す

」

と

い

う

。

そ

れ

を

警

官

に
見

せ

れ

ば

案

内

し

て

も

ら

え

る

と

の

こ

と

で

あ

る

。

し

か

し

、

金

は

そ

れ

を

寝

床

の
傍

に
放

っ
て

お

い

た

ま

ま

、

旅

舎

を

出

る

時

返

し

た

。

見

る

と

埃

が

つ
き

、

牌

面

の

字

が

よ

く

み

え

な

い
程

度

で

あ

っ
た

と

い
う

。

も

う

一
つ

の

実

例

を

引

く

と

、

あ

る

日

、

外

務

省

か

ら

旅

舎

に

戻

る

途

中

の

こ

と

で

あ

る

。

正

午

に
出

発

し

た

が

、

い

く

ら

走

っ

て
も

旅

舎

は

見

え

ず

、

路

上

で

夕

方

を

迎

え

た

の

で

あ

る

。

日

本

側

が

金

に
見

物

を

勧

め

て

も

な

か

な

か

動

か

な

い

か

ら

、

市

内

の

あ

ち

こ

ち

を

遠

回

り

し

な

が

ら

自

然

に

見

物

で
き

る

よ

う

配

慮

し

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

を

見

極

め

た

金

は

旅

舎

に
着

き

、

車

(
人

力

車

か

馬

車

か

は

は

っ
き

り

し

な

い

)
か

ら

降

り

る

や

い

な

や

小

通

事

に

笞

を

掛

け

た

。

あ

ち

ら

側

の
無

礼

に

対

し

て
黙

っ

て

い

た

罪

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

は

あ

ち

ら

側

も

あ

え

て

そ

ん

な

行

為

を

取

ら

な

か

っ
た

〈

『
日

東

記

游

』

巻

一
留

館

〉
と

い
う

。
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②

西
洋
人

の
下
船
を

要
求

す

る

こ
れ

も

帰
国

途

中

の

こ
と

で
あ

る
。

船

が
横

浜

を
出

発

す

る
時

、

ふ
と

船
上

に
洋
人

が

一
人

見

え

た

の
で
、

金
綺

秀

は
早
速

護

送
官

に
伝

え

た
。

「
こ

の
船

は
確

か

日
本
船

と

雖

も
、

今

回

の
運

行
目

的

は
我

が
行

次

を
専

送

す

る

こ
と

で
あ

る
。

よ

っ
て
我

々
が

船

か

ら
降

り

る

ま

で

は
我

が
船

と

も
言

え

る
。

い
か

に
し

て

こ

の
船

に
洋

人

を
乗

せ

る

こ
と

が

で
き

る

の
か
。

た

だ
ち

に
そ

の
人

を
船

か

ら
降

ろ

さ
せ
、

こ
れ

以
上
船

に
留

あ

て
は

い
け
な

い
」

〈
『
日
東

記
游

』
巻

一
乗

船

〉

実

は
、

そ

れ
ま

で
日
本

人

の
技

術

だ

け

で
は
蒸

気
船

を

安

全

に
運

行

で
き

な
か

っ
た

よ
う

で

あ

る
。

そ
う

い
う
わ
け

で
、
外
務

省

は
わ
ざ

わ
ざ

そ

の
西

洋
人

を
乗

せ
、
船

の
安

全
運
行

を

図

っ

た

の

で
あ

る
。

護

送

官

は
そ

の
わ

け
を

明

か

し

た
後

、

自

分

と
し

て
は
修

信
使

の
意

向

を
外

務

省

に
報
告

し

、

そ

の
回

示

を
待

つ
し

か

し

よ
う

が

な

い
と

い
う

。

そ

の
後

、

外
務

省

の
回
示

が

あ

っ
た

の
か
、
西

洋
人

は
神

戸

で
降

り

た

の
で
あ

る
。

③

旅
舎

の
娘

に
与

え

た
朴

戴
陽

の
絶

句

と
新

聞
報
道

朴

戴

陽

一
行

は
東
京

到

着

以
来

、

新

橋
南

鍋

町

の
伊

勢

勘

楼

に
泊

ま

っ
て
い
た

が
、

主

人

に
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は
菊

と

い
う

娘

が

一
人

あ

っ
た
。

彼
女

が
朴

に
ま

め
ま

め

し

く

一
筆

を
頼

む

の

で
、

朴

は

つ
ぎ

の
よ
う

な
絶
句

を
書

い

て
渡

す
。

金
閨

種
菊

度
年

華

金
閨

に
菊

を
植

え
、

年
月

が
経

ち

聞
是

東
京

第

一
花

聞

け
ば

こ
れ
、
東

京

第

一
の
花

不
有

淵
明

誰
得

採

陶

淵

明

な
き
今
、

こ

の
花

誰

が
採

ろ
う

色

香

惟
属

酒
人

家

色

と
香

た

だ
酒
飲

み

の
宿

に
属

す

る

の
み

く
『
東
槎

漫

録
』

一
八

八

五
年

一
月
十

日

V

詩

の
内

容

は

「
東

京

に
菊

と

い
う
名

前

の
人

が

い
る
と

雖

も
、

陶

淵

明

の
よ

う

な
靖

節

(
綺

麗

な
節

操

、

操

)
を
持

つ
人

が

い
な

い
今

、

菊

の
美

し

い
色

と
香

り

は
酔

っ
ぱ

ら

い

が
出

入

り

す

る

よ

う

な

こ

の
家

で
時

を
無

駄

に
し

て

い
る
」

程

度

の
意

味

に
な

る
。

い
く

ら

か
侮

っ
て
弄

ん

だ

つ
も

り

で
あ

る

が
、

こ
れ

が
新

聞

に
取
り
上

げ

ら

れ
た

の

で
あ

る
。

日
邦

人

は
そ

の
意

を
知

ら
ず

、

朝
鮮

の
欽

差
大

臣

が

菊

娘
を

愛

し

、

詩
を

贈

っ
た

と
多

く

の
新

聞
紙

に
載

せ

た
。

ば
か

ば

か
し

い

こ
と

で
あ

る
。

秋

堂
丈

(
正

使
徐

相
雨

)
は
、

こ

の
話

し

を
聞

い

て
絶
句

三
首

を
詠

ん
だ
。

余

も
和

答

の
詩

で
弁

解

し

た

く
『
東

槎
漫

録
』

一
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八

八
五
年

一
月
十

日

V

弁

解

の
詩

は
巻

末

に
ま

と

あ
ら

れ

て
あ

る
漫

詠

に

つ
ぎ

の
よ
う

な
注

記

と
と

も

に
出

て
く

る
。

毎

日
、

時

事
新

聞

を

見

る

と
虚

構

と
捏

造

で
紙

上

を

飾

る
。

秋

堂

大
人

が

こ
れ

を
見

て

絶

句

三
首

(実

際

は

な
ぜ

か

二
首

し

か
見

え

な

い
)
を
詠

み
志

を
表

わ

し
た
。

余

も
和

答

の

句

で
弁

解

し
た
。

東

来
使

節
寸

暇
無

東

へ
来

た
使

節
、

一
寸

の
暇
も

な

い

時

事

伝
聞

語
太

殊

時

事

を
伝

聞
す

る
と
、

そ

の
語

あ
ま

り
に
も
違

う

只
信

中
心

如
白

玉

た
だ

中
心

は
白
玉

の
ご

と
き
を

信

じ

不
関

蝿
鳥

自
喧

呼

自

ら
う

る
さ

い
蝿

と
鳥

に

は
関

与

し

な

い

く
『
東

槎
漫

録
』

巻
末

東
槎

漫

詠

V

こ
こ

に
み
え

る
時
事

新

聞
が

一
八

八

二

(
明
治

十

五
)
年

三
月

、

福
沢

諭
吉

と
中

上

川
彦

次
郎

が
創

刊

し

た

日
刊

の
時

事

新
報

で
あ

る

か
ど

う

か

は
必

ず

し
も

明

ら

か

で
な

い
が
、

朴

戴

陽

の

詩

は

「
使
節

と
し

て
日
本

に
来

て
い
る

自
分

に

は
な

ん

の
暇

も

な

い
。

新

聞

が

何

と

い

っ
て
も

自

分

の
心

は
潔

白

な

の

で
蝿

や
鳥

の
勝

手

な

ま

ね

に
は
関

心

が

な

い
」

と

い
う
意

味

で
あ

る
。

自
分

の
本

心

と

は
程
遠

い
新

聞

報
道

に
対

す

る
悔

し

さ
を

そ

の
よ

う

に
詠

ん

で
耐

え

き

っ
た

の
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で

あ

ろ

う

。

七

詰

び

の

一
言

い
ま
ま

で
朝

鮮

修

信
使

た
ち

の
見
聞

を

一
応

以
上

の
よ

う

に
ま

と

め

て

み
た

が
、

全

体

的

に

は
な

ぜ
か

当

時

日
本

の
新

文

明

に
か

か

わ

る
施

設

と

か
制

度

に
傾

い

て
い

る
。

こ

こ
に

は
そ

れ

な
り

の
わ

け
が
あ

る
。

明
治

初

期

に
お
け

る

日
本

の
政
策

は
富

国
強

兵

で
あ

る
。

そ

の
た

め
、

一
旦
、

開

放

に
踏

み

き

っ
た

日
本

政
府

は
、

西
洋

文

明

を
積

極

的

に
取

り

い
れ

た

の

で
、

当

時

の

日
本

は
あ

ら

ゆ

る

部

門

で
生

ま

れ

か
わ

る
最

中

で
あ

っ
た
。

当
然

な
が

ら
、

日
本

政
府

側

の

ひ
と

び
と

、

中

で
も

朝

鮮

の
開

化

と
通

商

を
促

す

た
め
、

そ
れ

が

い
い
意

味

で
あ

れ

悪

い
意

味

で
あ

れ
、

相

当

な
努

力

を
注

い

で
き

た
外

務
政

策

関

係
者

た
ち

は
、

当

時

と

し

て
は
朝
鮮

よ

り

一
歩
進

ん

で

い
た

い

ろ

ん

な
施

設

や
制

度

を
朝

鮮

修

信
使

に
見

て
も

ら

い
た
か

っ
た

の
で
あ

ろ

う
。

実

際

、

当
時

の

外

務
政

策

担
当

者

で
あ

っ
た
井
上

馨

、

宮

本
小

一
、

森
山

茂

、

花

房
義

質

な

ど

は
修

信

使

と
逢

う
度

に
日
本

の
開

化

と
新
文

明
を

よ
く
見
物

し
、

い
い
も

の
が
あ
れ

ば
朝
鮮

も

そ
れ
を

思

い
き

っ

て
取

り
入

れ

る

よ
う

繰

り

か
え

し

て
勧

め

て

い
る
。

そ

の
時

、

日
本

側

は
協

力
を

惜

し

ま

な

い
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つ
も

り

で
あ

る
と

も

い

っ
て

い
る
。

実
際

、

修

信
使

た
ち

の
記
録

に
も

そ
う

い
う
問

答

内
容

が

と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に
あ
ら

わ
れ

る
。

し
か

し
、

朝

鮮

修
信

使

た

ち

の
耳

に
は
、

そ
れ

が
必

ず

し

も
甘

く
聞

こ
え

る
話

で

は
な

か

っ

た
。

時

代

が
早

す

ぎ

た

の

で
あ

る
。

確

か

に
彼

ら

が

み
た

日
本

の
機
械

化

や
軍

事

化
、

進

ん

で

は
あ

ら

ゆ
る
部

門

に
お
け

る
文

化

と

各
種

制

度

の
変

化

は
珍

し

か

っ
た
。

そ

こ

で
彼

ら

は
珍

し

く

み
え

る
新
文

明

の
現

実

を

一
種

の
新

し

い
情
報

と

し

て
記

録

に
残

し

た
。

た

だ

そ
れ

だ

け

の

こ
と

で
あ

る
。

だ

か

ら
彼

ら

は

日
本

で
見

物

し

た
機

械
化

と

軍

事
化

、

そ

の
他

の
機
構

に
対

す

る
構

造

と
様

式

を
細

か

い
と

こ
ろ
ま

で
記

録

し

な
が

ら
も

、

そ

の

一
つ

一
つ
に
対

し

て
は
、

む

し

ろ
肯

定
的

な
態
度

よ

り
否

定
的

な
態
度

を
見

せ

る
場

合
が
多

か

っ
た
。
大

体

は
守

旧
的

で
あ

っ

た
当
時

の
高

級
官

吏

が
取

る

べ
き

態
度

は
そ
れ

し
か

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

の
後

の
朝

日
関
係

が
意

外

に

も
も

つ
れ

て
し

ま

い
、

最

後

に
は
両

国

合
邦

に
ま

で
走

っ
た

原

因

が

そ

こ

に
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
。

な

ぜ

な

ら
、

朝

鮮

時

代

の
官

吏

と

い
え

ば
、

大

体

は
保
.

守

的

な
文

官

で
あ
り
、

学

者

的
気

質

の
持

ち
主

で
あ

る
。

彼

ら

は
大

体

伝
統

的

に
実
利

を

恥

じ

と

み

な
し
、

名

分

の
た

め

に

は
死

も

辞

さ

な

い
。

中

で
も

修
信

使

に
選

ば

れ

る
程
度

の
人

物

で

あ

れ
ば

な

お

さ
ら

の

こ
と

で
あ

る
。

彼

ら

に
機

械
化

や
軍

事
化

の
よ

う

な
新

文

明

の
実

利

を
見

せ

つ
け

た

の
は
、

日
本

外

務
当

局

者

た

ち

の
見
当

違

い
だ

っ
た

の

で
あ

る
。
勿

論

、

中

に
は
金
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弘
集

、

金

玉
均

、

朴
泳

孝

の
よ

う

に
わ

り

と
開

放
的

、

進

歩
的

な
態

度

を

み
せ

た
人

物

が

な

く

も

な

い
。

し

か
し
、

朝
鮮

朝
廷

の
大
多

数

の
官
吏

は
そ
れ

を
容

易
く

認

あ
よ

う
と

し
な

か

っ
た
。

そ

こ
か

ら

日
本

に
対

す

る
疑

い
と
反

発

が

一
層

深

ま

っ
た
事
実

を

見
逃

し

て
は

な
ら

な

い
。

修

信

使

た

ち
が

い

つ
も

批

判
的

な
態
度

を

み
せ

た

の
で
は

な

い
。
彼

ら

は

日
本

の
自

然

美

や

人

々

の
勤

勉

さ

と
誠

実

さ

に
讃

え

の
言

葉

を
惜

し

ま

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

自

ら

進

ん

で
重

野

安

繹

や
中

村

正
直

の
よ

う

な
学
者

を

訪

ね
、

そ

の
意

見

に
耳

を

傾

け

た

こ
と
も

あ

る
。

も
し

、

当

時

の
日
本

外
務

当

局

者

が
真

に
朝
鮮

朝

廷

と

の
修

好
を

願

っ
た

と
す

れ
ば

、

修

信
使

た
ち

に

機

械

化

や
軍

事
化

を
見

せ

つ
け

る
よ

り
、

朝

鮮
官

吏

の
伝
統

的

な
性

格

を
少

し

で
も

詳

し

く
把

握

し
、

文
化

的

接

近
を

適

切

に
図

る

べ
き

で
あ

っ
た
と

思

わ
れ

る
。

勝

手

な
が

ら

、

こ
れ

が
朝

鮮
修

信
使

以
後

の
歴

史

を
顧

み
な

が

ら
現
代

を
生

き

て
い
る
自
分

な
り

の
結

論
的

判

断

で
あ

る
。

最

後

に

一
言

書

き
添

え

て
お

け
ば
、

修
信

使

た

ち

の
見

聞

記
録

は
韓

国

語
学

に
も

並

み

な
ら

ぬ
意
味

を
持

つ
史

料

に
な

る
。

そ

こ
に
は
当

時

の
日
本

で
生

ま

れ
た
新

生

文
明

語

、

す

な

わ
ち

西

洋
文

明

を
受

容

す

る

過
程

で
新

し
く

生

ま
れ

た
漢

字

語

が
数

多

く
見

え

る
か

ら

で
あ

る
。

修

信

使

た
ち

の
記
録

に
現

わ

れ

る
新

生
文

明

語
す

べ
て
が

日
本

で
生

ま
れ

た
言
葉

と

は
限

ら

な

い
。

し
か

し
、

現

代

韓
国

語

に
生

き

て

い
る
新

生
漢

字

語

の
中

に

は
日
本

語

か

ら
直

接
受

け

い
れ

た

も

の
が
多

い
。

そ
れ
を

受

け

い
れ

始

あ
た

の
が
修

信
使

た
ち

の
記
録

な

の
で
あ

る
。
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〔
注

〕
ω

例
え
ば
、
辛
基
秀

『朝
鮮
通
信
使
往
来
』
(労
働
経
済
社
、

一
九
九
三
年
)

=
二
二
ー

一
三
三
頁

の

「朝
鮮
通
信

使

一
覧
表
」
に
は

一
八

一
一
年
の
十
二
回
目
が
最
後
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
修
信
使
は
見
え
な
い
。

②

朝
鮮

で
は

一
八
九
五
年
十

一
月
十
七
日
を

一
八
九
六
年

一
月

一
日
に
改
め
、
新
暦
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
修

信
使
た
ち
が
日
本
訪
問
中
、
日
本
側
か
ら
受
け
取

っ
た
各
種

の
公
文
書
と
か
連
絡
用
手
紙
の
日
付

は
新
暦
で
記
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
修
信
使
の
記
録
を
読
む
た
め
に
は
新
暦
の
日
付
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

㈹

朝
鮮
公
使
花
房
義
質
の
提
議
に
従
い
、

一
八
八

一
年
四
月
に
創
設
き
れ
た
別
技
軍
の
教
官
と
な

っ
た
人
物
。

ω

日
本
の
場
合
、

一
八
七
二

(明
治
五
)
年
ま

で
の
日
付
は
旧
暦
、

一
八
七
三

(明
治
六
)
年
か
ら
の
日
付
は
新
暦

を
表
わ
す
。
以
下
も
同
じ
で
あ
る
。

一
方
、
朝
鮮
の
日
付
は
す
べ
て
が
旧
暦
で
あ
る
。

⑤

こ
こ
か
ら
の
文
化
史
に
関
わ
る
年
代
は
次

の
よ
う
な
参
考
資
料
を
利
用
し
な
が
ら
筆
者
な
り

に
調

べ
た
結
果
で

あ
る
。
出
典
は

一
々
示
さ
な
い
が
、
場
合
に
よ

っ
て
は
根
拠
を
提
示
す
る
こ
と
も
あ
る
。

『
日
本
史
総
覧
W
』
(新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
四
年
)
。

『
日
本
史
資
料
総
覧
』
(東
京
書
籍
株
式
会
社
、

一
九
八
六
年
)
。

『近
代
日
本
総
合
年
表
』
(第
三
版
、
岩
波
書
店
、

一
九
九

一
年
)
。

紀
田
順

一
郎

『近
代
事
物
起
源
事
典
』
(東
京
堂
出
版
、

一
九
九
二
年
)
。

⑥

朝
倉
治
彦

・
稲
村
徹
元

『明
治
世
相
編
年
辞
典
』
(新
装
版
、
東
京
堂
出
版
、

一
九
九
五
年
)
七
十
九
頁
。

①

湯
本
豪

一

『図
説
明
治
事
物
起
源
事
典
』
(柏
書
房
、

一
九
九
六
年
)
三
〇
八
頁
。

㈹

湯
本
豪

一

前
掲
書

一
六
二
頁
。
日
本
初

の
写
真
館
は

一
八
六
二
年
、
長
崎
で
生
ま
れ
た
と

い
う
見
方
も
あ
る
。
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槌
田
満
文

『明
治
大
正
の
新
語

・
流
行
語
』
(角
川
書
店
、

一
九
八
三
年
)
三
十
三
頁
。

⑧

湯
本
豪

一
前
掲
書

二
十
八
ー
二
十
九
頁
。

oo

湯
本
豪

一
前
掲
書

一
五
〇
頁
。

矼D

湯
本
豪

一
前
掲
書

四
〇
六
頁
。

働

湯
本
豪

一
前
掲
書

三
二
二
頁
。

⑬

槌
田
満
文

『
明
治
大
正
風
俗
語
典
』
(角
川
書
店
、

一
九
七
九
年
)

=
二
〇
頁
。

αの

湯
本
豪

一
前
掲
書

三
三
二
頁
。

㈱

樺
島
忠
夫

・
飛
田
良
文

・
米
川
明
彦

『糊
酷
新
語
俗
語
辞
典
』
(東
京
堂
出
版
、

一
九
八
四
年
)
二
一二
七
頁
。

㈹

湯
本
豪

一
前
掲
書

二
五
二
頁
。

αη

朝
倉
治
彦

・
稲
村
徹
元

前
掲
書

二
二
〇
ー
二
二

一
頁
。

㈹

湯
本
豪

一
前
掲
書

三
八
九
頁
。

⑲

湯
本
豪

一

前
掲
書

三
八
八
頁
。

②①

湯
本
豪

一

前
掲
書

四

一
四
頁
。

⑳

湯
本
豪

一
亠削
掲
書

一
六
〇
頁
。

⑬

佐
藤
亨

『近
世
語
彙
の
研
究
』
(桜
楓
社
、

一
九
八
三
年
)
四
十
九
i
五
十
五
頁
。

㈱

槌
田
満
文

前
掲
書

二
五
七
頁
、
樺
島
忠
夫

・
飛
田
良
文

・
米
川
明
彦

前
掲
書

二
七
七
頁
。

⑳

湯
本
豪

一
、
前
掲
書

二
二
六
頁
。

㈱

湯
本
豪

一
前
掲
書

四
十
六
頁
。

㈱

湯
本
豪

一
前
掲
書

二
九
四
頁
。
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⑳

湯
本
豪

一
前
掲
書

二
九
二
頁
。

㈱

富
田
仁

『鹿
鳴
館
』
1
擬
西
洋
化

の
世
界
1

(白
水
社
、

一
九
八
四
年
)

=
二
八
頁
。

⑳

槌
田
満
文

前
掲
書

九
十
二
頁
。

⑳

鹿
鳴
館

に
関
わ
る
前
後
の
歴
史
は
富
田
仁
の
前
掲
書

『鹿
鳴
館
』
に
詳
し
く
見
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
専
ら
そ

れ
を
参
考
に
し
た
。

⑳

湯
本
豪

一

前
掲
書

四
二
二
頁
。

働

湯
本
豪

一
前
掲
書

四
二
三
頁
。

㈱

上
垣
外
憲

一
『
あ
る
明
治
人
の
朝
鮮
観
』
1
半
井
桃
水
と
日
朝
関
係
ー

(筑
摩
書
房
、

一
九
九
六
年
)
二
十
九
頁
。

鋤

こ
の
博
覧
会
は
同
年
三
月

一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
東
京

の
上
野
公
園
で
開
か
れ
た
。
折

し
も
、
東
京

に
泊

ま

っ
て
い
た
紳
士
遊
覧
団

一
行
も
褒
賞
式
に
招
か
れ
、
遠
目
な
が
ら
明
治
天
皇
と
朝
官
た
ち
の
服
装
を
み
た
の
で

あ
る
。

一107一



***発 表 を 終 え て***

明治初期 の朝鮮使節 は東 京に赴 く途中、京都 に も立ち寄 っ

たこ とがある。 た とえば1881年 の紳士遊覧団一行 は5月17日

(旧暦4月20日)京 都 に着 き、三条石橋堂 島町の内田誠次の家

で泊 ま りなが らところ どころを見物す る。西 陣織 錦所小林綾

造 の家 、万年山相国寺、陶器所、牧畜場、女 学校、盲唖院、

下 京区西本願寺 、水車製作 所な どを まわ り、21日(旧 暦24日)

には大津の琵琶 湖、三井寺 まで足を運んだ。

京都駅で汽車 に乗 った彼 らは稲荷、 山科 を過 ぎ、鑿 山通路

を通 った と記録 して いる。 ここにでて くる鑿山通路 は恐 らく

京都大津間の鉄道開通直前 の1880年6月28日 、 日本人 の手 で

最初 に貫通 された逢坂山隧道で あろう。

まことな ら日文研 のお蔭 で京都 に長期間滞在 している うち

に、そのむか し朝鮮知識人たちが京都周辺 に残 した足跡 を追 っ

て私 もせ めて一度 は尋 ねてみたか った。 しか し一部 をのぞ い

てはその場所 が特定で きず、念願 はっいに果たせなか った。

その代 わ り、今度の 日文研 フォーラムをき っかけに朝鮮使

節 の足跡 全般 を 自分 なりに まとめることがで きたの はなによ

りである。 当 日、 コメンテーターと して心 に残 る助言を聞 か

せて頂いた千田稔先生、司会を担 当 して下 さ った研究協力課

の篠原初江専門官、 その他 の関係者皆 さんに もお礼の一言 を

申 しあげてお きたい。

々 払
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日文研 フォーラム開催一覧

回

〆

年 月 日

、

発 表 者 ・ テ ー マ

1
62,10.!2

(1987)

ア レッサ ンドロ ・バ ロータ(ピ サ大学 助教授)

AlessandroVA:LOTA

「近代 日本の社会移動 に関す る一、二の考察」

2
62。12.!1

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIβEN

「南蛮時代の文書 の成立 と南蛮学 の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲の近代 化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マライー二(日 文研客員教授)

FoscoMARAINI

「庭園 に見 る東西文 明のちがい」

⑤
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChi1

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学教授)

SepPLINHART

「近世後期 日本の遊 び一拳を中心に一」

⑦
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大 学助教 授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女 性像 一現実 と幻想 一」

⑧

＼

63.12.13

(!988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世の女性 一恵信 尼の書簡 一」
丿



⑨

! i

元.2.14

(1989)

、

厳 安生(北 京外国語学院 日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

⑩
元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)

SuzanneGAY

「中世京都における土倉酒屋一都市社会の自由とその限界 一」

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維大 学助教授)

HSIAGang

「インタビュー ・ノ ンフィクションの可 能性 一猪瀬

直樹著『日本 凡人伝 』を手掛 りに一」

⑬
元.7.11

(1989)

エルンス ト・ロコバ ント(東 洋大 学助教授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道を考 える」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究 所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究の問題点」

⑮
元.9.12

(1989)

ハル トムー ト0 .ロ ー ターモ ンド

(フ ランス国立高等研究 院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期 日本に来た中国人」

⑰

L

元.11.14

(1989)

ジェフ リー ・ブロー ドベン ト(ミ ネソタ大学 助教授)

JeffreyBROADBENT

「地域 開発政 策決 定過程 を通 してみた日米社会構造 の比較」

丿



⑱

r

元.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化の展望 と外国人労働者問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミエ ● ジ ョー ンズ(イ ン デ ィ ア ナ 大 学 準 教 授)

SumieJONES

「レ ト リ ッ ク と して の 江 戸 」

⑳
2.2。13

(1990)

カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学 系外国人教師)

CarlBECKER

「往生 一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10.

(1990)

グラ ントK.グ ッドマン

(カ ンザス大学教授 ・日文研客 員教授)

GrantK。GOODMAN

「忘れ られた兵 士 一戦争 中の 日本 に於 けるイン ド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イア ン 。ヒデオ ・リー ビ

(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人 麿 と日本文学 における『独創性』について」

23
2.6,12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教 授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話 の解体」

⑳
2.7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国と日本」

⑳

㌧

2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リーハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現代 日本 における仏教 と社会活動」

ノ



2,11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大 学講師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエジプ トのべ一パルス王 伝説 における主従関係

の比較」

⑱
3.1.8

(1991)

カ レル ・フィアラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員 助教 授)

KarelFIALA

「言語学 か らみた『平 家物語 ・巻一 』の成 立過程」

⑳
3.2.12

(1991)

ア レクサ ン ドルA.ド ーリン

(ソ連科学 アカデ ミー東洋学研究所上級研究 員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエ ットの日本文学翻 訳事情 一古典 か ら近 代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウ イ ー ベP.カ ウ テ ル ト(ワ ー ゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)

WybeP.KUITERT

「バ ロ ッ ク ・ヨ ー ロ ッパ の 日 本 庭 園 情 報

一 ゲ オ ル グ ・マ イ ス テ ル の 旅 一 」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ

(ワルシャワ大学教授 ・日文研客 員教 授)

MikolajMELANowlcz

「ポーラン ドにおける谷 崎潤一郎文 学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大 学 リサーチフェロー ・日文研客員助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三 百年 前の京都 一ケ ンペルの上洛記録」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ

(ジ ャワハル ラール ・ネール大学教 授 ・日文研客員教授)

Satya.B.VERMA

「インドにおける俳句」

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン・ベル ント(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

JOrgenBERNDT

「ドイッ統合 とベル リンにお ける森鴎外記念館」
ノ



⑳

r

3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学 助教 授)

DonaldM.SEEKINS

「忘 れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」

⑯
3。10.8

(1991)

王 曉平(天 津 師範大学助教授 ・日文研 客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌 における日本人 のイメー ジ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究 員)

SHINYong-tae

「日本語 の起源
一 日本語 ・韓 国語・甲骨文字 との脈絡を探 る一」

⑳
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教 における韓国佛教の役割」

⑲
4.1.!4

(1992)

サ ウィ トリ・ウィシュワナタン

(デ リー大学教授 ・日文 研客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イ ン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二 次大 戦後の

国際情勢 と日本のイン ド観 の変遷 一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立東洋言語文化研究所教 授)

Jean-JacquesORIGAS

「正岡子規 と明治の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブ シェ ・ボハーチコヴァー(プ ラハ国立博 物館 日本美術

元 キュレーター ・日文研客員教授)

Libu話eBOHA6KOvA

「チェコスロバキアにおける日本美術」

4.5.12

(1992)

ポール ・マ ッカーシー(駿 河 台大学教 授)

PaulMcCARTHY

「谷 崎文学の 『読み』と翻訳:ア メ リカにおける

最 近の傾 向」
ノ



4.6.9

(1992)

丶

G.カ メロ ン ・バース ト1皿(ニ ューヨーク市立 大学 リーマ ン

広島校学長 ・カンザス大学東 アジア研究所長)

G.CameronHURST皿

「兵法か ら武芸へ 一徳川時代 における武芸 の発達 一」

44
4,7.14

(1992)

杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トローブ大学教授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラ リアか ら見た 日本社会」

⑮
4.9.8

(1992)

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

客員助教授)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

:LEEYoungGu

「直観と芭蕉の俳句」

⑰
4.11.10

(1992)

ウィ リアムD.ジ ョンス トン

(米 国 ・ウェス リア ン大学助教授 ・日文研客員 助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 「黴毒』 の医学的 ・文化 的概念 の形成」

⑱
4.12.8

(!992)

マノジュL.シ ュレスタ(甲 南大学経営 学部講 師)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにおける日系企業の戦略転 換
一技術移転 をめ ぐって一」

⑲
5.1,12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)

PARKJung-Wei

「キリス ト教受容における日韓比較」

5.2.9

(!993)

マーティン ・コルカッ ト

(米 国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客員 教授)

MartinCOLLCUTT

「伝説 と歴史の間 一北條政子 と宗教」
ノ



⑪

!

5.3.9

(1993)

、

清 水 義 明(米 国 ・プ リ ンス トン大 学 マ ー カ ン ド栄 誉 教 授)

YoshiakiSHIMIZU

「チ ャール ズL.ブ リア ー(1854～1919)と プ リアー美 術 館

一 米 国 の 日 本 美 術 コ レク シ ョ ンの 一 例 と して 一 」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)

KIMChoonMie

「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

53
5.5.11

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMALEBRA

「皇太子 妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連を中心 として一」

54
5.6.8

(1993)

姜 希雄(ハ ワイ大 学教授 ・日文研客 員教授)

H.W.KANG

「変革 と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮
一科挙制度 をめ ぐって 一」

⑮
5.7.13

(1993)

ッベタナ ・ク リステワ

(ソフ ィア大学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙の語 り 一 平安朝 文学 の特質 一」

⑯
5.9.14

.(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)

KIMYong-Woon

「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オ ロフG.リ ディン

(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研客員教 授)

OlofG.LIDIN

「徳川時代思 想 における荻生徂徠」

⑱

㌧

5.11.9

(1993)

マヤ ・ミル シンスキー

(ス ロベニア・リュブリアナ大 学助教 授 ・日文研客員助教授)
V

MajaMILCINSKI

「無常観 の東西比較」
丿



5.12.14

(!993)

、

ウィリー 。ヴァン ドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴ ァン ・

カ トリック大学教 授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWA:LLE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術か ら洋学まで一」

60
6.1.18

(1994)

J.マ ーティン・ホルマン

(ミシガン州立大学連合 日本センター所長)

J.MartinHOLMAN

「自然 と偽作 一井上靖文学における 『陰謀』一」

61
6.2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデ ミー東洋学研究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外か ら見た日本文化 と日本文学
一俳句の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタン ・ベルク

(フ ランス ・社 会科学高等研究院教授 ・日文研 客員教授)

AugustinBERQuE

「和辻哲郎の風土論 の現代 性」

⑬
6.4.12

(1994)

リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立 大学助教授)

RichardTORRANCE

「出雲地方 に於 ける読 み書 き能力 と現代 文学、1880～1930」

64
6.5.10

(1994)

シル バ ー ノD .マ ヒウ ォ

(フ ィ リ ピ ン大 学 ア ジ ア ・セ ン タ ー準 教 授)

SylvanoD.MAHIWO

「フ ィ リ ピ ンに お け る 日 本 現 状 紹 介 の 諸 問 題 」

65
6.6.10

(1994)

劉 建輝

(中国 ・南 開大学副教授 ・日文研客 員助教授)

LIUJianHui

「「魔都』体験 一文学 における日本人 と上海」

6.7.12

(1994)

チャールズJ.ク イ ン

(オハイオ州立大学準 教授 ・東北大学客員教授)

Cha「lesJ.QUINN

「私の 日本語発見一王朝文 を中心に一」

丿



6.9.13

(1994)

、

フランソワ ・マセ

(フ ランス国立東洋 言語文化研究所教授 ・日文研客 員教 授)
'

FrancoisMACE

「幻 の行列 一秀吉 の葬送儀礼 一」

⑱
6.11.15

(1994)

賈 慧萱

(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui-xuan

「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」

69
6.12,20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

⑩
7.1.10

(1995)

ミハ イ ル ・ウ ス ペ ンス キ ー

(エ ル ミ タ ー ジ ュ 美 術 館 学 芸 員 ・日 文 研 客 員 助 教 授)

MichailV.USPENSKY

「根 付 一 ロ シ ア ・エ ル ミ タ ー ジ ュ美 術 館 の コ レク シ ョ ンを

中 心 に 一」

⑪
7.2.14

(1995)

厳 紹盪

(北京大学教授 ・日文研客員教授)

YANShaoDang

「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化とのか

かわり一」

⑫
7.3.14

(1995)

王 家騨

(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)

WANGJiahua

「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」

⑬

㌧

7.4.11

(1995)

ア リソン・トキタ

(オース トラリア ・モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

AlisonTOKITA

「日本伝統音 楽 における語 り物 の系譜 一旋律型 を中心 に一」

ノ



⑭

r

7.5.9

(1995)

、

リュ ドミーラ ・エルマコーワ

(ロ シア科 学アカデ ミー東洋学研 究所極東文学課 長)

:LioudmilaERMAKOVA

「和歌 の起源 一神話 と歴史 一」

75
7.6.6

(1995)

バ トリシア ・フィスター

(日文研客員助教授)

PatriciaFISTER

「近世 日本 の女性 画家たち」

76
7.7.25

(1995)

崔 吉城

(広島大学総 合科学部教授)

CHOIKil-Sug

「『恨』の日韓:比較の一 考察」

⑰
7.9.26

(1995)

蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)

SUDechang

「日中の敬語表現」

⑱
7.10.17

(1995)

李 均洋

(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)

:LIJunYang

「一日・中比較文化考 一雷神思想の源流 と展開」

79
7.11.28

(1995)

ウィリアム ・サモニデス

(カ ンザス大学助教授 ・日文研客員助教授)

WilliamSAMONIDES

「豊 臣秀吉 と高 台寺の美術」

⑳
7.12.19

(1995)

タチヤーナL.ソ コロワ=デ リューシナ

(翻訳 家 ・日文研 来訪 研究員)

TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA

「俳句の国際性 一西 欧の俳句 についての一考察 一」

8.1.16

(1996)

ジョン ・クラーク

(シ ドニー大学助教授 ・日文研 客員助教授)

JohnCLARK

「日本 の近代性 とア ジア:絵 画 の場合」

丿



⑳

厂

8.2.13

(1996)

、

ジェイ ・ルービン

(ハ ーバー ド大学教授 ・日文研客 員教授)

JayRUBIN

「京の雪 、能の雪」

83
8.3.12

(1996)

イザベル ・シャリエ(神 戸大学国際文化学部外国人教師)

IsabelleCHARRIER

「日本近代美術史 の成立 一 近 代批評 における新語 一」

⑳
8.4.16

(1996)

リース ・モー トン

(ニ ューキ ャッスル大学教 授 ・日文研客員教授)

LeithMORTON

「日本 近代文芸 におけるゴシック風小説」

⑳
8.5.28

(1996)

マーク ・コウディ ・ポール トン

(ヴ ィク トリァ大 学助教授 ・日文研客員助教授)

MarkCodyPOULTON

「能 におけ る 『草木成仏』の意味」

⑳
8,6.11

(1996)

フ ランシスコ ・ハ ビエル ・タブレロ

(慶 應義塾大学訪 問講 師)

FranciscoJavierTABLERO

「社会的構築 物 としての相撲」

87
8.7.30

(1996)

シル ヴァン ・ギニヤール(大 阪学院大学 助教授)

SilvainGUIGNARD

「筑前 琵琶 一 文化 を語 る楽器」

88
8.9,10

(1996)

ハーバ ー トE .プ ルチ ョウ

(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校 教授 ・日文研客員教授)

HerbertE.PLUTSCHOW

「怨霊 の領域」

⑳

㌧

8.10.1

(1996)

王 秀文(中 国 ・東北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiu-wen

「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまっわる民間信仰 一」

ノ



8.11.26

(1996)

、

王 宝平(中 国 ・杭州大学 日本文化研究所副所長 ・

日文研客員助教授)

WANGBaoPing

「明治前期に来日した中国人の外交官たちと日本」

⑪
8.12.17

(1996)

陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)

CHENShenBao

「中国語の中の日本語」

⑫
9.1.21

(1997)

アレキサ ンダーN.メ シェ リャコフ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪

研究員)

AlexanderN.MESHCHERYAKOV

「奈良時代の文化 と情報」

93
9,2.18

(1997)

郭 永詰(韓 国 ・漢 陽大学文科大学長 ・日文研客員教授)

KWAKYoung-Cheo1

「言語 か ら見 た日本」

94
9.3.18

(1997)

マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド

国立外 国語学校助教授 ・日本学研 究所所長)

MariaRODRIGUEZDELALISAL

「弁 当 と日本文化」

⑮
9.4.15

(1997)

ミケー レ ・マル ラ(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校

準教授 ・日文研 客員助教授)

MicheleF.MARRA

「弱 き思惟 一 解釈学 の未来を見 なが ら」

⑳
9.5.13

(1997)

デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主 任翻訳家

バークレー仏教研究所準教授)

DennisHIROTA

「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和歌 を作 って、親鸞が作 らなか ったか」

⑰

丶

9.6.10

(1997)

ヤン ・シコラ

(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研客員助教 授)

JanSYKORA

「近世商人の世界 一三井高 房 『町人考見録』 を中心 に一」
ノ



9,7.8

(1997)

、

鶴 田 欣也(カ ナダ ・ブ リティッシュコロンビア大学教授 ・

日文研 客員教授)

KinyaTSURUTA

「向 こう側の文学 一近代か らの再生 一」

⑲
9.9.9

(1997)

ポー リン ・ケ ント(龍 谷大学助教授)

PaulineKENT

「『菊 と刀』 のうら話」

!00
9.10.14

(1997)

セオ ドア ・ウィリアム ・グーセ ン

(カ ナダ ・ヨーク大 学準教授 ・日文研客員助教授)

TheodoreWilliamGOOSSEN

「『日本文学』 とは何か一21世 紀 に向か って」

@
9.11.11

(1997)

金 禹 昌KIMUchang

(韓 国 ・高麗大学校 文科大学教授 ・日文研客員教授)

リヴィア ・モネ:LiviaMONNET

(カ ナダ・モ ントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

カール ・モスクCarlMOSK

(カ ナダ ・ヴィク トリア大学教 授 ・日文研客 員教 授)

ヤ ン ・シコラJanSYKORA

(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)

鶴 田 欣也KinyaTSURUTA(カ ナダ ・ブ リティッシュ

コロ ンビア大学教授 ・日文研 客員教 授)

パネルディスカ ッション

「日本および 日本人 一外 か らのまなざ し」

102
9.12.9

(1997)

ジョナ ・サルズ(龍 谷大学助教授)

JonahSALZ

「猿 か ら尼 まで一狂言役者 の修業」

103

㌧

!0.1.13

(1998)

姜 信杓

(韓:国・仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員

教授)

KANGShin-pyo

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」

丿



r

@
10.2.10

(1998)

丶

高 文漢

(中国 ・山東大学教授 ・日文研客員教授)

GAOWenhan

「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」

105
10.3.3

(1998)

シュテファン ・カイザー(筑 波大学教授)

StefanKAISER

「和魂漢才、和魂洋才 一語彙 ・表記 に見 る日本文化 の特性」

106
10.4.7

(1998)

ス ミエ ・ジョー ンズ

(イ ンディアナ大学教授 ・日文研客員教 授)

SumieA,JONES

「幽霊 と妖怪 の江戸文学」

!07
10.5.19

(1998)

リヴィア ・モネ

(カナダ・モ ントリオール大学準教 授 ・日文研来訪研究 員)

LiviaMONNET

「映画 と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

⑱
10.6.9

(1998)

島崎 博

(カナダ ・レスブリッジ大学教授 ・日文研 客員教授)

HiroshiSHIMAZAKI

「化粧 の文化地理」

109
10.7.14

(1998)

丘 培培

(米国 ・バッサー大学助教授 ・日文研来訪研究員)

PeipeiQIU

「なぜ荘子 の胡蝶 は俳諧 の世界 に飛ぶのか
一 詩的イメー ジとしての典故 一」

10.9.8

(1998)

ブルーノ ・リーネル

(ス イス・チュー リッヒ大学講 師 ・ユ ング派精神分析 家 ・日

文研客 員助教授)

BrunoRHYNER

「日本 の教育がかかえる問題 点」

丿



厂

⑭
10.10.6

(1998)

、

アハマ ド・ムハマ ド・ファ トヒ・モスタファ

(エ ジプ ト・カイロ大 学講 師 ・日文研客員助教 授)

AhmedM.F.MOSTAFA

「『愛玩』 一 安 岡章太郎 の 『戦後』のはじまり」

⑫
10.11.10

(1998)

ア リソン ・トキタ

(オース トラリア ・モナシュ大学 助教授 ・日文研客員助教授)

AlisonMcQuEEN-TOKITA

「『道行 き』と日本文化 一 芸能を中心 に」

113
10.12.8

(1998)

グレン ・フック

(英国 ・シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

GrennHOOK

「地域主義 の台頭 と東 アジアにおける日本 の役割」

⑭
11.1.12

(1999)

杜 勤

(中国 ・華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

DUQin

「『中』のシンボリズムについて一宇宙論からのアプローチ」

115
11.2.9

(1999)

シーラ ・ス ミス

(米国 ・ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教 授)

SheilaSMITH

「日本の民主主義 一沖縄 か らの挑戦」

⑬
11.3.16

(1999)

エ ドウィンA.ク ランス トン

(米 国 ・ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)

EdwinA.CRANSTON

「うたの色 々:翻 訳は詩歌 の詩化 または死化?」

⑩

㌧

11.4.13

(1999)

ウィリアムJ.タ イラー

(米 国 ・オハ イオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)

WilliamJ.TYLER

「石川淳著 『黄金傳説』 その他 の翻訳について」

丿



11.5.11

(1999)

、

金 知見

(韓国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

KIMJiKyun

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」

119
11.6.8

(1999)

マ リア ・ヴォイヴォデ ィッチ

(モ ンテネグ ロ共和 国政府 民営 化推進部 外 資担 当課 長 ・

日文研客 員助 教授)

MarijaVOJVODIC

「言葉 いろいろ一日本の言葉 に反映 された文化の特徴 一」

@
11.7.13

(1999)

リース ・幸子 滝

(ケ ドレン精 神衛生 センター箱庭療法 トレーニングコンサ

ル タント・日文研客員助教授)

REECESachikoTaki

「心理 臨床の場 に映 った私生活 の中の暴 力 と社 会 の中の暴

力」

@
11,9.7

(1999)

宋 敏

(国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

SONGMin

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

122 11.10.12

(1999)

ジャン ノエル ロベール

(フ ランス パ リ国立 高等研 究院教 授 ・日文研客員教授)

Jean-No61A.ROBERT

「二十 一世 紀の漢文一死語 の将来一」

123 11.11.16

(1999)

ヴラディス ラブ ニカノロヴィッチ ゴレグリャー ド

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋 学研究所 サ ンク トペテル ブル

ク支部極東部長 ・日文研客 員教授)

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

「鎖国時代の ロシアにおける 日本水夫 たち」

@

L

11.12.14

(1999)

楊 暁捷 唱

(カナダ ・カルガ リー大学準教授 ・日文研客 員助教 授)

X.JieYANG

「鬼 のいる光景 一絵巻 『長谷雄草紙』 を読む一」

丿



○ は報告書既刊

なお、報告書 はホームペー ジのデーターベースで見 ることが出来 ます。



*******

発 行 日2000年3月31日

編集発行 国際 日本文 化研 究セ ンター

京都市 西京区御陵大枝 山町3-2

電話(075)335-2048

ホームページ:http://www.nichibun.ac.jp/

問 合 先 国際 日本文化研究 セ ンター

管理部 ・研究協力課

*******

◎2000国 際 日本文化研究 セ ンター





■ 日時

1999年9月7日 ㈹

午後2時 ～4時

■ 場所

国際交流基金 京都支部
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